


[image: ]







[image: ]








第一章 見合いの衝撃

第二章 閨の鍛錬

第三章 深まる愛欲

第四章 ほほ笑ましい婚約式

第五章 あなたはわたしが守る

第六章 最高の初夜









第一章 見合いの衝撃








　ある日の夕食時。料理長自慢のデザートが運ばれるのをにこにこしながら待っていたミラベルに、上座に座る兄カールが「ごほん」と咳払いしてから告げた。

「実は、縁談のような、そうでもないような話がおまえにあるんだ、ミラベル」

　兄の歯切れの悪い言葉に、パイを口に入れる寸前だったミラベルは、大きな青い瞳をぱちぱちとまたたかせた。

「縁談のような、そうでもないようなお話ですか、お兄様？」

　妙な言い方をするなぁと思いつつ首をかしげると、ハーフアップにしていた薄茶色の髪が肩から滑り落ちる。

　年頃の娘特有の可愛らしさと、ほんの少しの色っぽさが感じられる妹の仕草に、兄カールは「ああ、そうだ」と重々しくうなずいた。

　……どうやらのんきにパイを食べている場合ではなさそうだ。

　いつも陽気な兄が、軍門一族クインシティ伯爵家の当主らしく話そうとしているのだから、ミラベルも伯爵家の娘としてきちんとしなければならない。彼女はそっとカトラリーを置いた。

「詳しくお聞かせくださいますか、お兄様？」

「うむ」

　食後のコーヒーを一口含んでから、クインシティ伯爵カールはようよう切り出した。

「縁談の相手は、王国騎士団の第一師団、第三隊の隊長を務める、ガストン・オーガンディル殿だ」

「ガストン・オーガンディル様」

　ゆっくりくり返すミラベルに対し、テーブルを挟んで彼女の向かいに座っていた兄嫁のシンディーが、「社交の場ではあまり聞いたことのない名前ねぇ」と首をかしげた。

「ああ、社交のような華やかな場所は苦手としておられる方だから。我らが騎士団の団長を務めるオーガンディル侯爵の養子で、腕っ節一つで隊長までのし上がった猛者なんだ」

「──団長の養子！　ああ、それなら聞いたことがあるかも。確か、顔に火傷の痕がある方でしょう？」

「火傷の？」

　ぽんっと手を叩いた兄嫁にミラベルは聞き返す。兄嫁シンディーはうなずいた。

「オーガンディル団長のお屋敷は、十何年か前に火事で焼けてしまったのよ。そのとき幼いお嬢さんが屋敷に取り残されてしまって……。たまたま通りがかった少年が火傷を負いながらもお嬢さんを助けて、それに感動した団長が彼を養子にしたらしいの。その話は当時も話題になったから、わたしも覚えているわ」

「まぁ、火事からお嬢さんを救い出すなんて。英雄ではありませんか」

　ミラベルも笑顔になるが、話を持ってきた兄カールは「うーん」と難しい顔をする。

「もちろんそうなんだが、英雄と言うには……見た目がちょっと、いや、かなり怖い方でね。これまでも団長の勧めで何度か見合いしたらしいが、全員が『悪鬼のように恐ろしい男との結婚は無理！』と逃げ出す始末で」

「あらまぁ」

　悪鬼のような、なんて穏やかではないせりふだ。ミラベルは思わず口元に手を添えた。

「正直、同じ騎士である僕ですら、できれば避けたいくらい厳つい相手ではあるんだ」

　カールが少々おびえたような顔をしてつぶやく。

　軍門一族の当主らしく、この兄も一応、王国騎士団に所属する騎士なのだ。

　その兄でもそんな様子を見せるなんて。件の隊長とやらはどれほど恐ろしい姿形をしているのかと、ミラベルは逆に興味が湧いた。

「なるほど、お見合いがことごとく失敗してきたものだから、話が第一隊のあなたのところまでやってきたというわけね。見合いやら縁談やらは、普通は同じ隊の人間同士で行うものだもの」

　兄嫁シンディーが得心のいった様子でうなずいた。

「その通りだ。とはいえ……オーガンディル侯爵家は由緒ある立派な家で、我がクインシティ伯爵家との釣り合いも取れている。同じ軍門一族だし、嫁ぎ先としては悪くないと思うよ」

　しかし一番大切なのはミラベルの気持ちだからと、カールはクインシティ伯爵としてというより、ミラベルの兄としての言葉をかけてくれた。

　だが件の騎士隊長に興味を抱いたミラベルは、にっこりと笑顔を返す。

「どんな方なのか、一度会ってお話ししてみたいわ。お兄様が恐れを成すなんてよっぽどだもの。亡くなったお父様より怖いということでしょう？」

「父上はただの雷親父だったから、長じてからは怖いと思うこともなくなったが……うん、ガストン隊長に関しては普通に怖いな。顔の火傷もそうだが、上背がかなりある上、こう……身体全体が太いんだ。太っているというわけではなく、分厚いと言うのかな」

「ますますどんな方か気になります。そのお見合い話、喜んで受けさせていただきますわ」

　ミラベルが笑顔でうなずくと、カールは虚を突かれた面持ちになった。

「我が妹は意外と物好きだったんだな……。わかった、そう返事をしておく。団長も落ち込んでいただけに、見合いしてもいいと言ってもらえたら泣いて喜ぶ勢いだろう」







　──実際に、カールが了承の返事をしたところ、オーガンディル団長は雄叫びを上げ飛び跳ねるほどに喜んで『おまえの妹は救いの女神だ！』とまで言ってきたらしい。

　団長が嬉し涙を流すほど、これまでの見合いはさんざんな結果に終わったのか……。

　そう考えると、ますますガストン・オーガンディル隊長への興味が募っていくミラベルだ。

　見合いの日時は次の日曜日の午後に決まったが、それまで三日ものんびりしているのもつまらない。

（というより、お兄様をも震え上がらせる隊長さんの姿を、一刻も早く見てみたいわ）

　そう思ったミラベルは、カールに差し入れに行くという兄嫁シンディーにくっついて、騎士団の宿舎を訪れることにした。

「お義姉様、騎士団って隊にかかわらず、同じ鍛錬場で訓練するものなの？」

　宿舎まで馬車で移動する中、ミラベルは向かいに座った兄嫁にわくわくと話しかけた。

「ええ。鍛錬場は二つあるけど一つは馬と一緒に訓練する場所で……ああ、そうか。ミラベルは鍛錬場には行ったことがないんだっけ」

　ミラベルは大きくうなずく。

　鍛錬場は若い騎士たちのたまり場なので、年頃の令嬢は近づかないようにという注意書きが掲げられているのだ。

　曰く、血気盛んな男どもの群れに若い女性が入っていくのは、狼の群れにウサギが迷い込むようなものらしい。

　ただ若い女性でも既婚者であれば出入りは許される。現にシンディーは今日のように、鍛錬場におもむいてカールに着替えなどを頻繁に届けていた。亡き父が騎士団に務めていた頃は、母も同じように差し入れをしていた記憶がある。

『ミラベルも騎士に嫁ぐことになったら、一緒に旦那様に差し入れに行きましょうね』

　と母とは話していたが、残念ながら母は三年前に肺炎をこじらせ亡くなってしまった。

　父もその跡を追うように、半年後に急な心臓の病で身罷った。

　同じ年に両親を亡くして、ミラベルはもちろん兄カールもかなり気落ちしていたが、翌年にシンディーが嫁いできてくれたことで、クインシティ伯爵家は徐々に明るさを取り戻した。

　シンディーは夫となったカールを支えるだけでなく、ミラベルのこともとても可愛がってくれて、今では本物の姉妹のように仲のよい関係を築けている。

　だからこそ、シンディーに対しては少しわがままなお願い事も、ミラベルは口にしてしまうのだ。

「お願い、お義姉様。お兄様のところに寄る前に、ちょっとでいいから鍛錬場のほうへ向かってもらえないかしら？　第三隊の方が訓練しているかもしれないでしょう？」

「第三隊って……まさか、見合い相手の隊長が訓練しているところを見たいというの？」

「ええ！」

　勢い込んでうなずくミラベルに、シンディーは少し悩むそぶりを見せたが、わりとすぐにうなずいてくれた。

「確かに、はじめての顔合わせがお見合いの場じゃ、よけいに緊張しちゃうものね。とはいえ鍛錬場に未婚の令嬢は近づけないわ。どうしようかしら……」

「そうだろうと思って、ほら、メイドからお仕着せを借りてきたの！」

　かたわらに抱えていた鞄を開いて見せたミラベルに、シンディーはあきれたという面持ちでため息をついた。

「なにを抱えているのかと思ったら、用意周到ね。でもお仕着せ姿ならわたしの侍女だと言えるから、いい考えだわ」

　というわけで、宿舎に入る手前のところで少し馬車を止めてもらって、ミラベルは大急ぎで着替える。

　キャップを被ってすっかり侍女になり切ったところで、再び馬車を走らせ騎士団の宿舎へと到着した。

「ちょっと鍛錬場を見てくるから、戻りは遅くなるわ。よろしくね」

　御者にそう告げて、二人はのんびりと鍛錬場へ歩いて行った。

　かなりの広さがある鍛錬場だが、幸か不幸か、第三隊の隊員とおぼしき騎士はすぐ近くで鍛錬していた。

　なぜ「あれが第三隊だ」とわかったかと言えば……。

「うわぁ……第三隊は腕っ節重視の、荒くれ者の集まりとは聞いていたけれど。確かに、カールがいる第一隊とは雰囲気が全然違うわね」

　シンディーの言葉にミラベルも「そうね」とうなずいた。

　平民出身者がほとんどながら、騎士団随一の強さを誇ると言われる、第一師団の第三隊。

　集まったほとんどの人間は筋骨隆々で背が高く、顔に傷を持っていたり、泣く子も黙らせる恐ろしい表情を浮かべていたりと、大変近寄りがたい雰囲気を醸し出していた。

　立派な体つきをしているせいで、支給される制服がきついのだろう。大体の人間が襟元をくつろげたり腕まくりしたりしているので、よけいに素行の悪い連中が集まっているようにも見えた。

「あ、あれがうわさの隊長じゃない？」

　奥の倉庫から身をかがめて出てきたのは、そんな第三隊の中でもさらに背が高く、肩幅が広く、全体的にムキムキとした騎士だった。真っ黒な髪は短く刈り上げ、左頬にはそれなりに目立つ火傷の痕が残っている。

　なによりその眼光は見る者を一目で射殺しそうなほど鋭い。兄カールが「厳つくて少し怖い」と言っていたのも納得の風貌で、ミラベルは思わず「まぁ……」とつぶやいてしまった。

「なにあれ。想像以上に大きくて、もはや野獣じみているじゃない！　ほかの騎士たちより、なお背が高いなんて……火傷の痕も相まって、顔も恐ろしすぎるわね」

　さすがに声量は抑えているものの、衝撃は隠しきれないのだろう。シンディーが早口にまくし立てた。

「あ、今から訓練かしら。……うそでしょう？　左手に剣を持って右手に槍を持って、それで戦うとか。規格外にもほどがあるわ……。ああっ」

　シンディーの悲鳴に合わせミラベルも「まぁ！」と声を上げてしまう。

　両手に武器を携えた隊長──ガストン・オーガンディルは、重たいであろう武器を軽々と振り回し、飛びかかってくる部下たちを恐ろしい勢いではじき飛ばしていったのだ。

　部下たちも一人一人飛びかかるのではなく、ときには二人、ときには背後から、剣や槍で襲いかかる。

　中には体格を活かして大きな斧を持ってくる者もいたが、ガストンは身体に似合わぬ俊敏な動きで攻撃を躱し、即座に返り討ちにしていた。

「その程度の動きで敵が倒せると思うか!?　もっと本気でかかってこい！」

　ガストンが文字通り吠えるような大声を出す。部下たちは「おう！」と返事をして、倒れた者も再度雄叫びを上げて飛びかかっていった。いずれにせよ、ガストンの鮮やかな剣技で何度もはねのけられてしまっていたが。

「大人と子供が戦っているみたいね……。あの図体でどんな攻撃も躱すって、どういう反射神経よ。おまけに攻撃も容赦がないし……刃が潰してある武器で戦っているってわかっていても身震いするわ。おお、怖い」

　ガストンの戦いぶりを見守っていたシンディーが言葉通りぶるっと震えた。

　だが彼の動きを見れば見るほど、ミラベルは胸がどきどきと甘く高鳴っていくのを感じて、うっすら頬を染め上げる。

（ガストン様の動き……すごいわ。なんて無駄がない。ただ避けるだけでなく、攻撃に移るための型にちゃんと身体が収まるように、考えて動いていらっしゃるわ。それだけでも大変なのに、一つ一つの動作の速さったら！　なんという騎士様なのでしょう）

　幼い頃から騎士たちのことを見てきたミラベルは、戦いに関して、実はかなり目が肥えている。それだけにガストンの力量が頭一つどころか、二つも三つも飛び抜けていることをすぐに理解した。

　二刀流というあり得ない技で戦っているから野蛮に見えるかもしれないが、その実、身体の動かし方は基本の型に忠実だ。呼吸も足捌きも見事なもので、見れば見るほど惚れ惚れしてしまう。

　なによりどんな相手に、どんな奇抜な飛びかかられ方をしても、眉一つ動かずさっさと叩きのめしてしまう一連の動きが、すばらしく美しい！

　やがて、暑さに耐えられなくなったのだろう。部下たちの攻撃が途切れたところで、ガストンはすばやく上着を脱ぎ捨て、その下のシャツまで脱いでしまった。

（──裸！）

　現れたムキムキの上半身を見て、ミラベルは思わず鼻血を噴いて卒倒しそうになる。

　鼻を押さえて「心頭滅却！」と胸中で唱え、なんとか踏ん張ることができたが、実に危ないところだった。

「うわぁ、身体も傷だらけね。騎士というより歴戦の戦士という感じだわ」

　隣で兄嫁があきれた声を上げていた。

　が、ミラベルはあきれるどころではない。

（ああ……ガストン様のあのすばらしい胸筋、腹筋！　太い首から肩へと広がる筋肉の起伏と、同じくムキムキの両腕……！　見るだけで惚れ惚れするような鋼の肉体！）

　──わたしって、実は筋肉ムキムキの殿方が好きだったのね！

　思いがけない発見だと、ガストンの上半身を前にミラベルは大いに興奮した。

　これまで兄の紹介で第一隊の騎士たちと言葉を交わす機会は多かったが、彼らは言うほど筋肉質ではなく、社交界の貴公子とそう変わらない者が多かったのだ。

　おかげで儀礼的に接するばかりだったが……ガストンのあの上腕二頭筋……力を入れるたびにピクピク動く腹筋……ゴツゴツした両手……っ。

（──最高すぎるわ！）

　ミラベルはうっとりとガストンに見惚れてしまった。

「あの身体に抱きしめられたら天国へ行けそう……！」

　ついついつぶやいてしまうが、シンディーのほうは実に神妙な面持ちになっていた。

「確かに、一瞬で圧死させられそうね」

「──お義姉様、わたし絶対にガストン様と結婚します！　あの方こそわたしが求めていた理想の結婚相手だわ！」

　瞳をきらきらさせて宣言するミラベルに、シンディーはぎょっと目を見開いた。

「ええっ、アレが!?　あなた、ああいうのが好みだったの？」

　シンディーの声が大きかったせいか、近くにいた騎士が驚いた様子で振り返ってきた。

「あの、なにかご用ですか？」

　そのうち一人に問いかけられる。

　第三隊の面子はいずれも強面だったが、ガストンに比べればまだ怖くはない。

　だからだろう、シンディーも動揺をすばやく引っ込め、はきはきと答えた。

「あ、失礼しました。第一隊にいる夫に差し入れを届けにきたのですが、どちらへ行けばいいかわからなくなってしまって」

　すると、部下を容赦なくはじき返しながら、ガストンがすばやく指示を飛ばしてくる。

「それはご苦労様です。──同僚の奥方だ、丁重にご案内して差し上げろ！」

「はい！」

　命令された騎士はビシッと敬礼して、身軽に柵を越えると「こちらです」と案内をはじめた。見た目にそぐわぬ紳士ぶりだ。

（──命令を下したガストン様も、とても丁寧に対応してくださったわ。なんて素敵なのかしら！）

　見た目は恐ろしいのに剣の型は美しく、女性に優しいなんて、ギャップ萌えもいいところである。ミラベルの胸にたちまち甘くくすぐったい気持ちが広がった。

　にこにこする義妹の表情からその心情を察したのだろう。騎士について歩きながら「ああいうのがタイプだったのねぇ……」とシンディーはため息交じりにつぶやく。

　そうして兄に無事に差し入れを終えて（侍女の格好をしたミラベルを見て兄は「なにをやっているんだ!?」と仰天していたが）ミラベルたちは馬車へ取って返した。

　屋敷に帰り着くと、ミラベルは俄然はり切って、自室に籠もって見合いに着ていくドレスを選びはじめる。

　だが、外出着から普段着に着替えてミラベルを訪ねてきたシンディーは、どことなく困った表情を浮かべていた。

「お義姉様、もしかしてわたしとガストン様との結婚に反対？　浮かない顔をしていらっしゃるけれど」

「反対はしてないわ。恐ろしい風貌の野獣にしか見えなかったけれど、アレがあなたの好みというなら否定するつもりもないの。ただねぇ……」

　シンディーは意味深に言葉を句切ると、ミラベルをじろじろと眺め回してくる。

　ミラベルは思わず手にしていたドレスを胸に押し当て、シンディーの視線から身体を隠そうとしてしまった。

「お、お義姉様、どうなさったの？」

「いや、心配なのよ。あなたも貴族の結婚の実態がどういうものかは、わかっているでしょう？」

「結婚の実態……？　ええと、家同士のつながりを深めるためとか、そういうこと？」

　首をかしげつつ答えると「それもあるけど」と兄嫁は首を横に振った。

「一番はやっぱり、跡継ぎをもうけること。つまりは、その前段階の夜の営みこそが、貴族の結婚において一番重要なことなのよ！」

　バーンと効果音がつきそうな勢いで、扇を広げたシンディーは強く断言した。

「よ、夜の営み……！」

　ミラベルも衝撃でカッと目を見開きながらくり返してしまう。

「そ、それはつまり……結婚した男女が同じ寝台で、裸になって、あれこれいたすことね!?」

「ええ、そうよ。ただね、相手の男が騎士の場合、夜の営みは大変なのよ」

　びし、と扇を突きつけて、シンディーは至極真面目な顔で説明した。

「なにせ奴らは日々鍛えているでしょう。だから体力は無尽蔵。文字通り、精根尽き果てるまでがっついてくるわ。だからそれなりの疲労回復法を用意しておかないと、こちらの身体がまず保たないの」

「なんと……！」

　ミラベルはいっそう驚愕してしまう。

　見目麗しく、言うほどムキムキではない兄カールですら、妻のシンディーにこう言わせてしまうからには……相手があのガストンだったら、どうなってしまうのだろう。

「カールですらそうなのだから、あの第三隊の隊長なんて、一晩中腰を振っていても疲れ知らずなのではないかしら」

「た、確かに……！」

　つまりこのままでは……ミラベルはガストンの底なしの体力と精力に溺れて……。

「最終的には、腹上死の危機……！」

「そう！　それが心配なのよ」

　シンディーは扇をぱんっと手のひらに打ちつけ、深刻な面持ちでうなずいた。

「それだけでも心配なのに、もう一つ、あなたと隊長には大きな問題が横たわっていると思うの」

「ま、まだ問題があるというの？」

「むしろこっちのほうが大問題だと思うわ。それはつまり──あなたたちの体格差！」

「はう……！」

　ミラベルはガーンと絶望の面持ちになる。

　だがシンディーは容赦なく、的確な言葉で真実を突きつけてきた。

「姿見をよくご覧なさい、ミラベル！　あなたのその身体、主に身長を！　あの隊長に比べて頭一つ……いえ、それ以上に小さいじゃない！」

「ひう……！」

「そんな小柄な身体で、あの隊長のぶっとい腕に抱かれてごらんなさい。下手したら行為の最中に骨が折れて、大怪我を負う羽目になる！」

「……っ！」

　もっともすぎる指摘に、ミラベルは声も上げられずによろよろと長椅子に座り込んでしまった。

「くっ……」

　確かに……兄嫁に指摘されずとも、身長が低いことはミラベルにとってコンプレックスだった。

　人前に出るときは高いヒールを履いてなんとかごまかしているが、寝台の中となれば、お互いに裸だ。ごまかしようもない。

　おまけにミラベルの身体は全体的に細い。なぜか胸だけは年相応……というか、それ以上に大きく育ってしまったが、小柄でほっそりしている割にそこだけ大きいのが、また恥ずかしさに拍車をかけていた。

　そのコンプレックスを正面から指摘されて落ち込んでいる中、シンディーはさらにたたみかけてくる。

「問題はそれだけではないわ。わたしが所属する騎士妻グループからの情報によると──あの隊長は身体だけでなく、絶対に男の象徴も大きいはずよ！」

　これまたバーンと言ってのけたシンディーに、ミラベルもまたガーンとショックを受けてしまう。

「お、お、男の象徴……というのは、つまり……っ」

「ええ、男の股にぶら下がっているアレのことよ」

　シンディーはもったいぶらずにズバリと言った。もはや言い方一つにいちいちかまっている場合ではない。

「男のアレの大きさというのは、体格に比例するもののようなの。つまり背が高い男は必然的にアレも大きいというのが、騎士妻グループから得られた貴重な情報よ！」

「き、騎士妻グループ……！　なんというすごい情報が回っている集まりなのでしょうか……っ」

　驚きすぎて、いろいろな方面に反応してしまうミラベルである。

「その大きなアレを、あなたのその小さな身体で受け止めることができるかどうか……抱きしめられただけで簡単に圧死させられそうなのに」

「うぅ……っ」

「上手く受け止められたとしても、その先の出産も大変になりそうで恐ろしいのよ。父母のどちらかが大きいと、やっぱり赤ん坊も大きく育つと言われているし」

「うぐっ……」

　心配が閨のことを飛び越え出産にまで及ぶとは。

　貴族の娘は他家に嫁いで跡継ぎを産むことが一番の仕事となるから、そこを心配するのは、もっともなことではあるのだけれど。

（で、でもお産に関しては、うちは安産の家系だとお母様がいつか言っていらしたし……）

　現に兄カールもミラベルも、普通の赤ん坊に比べて二回り近く大きかったそうだが、いずれも半日程度でつるんと生まれてきたと母は証言していた。

　祖母も曾祖母も似たような感じだったらしいから、自分も大丈夫だろうと軽く考えていたが……相手がガストンほどの大男だと、やはり違うのだろうか？

（でも……、でもでもでも！　わたしはやっぱりガストン様のお嫁さんになりたいわ）

　あれほどの剣の使い手で、強面なのに紳士的なガストン・オーガンディル。

　実際の彼を見たら、あまりに素敵で格好良くて、ぜひとも自分の意志で嫁ぎたいという気持ちが大きくふくらんだ。

　確かに、彼の体格に自分の低身長は不釣り合いかもしれないが……それでも、あきらめきれない。あきらめたくない！

「……やっぱり、わたしはガストン様に嫁ぎたいわ、お義姉様！　ガストン様のあそこがどんなに大きかろうと、赤ん坊より大きいなんてことは絶対にないでしょうし、きっと受け入れられます！　お母様もおばあ様も大きな赤ん坊を産んで無事だったのですもの。わたしもきっと大丈夫ですわ……！」

「うーん、希望を持つのはいいことだけど……」

　心配そうなシンディーだったが、最後は義妹の考えを尊重してくれた。

「あなたが覚悟を決めているなら、わたしももう水を差すようなことは言わない。でも……単純に心配なのよ。可愛い義妹が、野獣のような相手に潰されてしまわないかどうか」

「お義姉様……心配してくださってありがとう。もちろん、わたしだって腹上死は避けたいわ」

　ミラベルは決意の籠もった面持ちでぐっと拳を握った。

「だから、結婚前にしっかり鍛錬を積んで、不安を解消してからガストン様に嫁ごうと思います！」

「……しっかり鍛錬を積む？　どういうこと？」

　首をかしげるシンディーに、ミラベルはにっこりと笑顔を浮かべて見せるのだった。





＊　　　　　　＊






　そうして約束の日曜日──。

　見合いの会場となるのは王立公園に併設されたカフェだ。王侯貴族がデートや茶会にも利用する格式ある場所で、本日はテラス席を貸し切っての見合いだった。

（お天気がよくて本当によかったわ。花壇の早咲きの薔薇もきれい……。ああ、こんなときでなければ、ゆっくり見て回るのだけど）

　これから見合いだと思うとやはりドキドキしてしまって、悠長に花を楽しむ余裕はほぼないミラベルだ。目の前に置かれた紅茶のカップを見つめながら、膝の上で何度も手を組み直す。

　待ち合わせには女性が少し遅れてくるのがマナーだというのに、気が急くあまり一時間も早くきてしまった。

（こんなに待つなら、もう少し鏡の前で身なりを整えるべきだったかもしれないわ）

　無意識に前髪に手をやりつつ、ミラベルはほうっと熱いため息をついた。

　今日のミラベルは、お気に入りのラベンダー色のドレスに身を包んでいた。ドレスとおそろいのボンネットから、ふわっと広がる薄茶色の髪は、毛先だけ鏝で巻いてくるっとカールさせている。

　頬には真珠の粉をはたいて、くちびるには蜂蜜を塗った。ぱっちりと大きな青色の瞳とも相まって、今日のミラベルはシンディー曰く「お人形みたいに可愛い！」そうだ。

「あまりの可愛さに野獣が盛って、その場で食べられなければいいけれど……」

　と心配もしていたが、同僚の妻に敬意を払っていたガストンのことだ。そんな無礼はしてこないだろう。

　そしてドキドキ待つこと一時間。待ち合わせ通りの時刻に、件の騎士隊長ガストン・オーガンディルは姿を現した。

　見合いだけに貴族的な格好をしてくるかと思ったが、王国騎士団の制服である黒の騎士服のままだ。

　真っ黒なその装束が厳つい顔によく似合っていて、ミラベルは（はぅ！）と心の中で黄色い悲鳴を上げてしまった。

「……お待たせして申し訳ない。まさか先にいらっしゃっているとは思わず……」

　一方のガストンは驚きと困惑の入り交じった様子で目をまたたかせていた。

　これまでの見合いはさんざんな結果で終わったということだから、彼自身は、そもそも相手がやってくるとすら思っていなかったのかもしれない。

　ミラベルは笑顔で立ち上がると、スカートの裾を持ち上げ丁寧にお辞儀した。

「お初にお目にかかります、ガストン・オーガンディル様。クインシティ伯爵家の娘、ミラベルと申します。兄のカールが第一師団の第一隊に務めております」

「む……すまない、自分の隊以外の面子は、隊長、副隊長しかわからなくてな」

　ガストンはとまどった様子で目を泳がせる。

　そこは適当に「ああ」とでもうなずいておけばいいところだけに（正直な方だわ……！）と、ミラベルの中でまたガストンの株が上がった。

「今回も、その、見合い相手はどうせこないだろうと思っていて、訓練の合間に抜け出してきたのだ。そのせいでこんな格好で……重ねてお詫び申し上げる」

　おまけに頭まで下げられて、ミラベルは（正直な上に誠実な方……！）とさらにときめいてしまった。

「お仕事は大切ですもの。わたし自身、軍門一族の娘ですから、騎士服のほうが見慣れていて緊張せずに済みますわ。さ、どうぞ座ってください」

　向かいの席を示して、ミラベルはにっこり笑う。ガストンはぎくしゃくとした動きでしゃれた椅子に腰かけた。

　戦っているときは舞でも踊っているようだっただけに、そのギャップにまたくらっとさせられてしまう。

（いけないわ、きちんと淑女らしい笑みを浮かべなければ。気をつけないと、すぐに口がにやけてしまう……！）

　恐るべき恋の力というやつだ。恋……そう、恋！

（ああ、これが恋心というものなのね。本当に、目に映るすべてが輝いて見える……その中でもガストン様はひときわ大きな輝きを放っているわ）

　火傷の痕を含めた強面も、信じられないほど太い首も、パットでも入れているのではないかと思えるような肩も、胸も、二の腕も！　すべてが神々しくてたまらない。

　しかしときめきが止まらないミラベルに対し、ガストンは浮かない顔だ。

　彼はふぅっと息を吐き出してから、意を決した様子でじっとこちらを見つめてきた。

　その眼光はあまりに鋭すぎて、今にも飛びかかってきそうな迫力をひしひしと感じる。

　ミラベルは恐怖ではなく、興奮でぞくぞくしてしまった。

「……この見合いはわたしではなく、わたしの養父が勝手に言い出したことでして、わたし自身は特に結婚の必要性を感じていないのです。なので、あなたも断りたいと思ったら、この場で断っていただいて結構ですので──」

「いいえ、結婚したいです」

　ミラベルは思わずかぶせるように即答した。

　一方のガストンは「はい、やはり断る方向で……」と神妙な面持ちでいたが、ミラベルの言葉を思い返したのだろう、「えっ？」と驚いた様子で顔を上げた。

「ですから、結婚したいです。隊長様がおいやでなければ、わたしはあなたと結婚して、夫婦になりたいですわ」

　ミラベルは再度はっきり告げる。

　言葉にすることでより「この方と結婚したい！」という思いが高まって、彼女の青い瞳は水面のようにきらきらと、その輝きを増していった。

　一方のガストンはぽかんとした面持ちで目を見開く。

「……ふうふ……」

　まるでその単語を生まれてはじめて知ったという表情だ。

　間抜けな顔だが、そうすると怖さがなりを潜めて、とてつもなく可愛らしい。

「おいやでしょうか？　それに……結婚の必要性がないとお考えなのは、ご自身が養子であるゆえに、跡継ぎのことでなにかしらの問題があるからなのですか？」

　その手のことは結婚前にはっきりさせておくべきな気がして、ミラベルはあえて突っ込んだ問いかけをした。

「い、いえ、そういうわけでもなく……。むしろ、跡継ぎはおまえが用意しろと、養父には言われておりますが」

「まぁ、そうでしたか。では結婚するのに問題はありませんわね」

「いや、しかし……その、たいていの女性はわたしを見るとひどく怖がって、なんなら卒倒するので、そんな相手と結婚はあなたがいやではないかと……」

「そんなことはございません！」

　ミラベルはきっぱり否定した。

「先日、騎士団の鍛錬場でガストン様が剣と槍を振るうところを拝見しましたの。恐ろしく強くて、美しくて、素敵で……わたし、すぐに心がわしづかみにされてしまいましたわ……！」

「美しくて、素敵……？　鍛錬している姿が？」

　ガストンが驚きととまどいで目をまたたかせる。ミラベルは「ええ」と勢い込んでうなずいた。

「ですから、わたしはみずから望んでこの場にやってきたのです。あなた様の花嫁になりたくて。ガストン様、どうかわたしと結婚してください！」

「え、えっ……？」

「団長様のお望みなら、跡継ぎもしっかり産み育てますので！　あ、でも」

　改めてガストンの大柄な身体を見やって、ミラベルはぎゅっと眉を寄せた。

「こうして近くにおりますと……やはり体格差はいかんともしがたいものに思えますね」

　ミラベルの一方的な言葉の数々に呆然としていたガストンは、ハッとした様子で目をまたたかせた。

「あ、ああ、確かに、そうですね……。あなたはあまりに小さい……」

　言いながらミラベルを上から下まで眺めたガストンは、思いがけずぼっと頬を赤らめる。

　口元を押さえて目をそらす仕草から、彼が恥ずかしがっていることが伝わってきて、ミラベルはますますキュンとしてしまった。

　ガストンはそろそろと手を放すと、神妙な面持ちで告げてくる。

「……やはり、わたしのような無骨者との結婚は、あなたにはいろいろと……その、負担が大きいと思います。結婚したいとおっしゃってくださったのは、その……舞い上がるほど嬉しかったのですが……やはり、あなたの健康を思うと……」

　ミラベルはガタンと椅子を鳴らして立ち上がる。そして満面の笑みでガストンの手を取った。

「わたしの健康を心配してくださるのですか？　嬉しい……！　やはりガストン様は誠実で素敵な紳士だわ。そんなところがとても好きです！」

「すっ……！」

　ガストンはそれこそボンッと音が出そうなほど、瞬時に顔を真っ赤にした。

「しゅ……しゅしゅしゅ淑女が、そのっ、き、気安く好きだと口にしてはいけない……！」

「確かにそうかもしれませんが……旦那様となる方が相手なら、むしろたくさん口にするべきだと思いますわ」

「だっ！　だだ、だんなさま……!?」

　驚きのせいか、ガストンは耳や首筋まで真っ赤にしてしまった。

「ただ、ガストン様のおっしゃる通り、今のままのわたしでは、とても跡継ぎを生むためのあれこれができないと思います……」

　ミラベルは一転して真面目な顔でつぶやく。

　その豹変ぶりに驚きながらも、ガストンはこくこくとうなずいていた。

「そ、それは、本当に、残念なことではあるが──」

「──ですが！　わたしは騎士の家に生まれた娘として、障害は努力と鍛錬で克服すべしと幼い頃から叩き込まれてきました。よって、あなたとの跡継ぎを作る行為も、鍛錬によって乗り越えられると信じています！」

「へ……？」

　ミラベルは再びガストンの手を取り、その凶悪な顔にぐいっと自分の顔を近づけて懇願した。

　そうやって前屈みになると二人の視線の高さは同じになる。自分のかがんだ体勢とガストンの座高が同じとは……！

（やっぱり、このいかんともしがたい体格差は、鍛錬によって乗り越えるべきものよ！）

　それをますます確信して、ミラベルは拳を握りながら懇願した。

「そういうわけで、さっそく今日の夜から！　わたしに閨の訓練をつけていただけないでしょうか？」

「……へっ……？」

「初夜にしっかり本懐を遂げられるように、それまでの日々、ぜひともわたしを寝台の上で鍛えてくださいませ！」

　大真面目な顔で懇願するミラベルに、かわいそうなほど赤くなったガストンが目を白黒させる。

　やがて彼は「え、え、えぇぇええ……!?」と困惑に満ちた悲鳴を上げて、しばらくのあいだ、ウンともスンとも言えなくなってしまった。







第二章 閨の鍛錬








　ガストン・オーガンディルは、もとは浮浪者がうろつく路地裏出身の孤児だ。

　物心ついたときにはすでに残飯をあさっていたから、いつ親に捨てられたかは定かではない。路地裏には同じような子供がひしめいていたので、自分の境遇が特に悪いものとも思っていなかった。

　ただ彼は幼い頃から、とにかく体格に恵まれていた。同世代はもちろん、五歳上の子供から追突されてもびくともしない身体は、仕事を得るにはもってこいだった。

　地頭も悪くなかったようで、ある大工の親方に拾われてからは、読み書き計算に加え、大工仕事を教えてもらった。力仕事をこなすうちに身体はさらに大きくなり、十二歳を迎える頃には、大人顔負けの姿になっていた。

『おまえには見込みがあるぞ、ガストン！　大工で終わるのはもったいない。兵隊に志願してみたらどうだ？』

　面倒見のいい親方はそう言って、ガストンに大工以外になる道も示してくれた。

　兵隊か、悪くないかもしれないな……。そう思いながらも、拾ってくれた親方に義理を感じて大工仕事を続けていたが、ある日、貴族の屋敷が火事で燃えている現場に通りかかったことで、彼の運命は大きく変わった。

『中にまだお嬢様がいらっしゃるんだ！　誰か助けてくれー！』

　全身が煤まみれになった年寄り執事が、道行く人々に涙ながらに懇願していた。

　火はもう屋敷の一階部分を呑み込んで、三階にいるという令嬢を助けに行くことが難しい状況だったのだ。

　しかしガストンは大工仕事でつちかった身軽さを武器に、外壁に飛びつき、猿のように三階まで登っていった。

　近くの窓を壊して入り込んだところは火が回っていて、燃えている梁が落ちてきたことで顔を火傷してしまう。

　だが彼はめげることなく、かすかに聞こえる泣き声を頼りに令嬢を探して走り回った。

　幸い、令嬢は火も煙もまださほどではない廊下の隅でへたり込んでいた。

　ガストンは泣きわめく彼女をむんずと掴むと、手近な窓から地上へ飛び降りる。

　すんでの所で窮地を脱したとき、火事の知らせを聞いた家主、騎士団長オーガンディル侯爵が大あわてで駆けつけてきた。

　彼は娘の無事を泣いて喜んだが、ガストンが顔に火傷を負っていると見るや、すぐに医者を呼びつける。

　ただちに診察してもらえたことで、火傷の痕こそ残ってしまったものの、深刻な後遺症を得ることはなかったのは幸いであった。

　そして、騎士団長はガストンがまだ十二歳である上、外壁を登って娘を助けたということを聞いて、すぐに彼を騎士団へ誘ったのだ。

『その年齢でその体格！　その身軽さと思い切りのよさは稀少な才能だ！　君、わたしのところで騎士の修業を積まないか？　わたしが責任を持って君の面倒を見るから！』

　騎士団長の熱意に押されると同時に、話を聞いた大工の親方からも『ほら！　おれの言った通り、おまえは軍人が向いているんだよ！』と背中を押されたこともあり、ガストンはその日からオーガンディル団長のもとで生活をはじめた。

　それどころか半年後には団長の養子にまでなっていた。

『本当は養子じゃなくて、うちの娘と結婚して婿養子になってくれたらよかったんだがなぁ』

　と団長は言ったが、当の令嬢が『ガストンは顔が怖いからやだあああ！』と大泣きしたため、それは叶わなかった。

　いずれにせよ……命がけで助けた相手に『顔が怖い』と言われるのはショックでしかない。裏路地の仲間や大工たちのあいだでは『強面』程度で済んでいた自分の顔は、火傷を負ったこともあり、令嬢にとっては恐ろしいものになったのかと、当時はかなり落ち込んだ。

　おまけに騎士としての修業をはじめ、大工をした頃よりはるかに動き、はるかに食べるようになったら、身長も肩幅もなにもかも伸び、太くなった。

　気づけば一般の男性と比べても頭一つぶん背が伸びており、たまに貴族の女性たちと会えば、言葉にこそしないものの「怖っ……」という顔で避けられるのだ。ショックが重なったのは言うまでもない。

　二十歳を過ぎた頃から、養父である団長に『わしはおまえにこの家を継がせるつもりだ。由緒正しい家の令嬢を娶って、早いところ次の跡継ぎを見せてくれ』と言われてきたが……。

（育ちのいい女性は大概、おれを視界に入れるだけで怖がるか避けるか逃げるか、悪ければ失神するかだ）

　養父が用意してくれた見合いもことごとく玉砕してきたので、ガストンはもう自身の結婚に希望を持てなくなった。

　団長には申し訳ないが、自分の次の跡継ぎは団長の娘が産んだ子にしてもらおうと、二十七歳にしてすっかり自身の幸せをあきらめたのだ。




　それなのに──。

「あのミラベルという伯爵令嬢はなんなんだ？　おれのことをきらうどころか、す、すすすっ、好きだと言ってきたぞ！　青天の霹靂──というより、もはや天変地異の前触れと言ってもおかしくないほど、あり得ないことではないのか!?」

　広々としたオーガンディル侯爵家の玄関ホールで、ガストンはうわーんと吠えていた。

　かたわらでそれを聞く、ガストンと同世代の執事グレルは「まぁ、世の中いろんな人間がいますからね」と至極冷静に応じた。

「どの世界、どの分野においても物好きと呼ばれる人間は存在するものです。とはいえ貴族の令嬢で、あなたに惚れるような奇特な方がいらっしゃったとは……。おまけに彼女のほうから、あなたと結婚したいとおっしゃったわけでしょう？」

　本当ですか？　と失礼にも確認してくる執事に「たぶん……」とガストンは自信なさげに答えた。

「おれ自身、あれは夢だったんじゃないかと疑っているんだ。あんな可憐で、人形のように可愛らしかった令嬢がおれに惚れるなど……！」

　言いながら、ガストンはカフェで出会ったミラベル・クインシティ嬢の姿を思い出した。

　ラベンダー色のドレスを可愛らしく着こなし、大きな瞳をまっすぐこちらに向けて、笑顔で話していたミラベル嬢……。鬼神か悪鬼かと称えられることもある自分を、あのようにまっすぐ見つめてくるというだけで、すでに規格外すぎた。

　おかげでガストンは緊張とときめきに見舞われ、言葉につっかえまくってしまい、まともな返事もできていなかったように思える。

　おまけに彼女は……。

『先日、騎士団の鍛錬場でガストン様が剣と槍を振るうところを拝見しましたの。恐ろしく強くて、美しくて、素敵で……わたし、すぐに心がわしづかみにされてしまいましたわ……！』

「……っ！」

　そのせりふを口にしたときのミラベルのきらきらした表情を思い出し、ガストンは危うく鼻血を噴いて倒れそうになってしまった。

「鼻を押さえながら、なにを悶絶していらっしゃるんですか、ガストン様」

「いや、ちょっとミラベルのことを思い出して……っ」

　執事グレルは「はぁ～……」とため息をついて見せた。

「まぁ、女っ気皆無のあなたに、そういう令嬢が現れたことは喜ばしいですけどね」

「あ、ああ、まったく、そうなのだが……問題はその彼女が、おれに『閨の鍛錬をつけてくれ』と言ってきたことなんだ」

「──は？」

　グレルは思い切り眉をひそめて聞き返した。

「なんですって？　閨の鍛錬？」

「ああ、今夜からでも鍛錬をつけて欲しいと。うちにくるということを言っていたような記憶が……」

「──なぜそれを真っ先に言わないのですか！」

　グレルはため息どころか「チッ！」と舌打ちまで響かせて、大きく手を叩いてメイドを呼び寄せた。

「すぐに部屋を整えてください。旦那様の私室の隣──奥様となる方のためのお部屋をです」

「承知しました」

「んな！」

　素直に頭を下げるメイドたちに対し、ガストンはぎょっと目を見開いた。

「お、奥方の部屋をミラベルに使わせるのか!?」

「だって閨の鍛錬に訪れるのでしょう？　ほかの部屋を提供してどうするんですか」

　ズバッと正論で切り替えされてぐぅの音も出ない。

「いやしかし、相手は未婚の令嬢で……っ」

「あなたと結婚を願っているご令嬢でしょう？　おまけに団長が見合いを持っていき、彼女の兄上が引き受けた縁で知り合ったのだから、もう婚約者も同然ではありませんか」

「こ、こここっ、婚約者……っ！」

（あの可憐な令嬢が……おれの婚約者!?）

　ミラベルと自分が隣り合って並ぶ図を想像したガストンは、ぼんっと音が出るほど真っ赤になった。

「はぁ、思春期の男子みたいな反応して……。あなた、もう二十七歳なんですからね。結婚どころか子供の一人や二人、いてもおかしくない年齢であることを自覚してください」

「お、おれとミラベルの子……！　子供……!?」

「あんたの子供とは言ってませんよ。はぁ、まったく」

　いらつきのせいかグレルの言葉遣いがだんだん荒くなっていくが、衝撃に目を白黒させるガストンに、そんなことにかまっていられる余裕はない。

　自分とミラベルのあいだに可愛い子供がいることを想像して、頭の中まで沸騰しそうになってしまった。

「絶対にミラベルに似た子供がいい……！　男だろうと女だろうと……！　彼女に似れば天使のように可愛らしく美しくすばらしい子に育つに違いない……！」

「妄想するのは勝手ですが、問題はその子供を作る過程でしょう。どうするんですか？　閨の鍛錬をつけてくれ、なんて言われて」

「うっ！」

　痛いところを突かれて、ガストンは胸元を押さえて前屈みになった。

「……そうだ……問題はそこだ。おれにはとても閨の訓練なんてできやしない！」

「なにせ童貞ですもんね。二十七歳にもなって経験の一つもないなんて……」

「うわあああ、言うなあああああああ！」

　ガストンは一転して泣きそうになりながら叫んだ。

　──そう、彼は生まれてこの方、女性とふれあったことが皆無なのである。

　団長の娘に『顔が怖い』と言われて以降、自分の容姿にいっさいの自信がなくなってしまったのが主な原因だ。

　顔だけならまだよかったが、いかんせんこの体格だ。女性どころか同性……さらには同職の騎士にすら怖がられているのを、彼はしっかり理解していた。

　そして怖がられるほどに、内面がナイーブな彼はどんどん自信をなくしてしまい……今や仕事以外でひとと関わるのを恐ろしいと思うほどになってしまったのである。

　騎士として鍛錬をつけているときはいいのだ。ガストンが恐ろしく巨大であるほど、部下たちは『しっかり鍛錬を積まないと死ぬ！』という危機感のもと、騎士としての修練に励んでくれる。

　貴族出身者が多い第一隊や第二隊は、第三隊をごろつきの集まりと公然と揶揄するものだが、ガストンが出て行けばそういった声はたちまちしぼむし、牽制にもなれる。舐めてくる相手に対し、この見た目は大きな武器となるわけだ。

　しかし！　自分が騎士として守るべき人々……老若男女関わらず、剣を持たぬ弱い者に対しては、この見た目はただの脅威にしか映らない。

　決して怖がらせたいわけではないのに、女性たちに露骨に避けられ、子供たちに泣かれる体験をくり返してきたため……ガストンは単純な人付き合いに、かなりの恐怖と緊張を覚えるようになってしまったのだ。

　おかげで年頃になっても女性と付き合うどころか、話すことすらままならない日々……。

　せめて童貞だけでも捨ててきたらどうだと先輩騎士に誘われ、娼館に行ったこともあるが……その道のプロの女性であっても、やはりガストンの相手は危機感を覚えるものらしい。

　すげなく断られて、ただでさえ繊細なハートが、ガラスのごとくパリーンと割れていくばかりだった。おかげで娼館に近寄ることすら今なおできないほどである。

（そんなおれが……令嬢相手に……閨の鍛錬などできるはずがない……！）

　ガストンはこれ以上ない絶望を感じて、ずーんと沈み込んでしまった。

「しかし、娼婦すらいやがるガストン様と、閨のあれこれを鍛錬したいとは。聞けば聞くほど勇ましいお嬢様のようですね」

「うむ……見た目は恐ろしく可憐なのに……」

　いや、だが……ガストンに対して物怖じせず、はきはきと話す姿は可憐というより、非常にしっかりした感じだった。

　みずから結婚したいと言い出すことといい、ガストンのところに世話になると宣言したことといい、勇ましいという表現はあながち間違いではないかもしれない。

「とはいえ、合理的でとてもよいと思いますよ。できる限り鍛錬を積んで、初夜に備えたいというのは。ガストン様がその手のことに慣れているならまだしも、まったく経験のない状態で初夜を迎えたところで、悲惨な結末を迎える未来しか見えてきませんもんね」

「うっ！」

　遠慮容赦ない執事の指摘にガストンは痛む胸を押さえる。

「どうすればいい……。おれは彼女を傷つけたくはないんだ。なにせ……」

　こんな自分を……しかも騎士隊長として部下をしごきまくる自分を見て、惚れたと言ってくれたのだ、あの令嬢は。

　それだけでもとても嬉しかったのに、おまけに結婚したい、初夜に備えて鍛錬したいとまで言ってくれて……。

（なんて……なんて健気なんだ……！）

　ガラスのハートがぽっぽっと温まって、感謝と感激と感動の嵐が吹き荒れる。たちまち頬を染めてぽーっとなった主人に、執事は「チッ」とまたまた舌打ちした。

「さんざん落ち込んだ次は恋わずらいですか。ハートはガラスでも頭は鶏かなにかのように思えてきますね」

「んなっ！　こっ、こここ恋わずらいなど！　そんな！　馬鹿な！　恋なんて……ああああああああ！」

　恥ずかしさのあまり沸騰したヤカンのようにピーッとわめいたガストンは「ちょ、ちょちょちょっと鍛錬場に行って走り回ってくる！」と叫んで、屋敷の裏手へ逃げてしまった。

「恥ずかしさで熱が上がるとか、赤ん坊か」

　グレルがぼそっと突っ込んだとき、馬車が入ってくる物音が聞こえてきた。

　ほどなく玄関のノッカーが打ち鳴らされる音が響く。グレルは良家の執事らしく澄ました面持ちで、扉を開けに向かった。

「──はい、どちら様でしょうか？」

　扉を開けた先に待っていたのは、訪問用のドレスに身を包み、花が付いた帽子の下からうきうきと輝く目を向ける、可愛らしい令嬢だった。

「こんにちは。わたし、ミラベル・クインシティと申します。本日よりお世話になることをガストン様にお伝えしたのですが、入ってもよろしいでしょうか？」

　グレルは即座に時間を確認する。

　ガストンが見合いから戻ってきて、まだ三十分しか経過していない。この令嬢が家に帰ったのも、おそらく同じくらいの時間であろう。それなのにもう泊まり支度を整えてやってくるとは……。

　彼女の足下に置かれたトランクを見て、グレルは心から感心した。どうやら彼女はガストンの妄想でもなんでもなく、本当に閨の鍛錬をしにこちらにやってきたらしい。

（この勇気ある可愛らしいご令嬢を逃がしてはいけない）

　そうでなければ、ガストンは一生結婚などできやしないだろう。

　執事の本能としてそう思いながら、グレルは表情はいっさい変えずに、ミラベルを玄関ホールへ通したのであった。







　その少し前。見合い会場であるカフェから大急ぎで屋敷に戻ったミラベルは、トランクを引っぱり出しさっさと荷造りを終えた。

　そしてくつろいでいた兄嫁に「じゃあ今からガストン様のところへ行ってきます」と宣言する。

　兄嫁シンディーは紅茶を噴き出す勢いで驚き「どういう意味なの？　説明しなさい！」と至極もっともなことを口にした。

　ミラベルがことの経緯を話し終えた頃には、驚きやら怒りやらを通り越し、本気であきれた顔になっていたが。

「ミラベルって普段はおっとりのんびりしているくせに、一度こうと決めたら途端に猪突猛進になるのね……。というか、あなたが前に言っていた『鍛錬』ってそういう意味だったの？　さすがに予想できなかったわ」

　頭を抱える兄嫁に対し、ミラベルは頬に手を当て、うっとりとため息をつく。

「ガストン様は思った通り、とても紳士的ですばらしい方だったわ。あの方となら、しっかり鍛錬さえこなせれば、体格差もあそこの大きさも、なにもかも乗り越えられると思うの！」

　きらきらした瞳で拳を握る義妹に、シンディーは「はぁ……」と肩を落とした。

「……ま、確かに。なんの予習もなく、いきなり嫁ぐのも大変だしね。昨今は結婚を約束している間柄での婚前交渉なら、そう珍しくもない世の中だし」

「理解が早くて助かるわ、お義姉様」

「でもね、だからこそ、あなたたちの婚約をなるべく早く周知させる必要があるわ。そうでないと、未婚の娘が騎士の家にみずから傷物になりに行ったと言われかねないもの。そんなことになったら亡きお義父様とお義母様も大いに悲しむわ」

　それは確かに……ミラベルは神妙な面持ちでうなずいた。

「とにかく、見合いが上手くいったのなら、すぐにガストン様の養父である騎士団長様にご連絡しましょう。それはわたしがやっておくから心配しないで。もともと見合い話を持ってきたのは向こうだから、話がまとまったのなら喜んで協力してくれるはず」

　考えをまとめるためか、一人がけの椅子から立ち上がったシンディーはこめかみのあたりをトントンしながら居間を歩き回る。

　ミラベルもうんうんとうなずいた。

「では、そちらはよろしくお願いします、お義姉様」

「閨の鍛錬というはしたない実態は、さすがに周囲には話しちゃ駄目よ。それに向こうに滞在中は、ガストン隊長はもちろん使用人たちにも迷惑をかけないこと。あなた自身はもちろん、ガストン隊長の名誉を損ねるようなこともしないこと。いいわね？」

「はい、お義姉様」

「ああ、そうとなると忙しくなるわ。誰か、すぐにカールに連絡して」

　シンディーはメイドを呼びつけると、あわただしくあれやこれやと指示を飛ばしていく。

　忙しさのおかげで、肝心のミラベルのことは見えなくなったようだ。

　となれば、自分はもうここにいなくても大丈夫だろう。

　そう考えたミラベルはこっそり伯爵家を出発して、ガストンの屋敷へと向かったのであった。







　取り次ぎに出た執事はガストンからミラベルのことを聞いていたようで、彼女を丁重にもてなしてくれた。

　部屋の準備が整うまで応接間で待っていて欲しいと言われたが、そう長い時間待つことはなく、滞在することになる部屋へ案内された。

「ガストン様の隣のお部屋になります。どうぞ」

　通されたのは明るい壁紙とおしゃれな家具が配置された、女性らしい部屋だった。

「当主の奥方の私室になります。いずれガストン様とご結婚なさるミラベル様には、ぜひこちらを使っていただければと」

「まぁ、結婚前なのによろしいのですか？」

「無論です。家具や小物など、必要なものがあればすぐに手配いたしますので」

「いいえ、充分です」

　奥方の部屋に通されただけでも感激なのだ。ガストンが自分と結婚するつもりでいることがはっきりわかって、ミラベルは嬉しさに頬をバラ色に染めてしまった。

「ところでガストン様はご在宅ですか？」

「ええ、それが……つい先ほど、鍛錬場に行くと宣言して出て行ってしまわれて」

「そうでしたか。お見合いにもお仕事を抜け出していらしていたようですし、きっとお忙しいのでしょうね」

　頭ではそう理解できても、やはり会えないとわかるとがっかりしてしまう。

　だがそれを顔に出すのははしたないことなので、ミラベルは努めて笑顔を作った。

「ガストン様の養父である騎士団長様にもご挨拶したいのですが」

「大旦那様も本日は騎士団の仕事です。宿舎にお泊まりになることも多いので、今日もお帰りになるかどうか……。一応お嬢様が滞在されることは知らせておきますので」

「よろしくお願いしますね」

「ひとまず、お茶を淹れますので、おくつろぎください。メイドを呼んでまいります」

　執事グレルはミラベルに椅子を勧めると、香り高い紅茶を淹れてくれた。

　温かな紅茶を口に含むと、さみしさや緊張も落ち着いてくる。

　ミラベルより少し年上のメイドがやってきたときには、彼女はもう淑女らしい落ち着きを取り戻していた。

「ナナと申します。滞在中のお嬢様のお世話をさせていただきます」

「ありがとう、ナナ。わたしはミラベルです。気兼ねなく名前で呼んでね」

「かしこまりました、ミラベル様」

　その後、ナナは私室をはじめ屋敷の主だった部屋を案内してくれた。

　夕食の時間には大食堂へ案内され、料理長の心づくしのメニューを堪能する。

　パンにつけるために用意されたテリーヌと、メインの子羊のローストが特に美味しくて、ミラベルは挨拶に訪れた料理長に笑顔でそれを伝えた。

　すると、料理長は帽子を手に感極まった面持ちになる。

「まぁ、料理長、どうかして？」

「い、いえ……！　ガストン様は質よりも量という感じで、とにかく山盛りのかたまり肉や、そのままの果物などを所望なさるので……料理人としての繊細な腕を振るう機会が少なく……！　お嬢様にそう言っていただけて、まだまだ自分は料理人として生きていけると実感できました。それが嬉しかったのです！」

　感動する料理長に対し、ミラベルはガストンの食欲にこそときめきを覚えてしまった。

「まぁ！　山盛りのかたまり肉や果物をそのままなんて、野性味を感じられてとても素敵だわ……！　料理長、ガストン様にはぜひそのままのお食事を提供してくださいね。あなたの繊細な料理の腕はわたしの食事で振るってください！」

「そうさせていただきます！」

　そうして食後の紅茶もしっかり楽しんだミラベルは、私室に戻りバスソルトを入れた湯船で身体を清めた。

「お嬢様はガストン様との閨のあれこれのために、こちらにお入りになったと聞いております。このバスソルトはお肌をつるつるにするのはもちろん、ほんのり花の香りが漂うことで評判なのです。香りは特に、汗ばんだときに強くなりますので、閨を盛り上げるのにぴったりなのですわ……！」

　入浴を手伝ってくれるナナが輝かしい笑顔で請け合う。ミラベルもまた目をきらきらさせた。

「まぁ！　香りから気分を盛り上げる方法もあるのね。すごいわ、ナナ！　そこまで考えが及ばなかったもの」

「ふふふふっ、ガストン様とミラベルお嬢様の健やかなる未来のために、これからもどんどんこの手の知識を仕入れていきますわ。さぁ、すみずみまで磨き上げていきますよ！」

　磨き終わったあとは全身に香油を擦り込まれ、髪を丁寧に乾かされる。初夜もかくやという念の入れようだ。

　そうして支度が整った頃、執事グレルが部屋を訪れた。

「失礼いたします、ミラベル様。ガストン様がそろそろお帰りになると思いますので、ガストン様のお部屋にご案内いたします」

　ミラベルはうなずき、執事について奥の部屋へ歩いて行った。

「こちらが奥様用の寝室になります。病気のときなど気分が優れないときはこちらをお使いください」

　案内された寝室はこぢんまりしていて、寝台が置いてあるだけの仮の部屋という感じだった。

　その代わり、執事が「こちらにどうぞ」と案内した隣の部屋は、もっと大きな寝台が置かれた広々とした部屋になっていた。

「こちらが当主夫婦の主寝室になります。ガストン様は基本こちらでお休みになっております」

「まぁ、とても大きな寝台ですね……！」

　部屋の中央にどーんと置かれた天蓋付きの寝台は、見たことがないほど大きなものだった。

「ガストン様はあの体格ですので、市場に出回っているサイズだと絶対的にはみ出します。ゆえに、特注で作らせたものになります」

「なるほど」

「ガストン様の巨体を支えるために頑丈にできておりますので、上であれこれしてもそうそう壊れることはございません。そのあたりもどうぞご安心を」

　大真面目に言われて、さしものミラベルも「まっ、あれこれなんて」とポッと頬を染めてしまった。

　そのとき、ミラベルの部屋と反対方向から物音が聞こえてきた。グレルが動くより先に、ミラベルが入ってきたのと別の扉がガチャリと開く。

「グレルはいるか？　遅くなってすまない、そのまま仕事になってしまって。ミラベル嬢は──」

　息を切らして入ってきたのはガストンだ。身体が大きいせいでドア枠をくぐるように入ってくる。

　そして彼はグレルの隣にガウン姿のミラベルがいるのに気づいて、文字通り飛び上がってしまった。

「ミラベ……！」

　ガンッ！　と飛び上がる拍子に頭をドア枠にぶつけ、ガストンは声も出せぬまま悶絶する。ミラベルは「大丈夫ですか!?」とあわてて駆け寄った。

「だだだ大丈夫だが、ミ、ミラベル、どうしてそんな格好を──！」

　頭を押さえつつ目を白黒させる主人に対し、執事グレルが「チッ」と舌打ちを響かせる。

「そりゃあ、夜遅いからに決まっていますよ。もう夜の十時過ぎです。ガストン様もさっさと風呂に入って、騎士団の汚れを落としてきたらいかがですか？」

　辛辣な執事の言葉に、ガストンは「あ、あああ！　これは失礼した！　汗臭い格好で……！　すまない！」と、大あわてで踵を返し部屋を出て行く。

　あわてすぎて、今度は家具に足をぶつけているであろう痛そうな音が、ゴンッ！　ガンッ！　と響いてきた。

「落ち着きのない主人で申し訳ありません」

　グレルがやれやれという面持ちでミラベルに頭を下げてくる。

　ミラベルは「うふふ」と笑った。

「あなたが謝ることではないわ。それに、誰でも寝室に先客がいたら驚くものでしょう」

「お嬢様の寛大なお心に感謝いたします」

　一礼した執事は水差しを取ってくると言って寝室を出て行く。残されたミラベルはひとまず枕元のランプに明かりを点した。

（これから入浴なら、どんなに早くてもあと三十分くらいはお待ちしないといけないわね）

　いったん私室に戻って本でも持ってこようかしら、と思ったときだ。ガストンの私室に続く扉がバーンと開く。

「遅くなってすまない！」

　と、ゆったりとしたガウンを羽織ったガストン本人が飛び込んできた。

「ガストン様！　お速いですね」

「えっ!?　いや、これでもそうとう丁寧に洗ってきたほうだ。いつもは湯を被るだけだから……」

「──ガストン様の言う入浴は、一般人の言う行水とどっこいどっこいですから」

　水差しを手にしたグレルがぼそっと補足しながら戻ってきた。

「それでは、わたしはこれで。──鍛錬だかなんだかわかりませんが、お互いに初心者なのですから、まずはハグとかキスくらいから、はじめたほうがいいと思いますよ」

　では、と一礼して、執事は終始しれっとした顔で退室していった。

「……お互いに初心者？」

　首をかしげるミラベルに対し、ガストンが「ああああああの！」とあわてた様子で吠えた。

「その……あなたの申し出に驚くあまり、見合いの席で説明できなかったのだが……っ」

「はい」

「お、おれ……いや、わたしは……その……未経験なのだっ」

「えっ？」

　目を丸くするミラベルに対し、真っ赤になったガストンはうわーんと吠えた。

「じょ、女性経験がまったくないのだ！　だから閨の鍛錬と言われても、わたしには教えられるところがなんにもない……！」

　苦しそうに告白したガストンに対し、ミラベルは「まあ！」と大きな声を出してしまった。

「そうだったのですね！　ということは、わたしたちはお互いにお互いがはじめての相手になれるわけですね……！」

「えっ？」

　ガストンは虚を突かれた様子で目をまたたかせる。

　ミラベルは笑顔で彼の手をぎゅっと握った。

「嬉しいです。わたしがガストン様のはじめてになれるなんて……！　初夜だけでなく、二人で鍛錬を積んでいくこの時間も、とても素敵なものになりそうですね」

　心からそう告げるが、ガストンは意外なことを聞いたという面持ちで呆然と固まってしまう。ミラベルが「ガストン様？」と何度か呼びかけ、腕を揺さぶることで、ガストンはようやくハッと我に返った。

「あ──すまない。そんなふうに……言ってもらえるとは、思っていなくて」

「まぁ、どんなふうに言われると思ったのですか？」

「それは……その、二十七にもなって経験もないなど、逆に問題があるのではないか、とか……」

「問題があるのですか？　──はっ、もしかしてご病気かなにかで……？」

　ミラベルはあわててガストンの全身に目を走らせる。そのためガストンは「いや、見ての通り至って健康だ！」と吠えた。

「ただ、その……普通の男は、十代のうちには、少なくとも初体験は済ませているものだから……」

　ごにょごにょと口にするガストンに対し、ミラベルはコロコロと笑った。

「ほかの方とか、一般的には、なんて定義は関係ありませんわ。わたしは世間一般の男性ではなく、ガストン様が好きなんですもの。ご自身が恥と思われる部分を素直に告白なさったところも、とても好感が持てます。大好きです」

「ミ、ミラベル……」

　ガストンは、その小さな目をかすかに潤ませ、小刻みに震えはじめた。

「君は……あなたは、なんて尊いひとなんだ。わたしのような無骨者と結婚するなんて、逆に申し訳ないほどだが……」

「とんでもない！　わたしはガストン様と結婚したいと思って、こちらにまいったのです。そんなことを言われたら悲しいですわ」

「あああああ、すまない！　だがあなたがあまりにすばらしいひとで……本当に結婚相手がおれで、いや、わたしでいいのか……」

「いいに決まっていますわ。それにガストン様、無理に丁寧に言わなくても『おれ』でも『君』でもかまいません。そっちのほうが野性味があって素敵ですし……」

　ミラベルは頬に手を当て、思わずうっとりとほほ笑んでしまう。

「や、野性味？」

「──ええ！　自分でも知らなかったのですが、ガストン様に惚れてはっきりわかりました。わたし、荒々しいくらいの男性のほうが好みのようです。ガストン様の男らしいところを知るたびにドキドキしてたまりませんもの……！」

　今もミラベルの心臓はドキドキと甘い鼓動を打ちっぱなしで苦しいくらいだ。

　だがガストンのほうはときめきではなく痛みを覚えたらしい。いきなり心臓のあたりを掴んだと思ったら「ぐっ」とうめいて前のめりになった。

「ガストン様！　どうなさったのですか？」

「……いや、心臓があり得ないほどバクバク言っていたから、不整脈でも起こしたのかと……」

「まぁ！　大丈夫ですか？」

「大丈夫だ……そもそもこれはきっと不整脈などではなく……」

　一度大きな手で顔を覆ったガストンは、やがて耳まで真っ赤になった顔でミラベルに向き直った。

「……ミ、ミラベル・クインシティ嬢！」

「はい！」

「わ、わわわ……わたしと、け！　結婚！　していただけないだろうか！」

　プロポーズと言うより決闘を申し込むような声音と形相で、ガストンが叫んだ。

「あああ、あなたのっ、そのっ！　気高く美しい心意気に惚れた!!　ど、どうか、おれのような無骨者でもよければ！　けけけ結婚して欲しい!!」

　部屋中がビリビリと震えるような大声を全身で受け止めて、ミラベルはそれこそ心臓が口から飛び出すのではないかと思うほど、ドキーン！　と激しくときめいた。

「……はい！　もちろんでございます！　わたし、あなたの花嫁になりますわ！」

　喜びのあまり、ミラベルはぴょんと飛び跳ねるようにガストンに抱きつく。自分のお腹あたりにぎゅむっと抱きつかれたガストンは「うわあああ！」と悲鳴を上げていた。

「いや、違う！　違うぞ、勘違いしないでくれ！　決してあなたに抱きつかれたのがいやなのではなく！　少々驚いて……！」

「うふふっ。部下の方にどんな方向から攻撃されても、冷静に受け流して返り討ちにされていたガストン様を、こんなふうに驚かすことができるのはわたしだけですね」

　ミラベルはほとんど真上を見上げるようにして、ガストンにほほ笑みかける。

　それを見たガストンが、今度は下からアッパーでも受けたように大きくのけぞった。

「ガストン様！　今度はどういたしました？」

「い、いや、君が可愛すぎて危うく鼻血を噴きそうになって……っ」

　ガストンは鼻を押さえながらも、ジーンと感動の面持ちを浮かべていた。

「ミラベル……君は本当に……おれにはもったいないほどのひとだ」

「ガストン様も、わたしにはもったいないほど、素敵なひとですわ」

「そう言ってくれるのは君だけだ。ああ……」

　ガストンは涙目になりながら鼻をすすり、行き場を失っていた両腕をおずおずとミラベルの肩に乗せた。

「そ、その……抱きしめても？」

「もちろんです！　ぎゅっとしてくださいませ」

「む……だが加減を間違うと君の背骨を折ってしまいそうだ」

　ガストンは細心の注意を払いながら、ミラベルの背中をぎゅっと抱きしめた。

「おおっ……」

　そしてすぐにぱっと手を離して後ずさってしまう。

「ガストン様？」

「……す、すまない！　決して他意はなかったが！　その……抱きしめた途端に、き、君の、むむむむむねがっ」

「ああ」

　自身の胸元に目を落として、ミラベルはふぅっとため息をついた。

「大きすぎて身体に不釣り合いな胸でしょう？　見栄えが悪くて申し訳ないです」

「なにを言う！　抱きしめただけでとても柔らかくてふにっとしていて！　正直その柔らかさだけで、ちょっといろいろ危なかった……！」

「危なかった？」

　首をかしげたミラベルはふと彼の下半身に目をやる。

　すると、寝室に入ってきたときはなんの主張もしていなかったそこが、いつの間にかガウンの布地を押し上げるほどになっているではないか！

（男のひとのアレって、あんなふうになるものなの！）

　はじめて目にした衝撃的光景に、ミラベルは口元をぱっと手で覆ってしまった。

　おかげでガストンも自身の異変に気づいたらしく、また「うわああああ！」と悲鳴を上げていた。

「こ！　こここれは違うぞミラベル！　決して君を怖がらせるわけでは……！」

「ええ……ええ、わかります！　大丈夫ですっ！　わたしの胸の柔らかさを感じて、そうなってしまっただけですものね!?」

　ミラベルが目を爛々と輝かせて指摘すると、ガストンは「そうなんだが……改めて言われると恥ずかしすぎる……！」と頭を抱えた。

「うぅ、節操がなくて申し訳ない……っ」

「いえ！　ガストン様、節操がなくてよろしいんですよ。だって今日からわたしたち、閨の鍛錬をするのですから！　むしろそこがそういう状態にならないと、鍛錬もなにもないのでは!?」

　ミラベルが詰めよると、ガストンもハッ！　とそれに気づいた様子で目を見開いた。

「た、確かに……！　ミラベル、君は美しいだけでなくとても賢いな！」

「お褒めいただき光栄です。お互い無事に両思いになりましたし──」

「りょ、両思い!?」

「えっ？　違いましたか？　ガストン様もてっきりわたしを好きになってくださったから求婚されたのだと……」

　まさか違ったのかしら……？　とミラベルは急に不安になって眉尻を下げてしまう。

　迷子になった子犬のような愛らしい表情に、ガストンがまたのけぞって鼻を押さえていた。

「い、いや！　そうだ！　それで合っている！　君のすべてにおれは惚れた！」

「わたしもですわ！　ほら、両思い！」

　ミラベルはぱっと笑顔になって手を打ち合わせる。

「本当だ！」

　とガストンもうなずいた。

「そして結婚を約束したのですから！　閨の鍛錬をしても許される間柄になったわけです！」

「そ、それも確かに！」

「ですから寝台に移動しましょう！　わたし、ガストン様とふれあいたいです！」

「……っ!!　ミラベル……！」

　ガストンはいたく感動したのか、小さな目を潤ませて、ミラベルをぎゅっと抱きしめてきた。

「きゃっ！」

「あ、すまない！　これでは腕の力が強すぎるのか。これくらいなら……」

　背骨がきしむほどの強さから、しっかり抱きしめてもらっている程度の強さにガストンの腕が緩んで、ミラベルは「このくらいがちょうどいいです」とうなずいた。

「うぅ……やっぱり君の胸は柔らかい……っ」

「ガストン様のあそこは、その、硬いです……」

　さしものミラベルも恥ずかしくなって、頬を赤らめながらつぶやく。二人の身体のあいだではミラベルの乳房のみならず、ガストンの男根もしっかり密着していたのだ。

（それにとっても熱いわ……）

　男根から感じる熱さが、そのままガストンの情熱と愛情の強さのように感じられて、ミラベルはうっとりとほほ笑んでしまう。

　ガストンもどこかふわふわした面持ちながら、ミラベルの膝裏に手を入れ、彼女をひょいっと横向きに抱え上げた。

「まぁ！　とても高いわ」

　ガストンの首筋に腕を回しながら、ミラベルはくすくすほほ笑む。

　一方で、お姫様抱っこで寝台に連れて行かれることに多大なときめきを覚えて、身体が熱くなってくることに気づいた。

「ミラベル……」

　ガストンもわずかに頬を赤らめながら、寝台に降ろしたミラベルにおずおず顔を近づけてくる。

　ランプの明かりの中でも彼の瞳がまっすぐ自分を見つめているのがわかって、ミラベルの心臓はどきんっとまた音を立てて跳ねた。そっと目を伏せると、くちびるが優しく重なってくる。

　思った以上にふにっとして、柔らかい感触だった。ガストンも驚いたようで「なんと柔らかい……」とつぶやいて、またくちびるを重ねてくる。

「んっ……」

　心地よさに思わずため息のような声を漏らすと、ガストンがあわてて身をひいてきた。

「す、すまない、のしかかりすぎただろうか？」

「え？　いいえ、大丈夫、とても気持ちよくてついため息が漏れてしまいました」

　気持ちいい上にドキドキして、頬が自然と赤く火照ってしまう。年頃の乙女らしく、口づけとはどんなものかしらと想像することはあったが、まさかこんなに柔らかく、温かいものだとは思わなかった。

「気持ち……よくて」

「ええ。……ガストン様は、気持ちよくなかったですか？」

　ガストンはぽっぽっと赤くなりながら「いいや」と首を横に振った。

「とても柔らかくて……強くすると壊れてしまいそうで。なんだか、とても繊細なものにふれている気分だ」

「まぁ……！」

　訥々とした言葉の中にはミラベルへの気遣いがあふれていた。ミラベルは感動で胸を震わせる。

「今くらいのふれあいならなんの問題もありません。もっと強くしても大丈夫。わたし、こう見えて丈夫なんです。なにせ軍門一族の娘ですもの。だから、そんなに怖がらなくて平気です」

「ミラベル……」

「もっと、激しくふれていただいてかまいませんわ」

「しかし……そうは言っても、加減がわからなくて」

　しゅんとするガストンを前に、ミラベルは顎に手をやって知恵を絞った。

「──そうだわ。本当に無理だと思ったら、わたし、ガストン様のどこかを思い切りつねります」

「つねる？」

「ええ。わたしのつねる攻撃は意外と強いんです。騎士団勤めの兄が言っていたのだから間違いありませんわ。試してみます？」

「ああ、ぜひともお願いしたい」

　ガストンが真面目な顔で手を差し出してくる。

　どれほどの力量か見てもらいたかったので、ミラベルは「では本気でやります」と言って、彼のゴツゴツした手の甲を、思い切りつねった。

「──いっ!!」

　ガストンが全身をビキッとこわばらせて悶絶する。ミラベルの手が離れるやいなや自身の左手の甲を右手で押さえ、怖々と患部を見つめていた。

「ね？　強烈でしょう？」

　ミラベルはおっとりほほ笑んで見せる。

　ガストンは少々おののいた様子でうなずいた。

「……ああ、想像以上に痛かった。君のその細い腕と手のどこに、こんな力が……」

「うふふ。爪が伸びていたらさらに痛かったと思いますよ。短く摘んでいてよかったです」

　ミラベルはにっこりほほ笑む。ガストンはしばらく唖然としていたが、やがて感心したように目を輝かせはじめた。

「君は本当にすごいな、ミラベル。おとなしい淑女のような見た目をして、芯は通っているし、はっきりものを言うし、こんな隠し技まで持っていたとは」

「……きらいになりました？」

「逆だ！　もっと愛おしくなった」

　ガストンはきっぱり告げたが、自分の言葉に恥ずかしくなった様子で、また頬を赤らめた。

「す、すまない、大声出して。だが……このままだと、おれは本当に、君にどんどんのめり込んでしまいそうだ」

「わたしはもうガストン様に首ったけです！　同じくらい愛してくださったら、これ以上の喜びはありません」

「……同じくらい？　いや、たぶん違う」

　ガストンは真面目な面持ちで首を横に振った。

「おそらく、わたしのほうが君以上に、君を愛すると思うぞ」

（……まぁ！）

　大真面目で怖い顔から想像もできないほど、甘くまっすぐとしたせりふに、ミラベルは危うく卒倒しそうになった。

「ミラベル！　大丈夫か!?」

「大丈夫です……あまりにドキドキして気を失うところでした……。ガストン様ったら、不意打ちは卑怯ですわ」

　思わずくちびるを尖らせると、ガストンは困惑した様子でおろおろした。

「む？　ふ、不意打ちをした覚えはないが……」

　困った顔をするガストンも可愛い！　とにやつきそうになりながら、ミラベルは寝台の上で膝立ちになった。

「これだと、お互いの顔の高さが近くなって、キスもしやすいかと思います。ガストン様、いっぱいキスしてくださいませ」

「わ、わかった。その、無理だと思ったら遠慮なくつねってくれ。さっきよりもっと強い力で！」

「わかりましたわ。安心してください」

　ミラベルはしっかり請け合って、彼の太い首筋に腕を回す。

　ガストンも大きな手をミラベルの腰に回して、一度こくりと喉を鳴らしてから、再び彼女とくちびるを重ねた。

（ああ、やっぱり柔らかくて温かくて素敵……っ）

　ミラベルはうっとりと目を伏せ、ガストンのくちびるに酔いしれる。

　ガストンもミラベルの柔らかさを堪能するように、角度を変えて何度かくちびるを合わせ──不意に、彼女の下くちびるを軽く吸い上げた。

「んっ」

　ミラベルはぴくんっと肩を震わせる。

「す、すまない」

「いいえ、びっくりしただけで……もっとして欲しいです」

　至近距離でささやくと、ガストンはごくりと喉を鳴らして、再びミラベルの下くちびるに吸いついた。

「んんっ……」

　彼のくちびるで優しく食まれて、軽く吸い上げられると、なんだか頭の奥がふわふわしてきて気持ちいい。

　ガストンも同じように思ったのか、何度かついばむように口づけて──やがて舌先でぺろっとくちびるのあいだを舐めてきた。

「ひゃん」

　ミラベルはまたぴくっと震える。ガストンは一度動きを止めたが、ミラベルがいやがっているわけではないと見ると、再び舌先でミラベルのくちびるを刺激してきた。

「ん、ふ……」

　くすぐったさと、ぞくぞくするような興奮を感じ、ミラベルはとっさにくちびるを開いてしまう。

　その途端に、ガストンが肉厚の舌を滑り込ませてきた。

「ん……！」

　ぬるりとした熱さが歯列をたどってきて、ミラベルは頭の芯がジンと痺れるほどの気持ちよさを感じ、こくりと喉を鳴らす。

　物欲しげな音に聞こえたのだろうか。一度くちびるを離したガストンが、今度は強めにくちびるを重ねてきた。

「ふぅ……んんっ……！」

　彼の舌がミラベルの口腔を探ってくる。歯列の裏をなぞられると眉間がむずむずするような感覚に陥り、ミラベルは思わず逃げるようにのけぞった。

　だがガストンは彼女がのけぞったぶん覆いかぶさってきて、さらに舌をうごめかせてくる。

「ふあ……っ」

　やがて縮こまっていたミラベルの舌が探り当てられる。ミラベルがびくっとしながらも舌を差し出すと、彼は舌先をねっとりと擦り合わせてきた。

「ふぅ……んあ……」

　ミラベルも夢中になって、ガストンと舌を擦り合わせる。濡れた舌同士がふれあうたびにぴちゃぴちゃと水音が響いて、頭の中まで熱くなるほど恥ずかしくなってしまった。

（でも、すごく気持ちいいわ……っ）

　そのせいでミラベルも夢中になって、彼の舌先に舌をますます押しつけていく。

「ああ、ミラベル……」

　ガストンも感じ入ったようにため息をついて、ミラベルの腰から後頭部に大きな手を移動させる。彼の熱い指先で髪を掻きあげられ、地肌にふれられるのも、信じられないほど心地よかった。

「ガストンさま……もっと……」

　熱に浮かされた声音でつぶやけば、ガストンはわかっていると言わんばかりにくちびるを重ねてくる。唾液がどんどんあふれてきて、こまめに呑み込まないと口からこぼれてしまいそうだ。

「ん、ふあ……あぁ……っ」

　舌の裏をくすぐられると、身体の深いところがぞくぞくと熱くなる。

　同時に押しつけられていたガストンの男根が、さらに硬くなっていくのも感じられた。

　ミラベルは無意識に腰を揺らして、自身の熱い部分をガストンのそそり立つものに擦りつけようとする。

「くぅ……っ」

　すると、ガストンがあわてた様子で腰を引いた。

「ガストンさま？」

「すまない……っ。危うく出るところだった」

　ミラベルはぱちぱちと目をまたたかせる。

　彼の言う『出る』というのが、いわゆる吐精のことだと察せられて、ミラベルは「ああ」と手を打ち合わせた。

「すごく張り詰めていらっしゃいますもんね……」

　ガストンのそこはもう限界まで持ち上がって、ガウンの布地で隠しきれていない気がする。

　思わずじっと注視してしまうと、ガストンが「見るなっ」とあわてて前屈みになった。

「しゅ、淑女が見ていいものではない……っ」

「そうなのですか？　わたしは見たいのですが」

「えっ!?」

　仰天するガストンに対し、ミラベルは大真面目に言った。

「だって、それをわたしの中に最終的には入れることになるのでしょう？　どの程度の大きさ、太さ、長さであるのかをきちんと確認し、覚悟を決めてから、しっかり迎え入れたいのです。いけないことでしょうか？」

　淑女が大真面目に言う内容ではないかもしれないが、いかんせん二人の体格差を思えば論理的な主張ではある。

　少なくともガストンはそう思ったのだろう。しかし……だが……と渋りながらも、最終的にはうなずいた。

「確かに、ミラベルの身体に負担になることや、不安は減らしたほうがいい。だが……」

「だが？」

「……それならおれも、その、君のすべてを見たい。その！　行為をスムーズに行うためにもな、すみずみまで知っていないと難しいのではないかと思うのだ！」

　だから決して下心で言っているわけでは！　とガストンは真っ赤になりながら主張する。

　別に下心があってもいいのにと思いながら、ミラベルは「わかりましたわ」とほほ笑んだ。

「とにかく、ガストン様はもうガウンを脱いでしまってください。なんだか窮屈そうですもの」

「む、そ、そうだな」

　ガストンは目元を赤らめながらも、腰帯をほどいて、するりとガウンを脱いだ。

　露わになった剥き出しの肌に、ミラベルは性懲りもなく鼻血を噴きそうになるが……顔を出した男根には、ただただ目を奪われて、ぽかんと口を開けてしまった。

「まぁ、本当にとても大きい……！　お義姉様が言っていた通りだわ」

　男性のあそこの大きさは体格に比例する、と言っていた兄嫁は間違っていなかった。ほかのひとがどうか知らないが、ガストンのそれは、確かに大きく太い。

　わずかに反っている竿の部分はこまかい筋が入っているのに対し、亀頭部分はつるりとして、小さな孔があるのがまた不思議な感じだった。

　おまけにこうして見つめるあいだもピクピク震えている……それが彼の緊張と興奮の度合いを示しているようで、見ているミラベルのほうまでドキドキしてきてしまった。

「……そうまじまじ見ないでくれ！　恥ずかしいから！」

「あ、ごめんなさい。はじめてで、もの珍しくて。わ、わたしも、その、脱ぎますね」

　さすがに気恥ずかしさを感じて赤くなりながらも、ミラベルもガウンをしずしずと脱いだ。

　自分の男根を見るなという割に、ガストンはミラベルの乳房をしっかり目に焼きつけていた。

　あまりに強烈な視線に肌が焼けるように熱くなって、寒い日に裸になったときのように、乳首が勝手に勃っていってしまう。

　その変化にも、ガストンはごくりと唾を呑んで見入っていた。

「た、確かに、普段しまっているところをじっと見られるのは恥ずかしいですね」

　ミラベルは照れながら両足を閉じ、腕を交差させて胸元を隠す。

　しかしガストンがすばやくミラベルの手を押さえて、再び胸を露わにした。

「あ……」

「すまない、だが、もっと見たい。……駄目だろうか？」

　熱いまなざしで懇願されて、ミラベルは恥ずかしさと興奮で、身体がよりかーっと熱くなるのを感じた。

「いいえ。駄目じゃ、ないです……」

　ガストンは律儀にも「ありがとう」と返し、それからゆっくりミラベルの身体を押し倒す。

　ぽすんっと仰向けになったミラベルに馬乗りになると、ガストンはまじまじと、それこそ食い入るようにミラベルの胸を見下ろした。

「すごい……なんて真っ白できれいなんだ……仰向けになっても形がまったく崩れないなんて……」

　おまけに考えていることを全部口から出されて、ミラベルは恥ずかしさにぼぼぼっと赤くなるばかりだ。

「ガストン様ったら……恥ずかしいです」

「恥じらうことがあるものか。本当に美しい」

　ガストンは大真面目に言いきり、そっとミラベルの乳房にふれた。

「んっ……」

「い、痛いか？」

「痛いどころか……くすぐったくて。もっとちゃんとさわって？」

　もどかしさのあまり、つい口から大胆なせりふが漏れた。

　おかげでガストンはわずかに息を呑むと、両手でしっかり胸にふれてきた。

「あ……っ」

　身長の割に大きな乳房はあまり好きになれなかったが、ガストンの大きな手に、この胸の大きさはちょうど収まりがよかったらしい。

　大きさと柔らかさを確かめるようにゆったり揉まれる。硬くなった乳首が彼の手のひらに擦られるのが気持ちよくて、つい「ああ……」と甘い声を漏らしてしまった。

「ここ、すっかり勃っているな……」

「んっ」

　おまけに乳首を指先でふにっと押されて、ミラベルはわずかに腰を浮かせる。

「気持ちいいのか……？」

「……あ、あっ……！　いいの……すごく……んんっ」

　両方の乳首を指先でかすかに擦られて、絶妙な加減と刺激に肌の内側がむずむずしてくる。

　掻きむしりたいような掻痒感のほかに、下腹の奥のところがどんどん熱くなるのも感じて、ミラベルは「はぁ……っ」と熱いため息を吐き出した。

　ガストンはガストンで「なんて柔らかいんだ……弾力がすごい……なのにここはコリコリして……」と乳房をいじるのに夢中になっている。

「は、あっ……ガストンさまぁ……っ」

　胸ばかりいじられて気がおかしくなりそうだ。募る快感から逃れようと、ミラベルは無意識に腰をよじる。

　そのせいでミラベルの秘所が、膝を立てていたガストンの太腿あたりに意図せず擦りつけられた。

「きゃん！」

「おうっ……！」

　敏感な部分を擦られて感じてしまったミラベルと、思いがけず湿った感触を得たガストンが同時に声を上げる。

「ミ、ミミミ、ミラベル、ま、まさかとは思うが今のは……」

　ミラベルは真っ赤になって思わず両手で顔を隠した。

「ご、ごめんなさい。わたしの、その……あそこが、ガストン様にふれてしまったようで」

「……っ！」

　ガストンは言葉にならないうめき声を発しながら、耳まで真っ赤になった。

「そ、そ、その……じょ、女性のそこは、その、感じると濡れると聞いていたが……っ」

「うぅ、恥ずかしいので皆まで聞かないでくださいぃぃ……！」

　まさか胸をいじられただけですっかり感じてしまい、女性の秘めた部分を濡らしていたなど、できれば秘密にしていたい。

　だがガストンは真っ赤になりつつも感動したようだ。

「お、おれの、こんな拙いさわり方でも感じてくれるなんて……。ミラベル、君はもはや女神かなにかではないか？」

（いやん、そんな大層なものではないのに！）

　だが真剣な顔で言われると悪い気はしなくて、ミラベルは恥ずかしさと嬉しさで「うふふふっ」とにやついてしまった。

「ガストン様だって……とっても素敵な騎士様です」

　火傷の痕が残る頬をなでながら心から告げると、ガストンは大きく目を見開いてくちびるを震わせた。

「そ、そんなことを言ってくれるのも君くらいだ……。ああ、ミラベル」

　なにやらひどく感極まった面持ちで、ガストンが身をかがめてくる。

　ミラベルも顎を上げて、彼の口づけを受け止めた。

「ふぅ……ん、んぅ……っ」

　ああ、やはり舌を擦りつけ合うのは、なんとも言えず気持ちいい。

「んあっ……」

　おまけに胸まで揉まれて、天にも昇りそうな心地だ。

（ガストン様、ああ、好き……）

　感情が高ぶるまま、ミラベルは両腕を上げて、彼の太い首筋に抱きついた。

（わあ、すごく太い首。それにじっとりと汗ばんでいるわ……！）

　腕の内側に感じるガストンの肌の硬さや、髪の毛のツンツンした感触も新鮮で、ミラベルは恥ずかしさと興奮でくらくらしてしまう。

　ガストンも同じだったようで、柔らかなミラベルの身体をもっと味わいたいとばかりに、彼女の細腰に腕を回して、自分の身体に彼女をぎゅっと引きつけた。

「んっ……！」

　すると、ちょうどミラベルの太腿に、ガストンの男根がぎゅっと押し当てられる。

　その硬さと熱さにびくっとなると、ガストンも「うっ！」と驚いた様子でくちびるを離してきた。

「あ、す、すまない、当たってしまって……！」

「あ、だめ……！」

　ミラベルはとっさにガストンの腰に片足を回して、離れていこうとする彼を捕まえた。

「くっ！　ミ、ミラベル……!?」

「ご、ごめんなさい、なんだか身体が動いてしまって──」

　ミラベル自身も自分のとっさの行動に驚いたが、ええいままよとばかりに、思い切って告げた。

「は、離れていっちゃ、いやです。もっと、もっとぎゅってして……！」

「うっ……！」

　ガストンはボディーブローでも喰らったように鳩尾あたりを押さえた。

「た、頼むから、そんな色っぽい顔と声で言わないでくれ……！　本当におれのアレが保たないから……！」

　確かに、ガストンがうめくあいだにも、ミラベルの太腿に押し当てられた肉棒はビクビクと大きく震えている。

　心臓の鼓動がそのまま移ってしまったような一物の動きに、ミラベルははしたなくもドキドキしてしまった。

（わたしの身体の奥まで、なんだか切なくなってくる……っ）

　ドキドキするのと比例して、下腹部の奥がうずうずと熱くなってくるのがもどかしい。

「ミラベル、足を外して……ちょっと待て、すべすべすぎる……！」

　ガストンがあわあわしながらミラベルの足を離そうとする。

　しかしミラベルの膝頭が思いのほか滑らかだったのに驚いた様子で、乳房にしたのと同じように膝を優しくなでてきた。

「あぁん……っ」

　思いがけず感じてしまって、ミラベルは甘い声を漏らす。とっさに逃げようと動いた瞬間、再びガストンの肉棒がミラベルに当たってきた。

　今度は太腿ではなく、じっとりと濡れはじめていたミラベルの秘所に、だ。

「ふあぁっ……」

「おあっ……！」

　これには二人同時に声を漏らしてしまう。

「う、く、なんという濡れ具合……っ」

「あ、あ、ガストン様のも熱いの……、ふあぁあん……！」

　肉棒が擦れた瞬間に、秘所からぬちゅぬちゅとした水音が立ち上る。

　ガストンはその濡れ具合に、ミラベルは肉棒の硬さと熱さに驚いて、気づけば二人とも腰を揺らして、互いの恥ずかしいところを擦り合わせはじめていた。

「あ、はぁんっ、いい……っ、ああ、これ、すごくいい、です……っ」

「くぅぅ……！　お、おれも、だ。うぅ……！」

　口をはくはくさせながらつぶやくミラベルに対し、ガストンは込み上げる欲望をこらえるようにきつく奥歯を噛みしめる。

　だが、こらえるのも本当に限界なのだろう。彼はミラベルの太腿をおもむろに掴んだ。

「す、すまないミラベル、君の太腿を貸してくれ……！」

「え？　なにを……あっ！」

　膝が胸につく状態まで足を持ち上げられ、さらには太腿を閉ざされる。

　なにが起こるのかとミラベルはひどく困惑したが──。

「あ、あっ、熱い……っ」

　閉じた太腿と秘所のあいだにできたわずかな隙間に、ガストンが自身の肉棒をねじ入れてくるのを感じて、ミラベルはたまらず甘い声を上げた。

「……すまない、ミラベル、おれにこらえ性がないばかりに……！」

「──ひゃあっ!?　あぁ、きゃっ、あぁあ……！」

　上半身を起こしたガストンがミラベルの腰をしっかり抱えながら、自身の腰を前後に動かしてくる。

「ひぃぃん……！」

　彼の肉竿が秘所と太腿のあいだを行き来すると、腰奥が蕩けるほどの熱い快感がふくらんで、ミラベルは白い喉を反らして喘いでしまった。

「あぁ、これっ、……すごくいいの……っ、あぁあん！」

　知らず大きな声が出てしまう。

　そして擦られて身体が熱くなるうちに、秘所の奥から感じている証がとろとろとあふれてきて……とろりとしたそれはガストンの男根に絡み、より動きを滑らかにしていく。

「あ、お、こ、これはよすぎる……！」

　ガストンも息を荒らげながらつぶやく。

　彼自身、ミラベルの柔らかな太腿でしごかれるのがたまらないのだろう。最初は気遣わしげだったのに、最後のほうはほとんど夢中になって腰を揺すっていた。

　彼の動きが大胆になるにつれ、ミラベルも声を抑えるができなくなって、思わず大きな声で喘いでしまう。

「ひゃぁ、あ、あう！　ふぁ……あぁ、ああ、ガストンさま……っ」

　下肢からグチュッグチュという水音も聞こえて、頭の中まで熱くなる。

　おまけになにかがあふれそうな感覚がしてきて……。

「ひ、ひぅ、あぁ、あぁあああ──……!!」

　こらえられなくなったミラベルは大きく背をのけぞらせて悲鳴を上げる。

　下腹部の奥に募りに募った快感がぶわっと広がって、頭の中が焼き切れそうなほどの気持ちよさに見舞われた。

「……はっ、はぁ……っ」

　手足をがくがく震わせながら、いきなり襲ってきたそれに、ミラベルはぼんやりと思いを巡らせる。

（も、もしかして、今のが……絶頂というもの？）

　快感が頂点に達すると、頭が真っ白になるほど気持ちいいのだと聞きかじったことがあったが……。

　だが、悠長に考えている暇はなかった。舌っ足らずな声音で呼んだせいか、ガストンもさらに激しく腰を揺すってくる。

　敏感になった秘所が擦れて、リラベルはまた「ひゃあぁあう！」と声を漏らした。

「う、く……！　ミラベル……！」

　そうしてガストンのほうも限界が訪れたのか、獣のうなり声のような声を上げて、彼は自身の欲望をびゅくっとまき散らした。

「きゃっ……！」

　男根の先端から飛び出した白濁は、勢い余ってミラベルの胸にまで飛んでくる。

　肌にかかったそれはとても熱く、ミラベルはたちまち真っ赤になった。

（こ、こんなものが身体の中で放たれたら……）

　もっと気持ちよくなって、本当に天国に行ってしまいそう……！

　ついついそうなることを想像して、ミラベルはかーっと頭の中まで真っ赤になる思いだ。

　一方のガストンははぁはぁと荒い息をついていたが、呆然とするミラベルに気づいてハッと息を呑んだ。

「……あ、あぁあ、すまない!!　気持ちよくなるまま、思い切り出してしまった……すまない!!」

　どうやら彼はミラベルの肌が自身の白濁で汚れてしまったのに、大いにあわてた様子だ。

「す、すぐきれいにしなければ……！　す、すまん！」

「きゃあっ！」

　すぐさまガバッと横向きに抱え上げられ、いやらしい想像にひたりかけていたミラベルはたちまち現実に引き戻された。

「ガストン様、どちらへ？」

「風呂だ！」

　ガストンは端的に答えて、自身の浴室にミラベルを連れ込んだ。

　浴槽の湯は残ったままで、明かりもつけっぱなしになっていた。そのためガストンはミラベルを抱きしめたままずんずん奥へ進んでいき、彼女を浴槽の脇に座らせてくれた。

「すぐにきれいにしてやるから、少し待ってくれ！」

　ガストンは意外とキビキビした動きで残り湯を汲み上げ、ミラベルの肌に優しくかけてくれた。

「ありがとうございます。……くしゅんっ」

「む？　冷えてしまったか？」

　ミラベルが一つくしゃみをしただけでおろおろと心配を見せたガストンは、浴室の隅に置かれた鍋から大きな石を取り出した。

　浴槽の湯が冷めた場合は熱い湯を継ぎ足すか、熱した大きめの石を浴槽に落として、その熱で湯を温め直すかの二択がほとんどだ。

　ただでさえ重たい石を扱うのはメイドには難しいので、たいていは足し湯を選ぶ。だがガストンは当たり前のように熱の残る石を火鉢で掴み、浴槽に一個二個と落としていった。

　てきぱきとした動きはもちろん、石を掴むたびに二の腕の筋肉がムキッとふくらむのに、ミラベルはうっとりと見入ってしまう。

（戦いのときと同じように動きに無駄がないのもすばらしいわ。それに世話焼きなところもあるのね……ああ、知れば知るほどガストン様が輝いて見えるわ……！）

　ミラベルは頬に手を当て、きらきらしたまなざしでガストンを見つめてしまった。

「──よし、湯が温かくなった。入るといい」

　湯が熱くなる代わりに、すっかり冷めた石を素手で取り上げ（その豪快さにミラベルはまた「素敵すぎる！」と内心で興奮していた）ガストンがミラベルを浴槽に促す。

「あの、せっかくですからガストン様も一緒に入りませんか？　たくさん汗をかいておいでですし」

「む……？　い、いいのか？」

「ええ。わたしにもガストン様の汗を流させてください」

　ガストンはボンッと熱した石のように顔を真っ赤にした。

「そ、そそそ、それでは、その、ありがたく……」

　ガストンはギクシャクしながら浴槽に入り、ミラベルのこともひょいっと持ち上げ、自分の隣に座らせてくれた。

「ああ、とてもいい湯温ですね……」

　身体をポカポカと温めてくれる湯に、ミラベルはほぅっと心地よいため息をついた。

「さ、ガストン様、背中を流しますわ」

「む、むむ……」

　ミラベルはかたわらに置かれたスポンジを手に、ガストンの大きな背中を擦っていく。そのあいだも（なんてすばらしい背筋……！）と興奮が止まらなかったが……。

「ミ、ミラベル、すまない、くすぐったいのだが……！」

「え？　かなり力を入れて擦っているのですが。……えい、えいっ」

　ガストンに心地よくくつろいで欲しい一心で、ミラベルは力を込めて背中を擦る。

　だがガストンは「も、もう大丈夫だ」と笑いをこらえながら、こちらを振り返った。

「上手く出来なくて申し訳ないです……」

「い、いやいやいや！　しょんぼりしないでくれ！　おれの皮膚がひとより厚すぎるのが問題なんだ……！」

「確かに、すごく厚くて硬い皮膚ですよね」

　ミラベルは何気なしにガストンの手を握り、その手のひらをなでた。

「たくさん豆を作って、潰れるたびに硬くなったという感じでしょうか。とても素敵な手だわ」

　ミラベルはすっかり感心して、思わずその大きな手のひらを自分の頬に押し当て、うっとりとほほ笑んでしまう。

　すると、ガストンの大きな身体がぶるっと震えるのが伝わってきた。

「ガストン様？　……んっ……」

「ミラベル……っ。君はどうして、おれが嬉しくなるようなことばかり言えるんだ？」

　ガストンは少し苦しそうな、嬉しそうな、なんとも言えない顔をして、ミラベルをぐっと抱き寄せる。裸の皮膚がふれあって、ミラベルはどきんっと胸を弾ませた。

「思ったことを言っているだけですわ」

「……くっ、駄目だ、君のその言葉を聞いただけでまた勃ってくる……！」

　言葉通り、彼のあそこはぐぐ……と再び頭をもたげてきていた。

「まぁ、すごい。さっき出したばかりなのに」

「うっ！」

　ミラベルが何気なく亀頭にふれると、ガストンがびくっと全身を震わせる。同時に一物もより硬くそそり立った。

「だ、駄目だミラベル、そんなふうにさわっては……！」

「でも、なんだか可愛く思えてしまって」

「か、可愛い？　こいつがっ？」

「ええ。だって、ガストン様の思いがそのまま表れているように見えて、わたしも胸がキュンとしてしまうんです」

　うっすら頬を染めつつ告白すると、ガストンが「くぅっ！」と鼻のあたりを押さえてのけぞった。

「そ、そんな可愛いことを言って……！　おれが暴走しても知らないぞ……!?」

「暴走したガストン様……」

　思わず想像して、ミラベルはよりドキドキと胸を高鳴らせてしまった。

「きっと、とても情熱的で、素敵なのでしょうね……っ」

「……ぐあああ！　駄目だ、我慢できない！」

「あんっ！」

　そうして気づけば、ミラベルはぐいっと抱き寄せられて、あぐらを掻いたガストンの上に座る形になっていた。

「んんっ……！」

　すぐさまくちびるを重ねられて、入り込んできた舌の熱さにくらくらしてくる。

「は、はふ……あん、ん……」

「く、ぅ……ミラベル……」

「んんっ……！」

　乳房を少し強めに揉まれて、ガストンの指がふくらみに食い込む感覚にまでときめいてしまう。

　ミラベルもガストンの背に腕を回し、ゴツゴツした身体をうっとりとなでた。

　だがガストンにとってはより性欲を煽られるふれあいだったらしい。ぶるっと大きく震えた彼は、おもむろに立ち上がった。

「きゃんっ」

　脇を抱えられていたミラベルも同じように立たされる。身体を包んでいた湯がばしゃんっと大きく跳ねて、浴槽の外に大量にこぼれ落ちた。

「ガストン様？　あ……」

「すまない、このままさせてくれ」

　ミラベルを浴槽の縁に掴まらせたガストンは、背後から彼女の腰をしっかり掴む。

　ガストンにお尻を突き出すような体勢になったミラベルは恥ずかしさに赤くなるも、背後から秘所と太腿の隙間に肉棒をねじ入れられて「ひぅっ！」と声を上げてしまった。

「あっ、あんっ、ガストンさま……ひゃああう……！」

　寝台でしたときと同じように、秘所の表面をまんべんなく擦るように肉棒が行き来していく。

　最初は身体に纏わりついたお湯がぴちゃぴちゃと跳ねるばかりだったが、ほどなくミラベルの内側からあふれた蜜が、肉棒にぬちゃりと絡みついた。

「はぁ、はぁ、ミラベル……！」

「ひゃあう！」

　首のうしろあたりをぺろっと舐められ、ミラベルはびくんっと身体を跳ね上げる。

「こ、ここも感じるのか……？」

「あ、あっ、感じちゃいますっ……だから駄目……あぁああ……！」

　駄目と言ったのに、ガストンは飼い主の顔を舐める犬のようにミラベルの首筋や襟足あたりを舐め、くちびるでちゅっと吸い上げてきた。

「はぁああん……！」

　おまけに背後から胸を揉まれて、ミラベルは背をのけぞらせて甘い声を上げる。

　ぐちゅぐちゅ、ぬちゅぬちゅという水音とともに、ガストンの腰がミラベルの臀部を打つパンパンという音まで響いてきて、ミラベルはたまらず喘ぎまくってしまった。

「やぁ、あぁ、いいの……あぁあん！」

「ぐ、ミラベル……！　そんな声を上げて……あぁ、やみつきになりそうだ……っ」

「ひぃん！」

　乳首をきゅっとつねられて、ミラベルは目を見開く。

　同時に身体の奥からぶわっと熱が広がって、四肢が勝手に突っ張った。

「ひあぁぁあ……ッ!!」

　身体ががくがくと震えて、頭が真っ白になるほどの気持ちよさが襲ってくる。

（あ、ああ、だめ……こんなに気持ちいいの……。何度もされたらやみつきになっちゃう……）

　ぞくぞくしながらも、ぼんやりと危機感を抱いたときだ。

　ガストンが再びパンッと腰を押しつけてきて、リラベルの意識はたちまちそちらに引き戻された。

「いあぁあん！　は、あぁ、あぁ……！」

「はぁ、はぁ、ミラベル……うぅっ！」

「あぁぁあああ……!!」

　ぐちゅぐちゅと抜き差しされるだけで、また先ほどと同じように快感がぶわっとふくれ上がってくる。

「ガ、ガストンさま……っ、あぁ、ああぁぁ──ッ……!!」

　乳首をつままれ、耳朶の裏にキスされて、秘所を激しく擦られて……。

　ミラベルは再び絶頂の渦に呑み込まれて、あられもない声を上げながらビクビクッと全身を震わせてしまったのだった。







第三章 深まる愛欲








「つまりガストン様ったら、素股で抜きまくったということですね？　なかなか過激な閨の鍛錬のスタートですね」

　昨夜の出来事をミラベルから聞いたナナが、目を丸くして驚きを示す。

　対するミラベルは聞き慣れない単語にきょとんとしてしまった。

「……ああ、もしかして、ああいう擦り合わせる行為を『素股』というの？」

「そうそう、そうです。女性の中に入れずにナニを擦りつけて果てることですね。……俗な言い方なので、外では絶対に言ってはいけませんよ」

「そうなのね、肝に銘じておくわ。でも、その素股とやら、本当に気持ちよかったの……」

　風呂上がりのミラベルは上気した頬をさらに赤くして、ほうっと熱いため息をついた。

　時刻はもう昼近くになっていた。

　あのあと、気持ちよさのあまり浴室で失神したらしいミラベルは、気づけばきちんと夜着を着て、寝台でぬくぬくと眠っていたのだ。

　ガストンの姿はなく、代わりに『初日から盛ってしまって本当に申し訳なかった』と書かれたカードが枕元に置かれていた。どうやらガストンが書き残したものらしい。

　無骨な文字で綴られたカードには大いにときめいてしまったが、一方で、すっかり寝坊したために、騎士団の仕事に向かうガストンを見送れなかったことは、ひどく悔やまれてならなかった。

「うーん、体力をつけることが急務に思えてきたわ、ナナ。素股でこれでは、本番では大変なことになるのが目に見えるもの。ひとまず毎日の散歩の時間を増やして、身体が柔らかくなるようにストレッチしようと思うの。閨のあれこれって意外と柔軟性も必要よね？」

　真剣な面持ちで同意を求めるミラベルに対し、ナナは「はぁ、まぁ、そうでしょうが」と曖昧なほほ笑みでお茶を濁した。

「それよりも昼食にいたしましょう、ミラベル様。身体を鍛えるにもまず食事からですわ」

「確かにそうね！　いっぱい食べるわ」

　そうしてミラベルは宣言通り、料理長が笑顔で並べた食事をもりもりと食べた。

　淑女にしては旺盛な食欲だが、主人であるガストンが大食いであるせいか、ミラベルがひとより食べてもなんにも言われないのはありがたい。

「お食事は美容にいい野菜と果物をふんだんに使うように料理長に申し上げておきます。あとはお肉ですね。体力をつけるにはやはり牛肉。ですが疲労回復にいいのは豚肉なんだそうですよ」

　食事を終えて私室に戻ると、ナナがなにやら分厚い本をめくりながらメモを取っていた。食物の栄養について書かれた本らしい。

　ほかには美容や健康についての本、体質改善について書かれた本も脇に積まれてあった。

「ありがとう、ナナ。いろいろ調べてくださって」

「いえいえ、ミラベル様が心底ガストン様に惚れていて、その花嫁になることを楽しみにしているのが、先ほどのお話からよくわかりましたもの。わたしも侍女として、しっかりサポートさせていただく所存です」

「とても頼もしいわ」

「──そしてわたしは実践的な面でお二人をサポートさせていただきます」

「あら、グレルさん」

　ノックとともに入ってきたのは、やはりいくつかの書物を手にした執事グレルだった。

「若いお嬢様の目に入れるには少々卑猥すぎる書物ですが、閨の鍛錬の参考になればと思い、恥を忍んでお持ちいたしました」

「それはどういう書物なの？　──まぁ！」

　何気なくページをめくったミラベルは文字通り仰天した。

「すごい……なにこれ？　裸の男女がいっぱいいるわ」

　おまけにさまざまな体位で絡み合っている。

　そのような図が二十ページにわたり描かれていて、ミラベルはつい「あらあら、こんな体勢で……まぁ、こんな体勢でもできるものなの」とがっつり見入ってしまった。

「はるか東の国に伝わる、性交における四十八の体位を絵に描いたものだそうです」

「四十八もあるの！」

　ミラベルはつい数えそうになって、さすがにはしたないかとあわてて指をしまった。

「とはいえ、中にはかなりの柔軟性を必要とするものもありますし、旦那様とミラベル様の体格差では、どうやってもできないものも絶対的に含まれます」

「あらぁ……残念だわ。ガストン様とならどれも試してみたいと思うのに」

「そのお志はすばらしいものだと思いますが、現実的に無理なので、ひとまずわたしが印をつけた体位を優先的に覚えていただければ」

「ええと、正常位、騎乗位、後背位……」

「お口には出さなくて結構ですよ、ミラベル様。さすがにはしたないですわ」

「あ、ごめんなさいね、ナナ」

　こっそり指摘してくれた侍女に感謝して、ミラベルは心の中でいくつかの体位を読み上げた。

「本来ならば旦那様が学習して、ミラベル様に優しく教えて差し上げるべきところなのですが……まぁ、日中は忙しいのもありまして」

「なんと言っても一個隊の隊長様ですものね。大丈夫、そのぶんわたしがしっかり勉強して、ガストン様を導きますから」

「頼もしいお言葉、ありがたい限りです」

　グレルは胸に手を当て丁寧に一礼した。

「そしてこちらの本は、いわゆる性行為の教本となっております」

「まぁ！　教本のようなものがあるのですか!?」

「非売品ですがね」

　グレルはさらりとつけ足した。

「主に娼館にて、新入りの指導のために使われるものになります。なので中身は……いわゆる、女性が男性をもてなす意味での行為が多く掲載されているので、淑女たるミラベル様にはそぐわない部分も多くございます」

「そうなのね」

「ただ、行為の最中に痛みが少ないようにするための知恵ですとか、それこそ体力をつけるためにするべきことなども書かれているので、参考になるかと」

「ありがとう、今のわたしにぴったりの本だわ。……でも、グレルさんはこれをどこで手に入れたの？」

　純粋な疑問として口にするミラベルに対し、執事グレルは顔色一つ変えることなく「秘密です」と言ってのけた。

　そういうわけで、ミラベルは午後はひたすら本を読み、合間にストレッチをして、お茶の時間のあとには散歩に出た。

「まぁ、お庭だけでもかなり広いのね」

「ええ。なのでぐるりと一周するだけでもかなり大変なんですよ」

　いい運動になりますね、と敷地内を案内するナナは笑顔で説明した。

　軍門の家の中でも古い歴史を持つオーガンディル侯爵家は、敷地内に広大な馬場も畑も持っていた。屋敷だけでも三つあり、ガストンが住んでいるのが正門に一番近い本邸になるという。もう二つのうち、奥の一つに住んでいるのがガストンの養父、オーガンディル侯爵ということだった。

「お住まいが別なのね。ご家族が多いわけでもないのに住まいを別にするなんて……」

「大旦那様曰く、家はひとが住まないと劣化する一方だし、自分がいてはガストン様が屋敷の主人として振る舞えないだろうから、ということでした」

　それにオーガンディル侯爵は団長の仕事に忙しく、騎士団の宿舎や王宮に寝泊まりすることも多いらしい。奥方は早くに亡くしている上、娘が数年前に嫁いだこともあって、屋敷に帰ってくること自体かなり稀だそうだ。

「大旦那様はガストン様を我が子のように思っておいでで、家のことはすべて任せると仰せです。でもガストン様はあまり乗り気ではなくて……」

「それは、ガストン様が養子だから？」

「はい、ご本人がそう仰せになっていたので、間違いないかと。お生まれが孤児というのにも引け目を覚えている様子です」

「団長様のほうは気にしていないのに……」

「本当に。とはいえ大旦那様もガストン様のためらいはわかっているようで……。だからこそ、大旦那様はガストン様がしっかりした家のお嬢様を娶って、騎士としてだけでなく、この家の人間として胸を張れるようにしたいと思っていたようです」

「ああ、それでお見合いを騎士団に持ち込んだのね」

　いろいろ腑に落ちたミラベルはしっかりうなずいた。

　ミラベルを娶ることで、ガストン自身も出自への劣等感を少しは拭えればいいのだが。

（いいえ、たとえ引け目を覚えたままでいたとしてもかまわないわ。大切なのはガストン様がガストン様らしく、そしてわたしがわたしらしく、二人で仲良く生きていくことだもの）

　ガストンが苦手に思っていたり難しいと思うところは、妻となる自分が補えばいいのだ。逆もまたしかり。

　結婚とは助け合いと支え合いによって成り立つものだと、兄夫婦もよく口にしていた。

（わたしの一番の望みは大好きなガストン様と結婚して、一生添い遂げることだわ）

　そこさえ揺らがなければ、どんなことでも乗り越えられる。

　ミラベルは明るい未来を夢見て、ナナに促されるまま屋敷への帰路をたどるのだった。





＊　　　　　　＊






　一方のガストンはというと……。

「ぼさっとするな！　早く立ち上がってかかってこい！」

「は、はい！」

「そんな軟弱な攻撃で敵が倒せると思うか！　あぁ!?」

「ひぃぃっ！」

　鍛錬場で、自分の隊の部下を相手に鬼のような形相で剣やら槍やらを振り回し、なんなら武器を手に突っ込んでくる部下相手に、素手で相手をして勝利する有様だった。

「きょ、今日の隊長、いつにも増して稽古が厳しくないか……？」

「稽古が厳しいというより、身に纏う殺意がすごいというか」

「なんかいやなことでもあったんかなぁ……？」

　鍛錬場の端っこで休憩中の騎士たちがこそこそと話していると、地獄耳で聞きつけたガストンが「そこの三人！」とビシッと指を突きつけてきた。

「うわぁ、はいぃいい！」

「無駄口を叩いている暇があったら馬場を走ってこい！　十周だ！」

「えええええええ!?」

「少なくて不満か？　ならば二十周だ！」

「お、鬼ぃぃ……！」

　三人は涙目になりながら、これ以上八つ当たりされたらたまらないとばかりに馬場へ走って行った。

　そうしていつも以上の気迫で部下を叩きのめし、自身も馬場を三十周も走り回ったが……ガストンの身体の熱は引くどころか、昂ぶったまままったく引く気配がない。

（──くそ！　どんなに身体を動かしても、部下たちをちぎって投げまくっても、身体の熱がちっとも収まらん……！）

　夕方になったので馬場から宿舎へ移動し、隊長室で書類仕事をはじめてもなお、その症状は続いていく。

　それもこれも、昨夜のミラベルがあまりに可愛くて美しくて、かと思ったら恐ろしく色っぽくて、がっつかずにはいられなくなってしまったからで……。

「……あ──ッ!!　思い出すだけであそこが反応するのはどうすればいいんだ!!」

　ようやく最後の書類にサインをし終えたとき、ガストンは内に籠もる熱が昂ぶりすぎてどうしようもないまま、宙に向けて叫んでしまっていた。

　おかげで書類を取りにきた副隊長がビクーッと後ずさっていた。

「す、すいません、タイミングが悪かったっすか？」

「いや、そんなことはない。書類はコレで全部だ」

「あ、ああ、はい。隊長、いつも書類仕事はかなり遅いのに、今日はいつもの倍の分量を倍の速さでこなしましたね……」

　いったいなにがあったんだとつぶやきつつ書類を受け取った副隊長は「今日の隊長は調子がいいような悪いような、とにかく変な感じでしたから、さっさと帰って寝てくださいね」と言って出て行った。

（……寝られるか!!）

　カッと目を見開いたガストンは思わず突っ込んでしまう。

　昨夜もそうだ。自分の寝室に入るなりすやぁと眠ってしまったミラベルと対照的に、ガストンはミラベルの身体の柔らかさ、しなやかさ、温かさが忘れられず、眠るどころかじっとしていることもできず、また浴室に籠もって何度か抜いてしまったのだ。

　さすがに二桁に近くなると、ナニがヒリヒリするほど痛んできたため手を止めたが、ミラベルのことを思い出すだけで懲りずにむくっと勃ち上がるのだから、もう手の施しようがない。

　当然一睡もすることができず、ガストンは寝不足のまま騎士団の仕事に出ることになったのだ。

　だが眠気が出てくるどころか、気を抜けば頭の中はすぐミラベルのことでいっぱいになってしまって、とても集中するどころではない。

　湧き上がる劣情はじっとしていても抑えられるものでもなく、気づけばガストンはいつも以上の鬼隊長となって、部下のことも自分のこともいじめまくることとなってしまった。

（それなのに！　これだけ身体も頭も動かしたというのに！　まだミラベルのことが頭から離れていかない！）

　重症すぎて自分でも引いてしまう。これが二十七年も童貞を貫いた結果なのかと自問したくなる思いだ。

　とにかく、たぎる劣情を仕事にぶつけた結果、いつもは苦戦する書類仕事も恐ろしい速さで終わった。すべては早く帰ってミラベルの顔を見たい！　という一心である。

　ちょうど終業の鐘も鳴ったので、ガストンは荷物をまとめ「お先に」と第三隊の執務室を出て行った。

　ガストンの姿が見えなくなったときには、いつにないしごきに疲れ切っていた第三隊の面々から「やっと解放された……！」と喝采が上がったとか、上がらなかったとか。

　そんなことはつゆ知らず、ガストンはひたすら馬を飛ばして屋敷へ帰って行くのであった。







「お帰りなさい、ガストン様。お仕事お疲れ様でした」

　愛馬を厩舎に繋ぎ、みずから玄関扉を開いて屋敷に入ると、執事から知らせを受けたのだろう。可愛らしいドレス姿のミラベルがはじけるような笑顔で迎えてくれた。

「……っ！」

　おかげでガストンは鼻血を噴き出すところだ。

　今のところ噴き出す手前でなんとか鼻を押さえてこらえているが、そろそろ限界も近い気がする。

「た、たたた、ただいま、ミラベル……っ。わざわざ出迎えてくれたのか」

「ええ。だってガストン様に早く会いたかったので」

「……っ！」

　心頭滅却……心頭滅却！　東方の国に伝わる武人の名言を思い出して、ガストンはなんとか鼻血をこらえた。

「あ、ありがとう。ひとまずおれは風呂に入ってくる」

「はい。食事室でお待ちしておりますね」

　そうしてガストンは自室の浴室でこれでもかと冷水を被り、平静を装って食事室に入った。

　ただただ胃を満たすだけに通っていた食事室も、ミラベルがそこにいるだけで輝かしくまばゆい部屋に映るのだから、恋の力とは恐ろしい。

　そしてミラベルはいつの間にか料理長に大変気に入られていたようだ。

　ガストンが山盛りの肉を食べている横で、ミラベルは料理長手ずから運んでくる皿の一つ一つに笑顔で感想を述べていた。料理長はいたく感激した様子で「今後も存分に腕を振るわせていただきます！」と請け合っていた。

　執事グレルとメイドのナナも、ミラベルを尊重している様子だ。

　特にグレルは食後に私室に戻ったガストンに、「くれぐれも」と念を押してきたほどである。

「くれぐれもミラベル様を抱き潰したりしませんように。あの方はあなたのような強面の巨漢を愛おしいと言ってくださる稀有な存在であるだけでなく、我々使用人にとっても自然とお仕えしたくなる、とてもすばらしいお嬢様です。欲望に駆られるままむさぼり食うような真似は絶対にしてはいけません」

「わ、わかっている。そんな、小姑みたいな小言を言うなっ」

「わたしもできればこんなことは言いたくないのですが、初日からお嬢様を気絶させるくらい盛っていた奴が相手だと思うと、どうしても口が酸っぱくなるわけですよ」

「うっ！」

　容赦ない執事の言葉がガストンの胸をグサッと刺した。ガストンは小さくなりながら「わかっている……」とつぶやく。

「だが、ミラベルを前にするとどうしても、こう……ムラムラする気持ちが抑えきれなくてだな」

「チッ、これだから童貞は」

「聞こえているぞ」

　遠慮容赦ない執事にちょっと泣きそうになりつつも、ガストンは真面目な顔でうなずく。

「おれもミラベルの健康を害するようなことは本意ではないのだ。彼女は……おまえの言う通り、童貞で凶悪面で無駄にでかいおれを愛してくれた。おれも彼女をそれ以上に大切にしたいのだ」

「その意気です。──ということで、今夜の閨の鍛錬もがんばってください」

「!?」

　途端にガストンの頭に、ミラベルの可愛らしくも妖艶な姿が浮かんでくる。

　ガストンの表情を含め全身にさっと目を走らせたグレルは、遠慮なく「うわぁ……」という表情を浮かべてきた。

「閨の鍛錬と聞いただけであそこを勃たせるのはやめてください。まったく卑猥な……」

「しかたないだろおおお!?　これまで童貞だった我が身にミラベルは魅力的すぎるんだ！」

　思わずうわーんと吠えるが、執事はやれやれと首を横に振るばかりである。

「気持ちはわかりますけどね。ミラベル様に引かれないようにご注意を」

　励ましだか忠告だかわからない言葉を残し、グレルは「では、おやすみなさい」とさっさと去って行った。

「くぅ、仕える執事にこうまでグサグサ言われるとは」

　情けないことこの上ないが、実際にぐぅの音も出ないのだから救いようがない。

　よろよろしながら主寝室に入ると、いつの間にか寝支度を整えたミラベルが、すでに夜着にガウン姿で寝台に入っていた。

　だが寝ているかと思いきや、足を大きく広げた姿勢で座り、上体をぐぐっと前に倒している。珍妙な姿勢に目を丸くするガストンに、顔を上げたミラベルは「あ、ガストン様」とにこっと笑って見せた。

「ミラベル、なにをやっているんだ？」

「身体の柔軟性を高めるストレッチというものです！　こうして足を開いて、まず右、それから左、最後の真ん中に身体をぐぅっと伸ばすんです。これが意外と難しいんですよ」

　ぐぐぐ……と再び前に身体を倒して、ミラベルは「膝の裏が痛いんです」とうめいた。

「額がつくくらいだと身体が柔らかいそうなのですが、ガストン様はできますか？」

「む？　おれか？　どうだろう……」

　促されるまま寝台に上がったガストンは、ミラベルのやり方を真似て足を開き、上体をぐっと前に倒した。

　わりと簡単に鼻先が毛布につくくらいに倒れたが、これにミラベルは大興奮だ。

「──まぁ！　ガストン様はやっぱり身体が柔らかいのだわ。騎士の攻撃を一度に他方から受けて、全部受けたり避けたりされていたから間違いないと思っていたけれど、男性でここまで柔らかいなんて本当にすごいわ……！」

「そ、そうか？」

「それでいて強靱な筋肉にバネをお持ちで……本当に、騎士として理想的なお身体なのね。筋肉と柔軟性の両方を兼ね備えているなんて素敵……！」

　うっとりと頬を染めたミラベルが、頭をこてんとガストンの肩口にくっつけてくる。

　おかげでガストンの心臓はドキーンと跳ね上がり、身体も一気に熱を持ってしまった。

「ミ、ミラベル、そうくっつかれると、おれのあそこが……」

「──あ、もう大きくなっていますのね」

　下肢に目をやったミラベルが何気なくつぶやくので、ガストンは羞恥心で焼き殺されそうになった。

「節操がなくてすまない……！」

「まぁ、そんなことはありませんわ！　だって」

　ポッと頬を染めて、ミラベルは恥ずかしそうな震え声でつぶやいた。

「わたしも……昨夜のことを思い出すだけで身体がうずうずして、妙な気持ちに駆られていましたもの」

　ズギュン、とガストンの胸が愛おしさで貫かれる。同時に恥じらうミラベルが可愛すぎて、下肢のものがよけいにそそり立ってしまった。

「ミ、ミラベル……っ、君は可愛すぎる……！」

「ガストン様もとても格好いいです！」

「ああああ！　そういうことをてらいもなく言ってのけるから、おれは我慢が利かなくなってしまう！」

　ガストンはたまらずミラベルの細い身体を寝台に押し倒す。「きゃっ」と可愛らしい声を上げたミラベルは、どこか夢見るような面持ちでガストンを見上げてきた。

「ガストン様……きて？」

　おまけに首をこてんとかしげながら言われて、ガストンの自制心はあっさりと崩壊する。

　彼はミラベルが許してくれるまま、そのくちびるにさっそくむさぼりつくのだった。







「ん、んぅ……っ」

　ガストンの口づけを受けながら、ミラベルはうっとりと夢見心地にひたってしまう。

　キスだけでなく、毛布とミラベルの背のあいだに太い腕を入れて、ぎゅっと抱きしめてくれるのがまた心地よい。

　昨晩のふれあいで、ミラベルにとって心地よい腕の力をガストンは掴んでいたのだろう。

　痛みを感じる一歩手前の強さで抱擁されて、ミラベルは彼から感じる気遣いと愛情により胸を高鳴らせてしまった。

（おまけにキスもとてもお上手になっているわ……！）

　ガストンの舌はミラベルの感じるところを探るように、歯列の裏や頬の内側をねっとりと探っていく。

　特に舌の裏側をくすぐるようになでられると、ミラベルは身体がピクピクと跳ねるほど感じてしまって、また頭の奥がぼうっと熱くなってきた。

（ああ、なんて気持ちいいの）

　ミラベルもつい舌を伸ばして、彼の舌にみずからの粘膜を擦りつけてしまう。

「ん、ふ……」

　おまけで口元からぴちゃぴちゃと恥ずかしい水音が広がって……それがよけいに二人の興奮を高めていく──。

（あ、もう胸が……）

　身体をもぞりと動かした瞬間、ガウンの生地に擦れた乳首がちりっとその存在を主張してきた。

　ガストンの男根が首をもたげるのと同じように、ミラベルも感じると乳首がきゅっと硬く凝っていくらしい。

（恥ずかしい……）

　でも……ガストンと舌をくるくると擦りつけ合ったり、その合間に髪を払われて地肌にふれられると、背筋がうずうずするほど感じてしまう。

「は、ふ……っ、んん、あ」

　息継ぎが難しくなるほど舌をきつめに吸われて、ミラベルは喉の奥がひくひくと震えるような感覚を覚えた。

「ああ、ミラベル……っ」

　ガストンも感じ入った様子でくちびるを離し、ミラベルの下くちびるを愛おしげに吸い上げてくる。

「んぅ……っ、ガストン、さま……」

「胸も……さわっていいか？」

　ミラベルは頬を赤らめながらこくりとうなずいた。

　ガウンの肩がするりと落ちて、真っ白な胸が露わになる。ガストンはごくりと喉を鳴らして、昨日と同じくうやうやしくふくらみにふれてきた。

「はふっ……ん……」

　乳首を指先で擦られるのがたまらなく気持ちいい。

　思わずもっとしてとばかりに腰を揺らすと、ふるふると揺れるふくらみに喉を鳴らしたガストンが、即座にむしゃぶりついてきた。

「──ひゃあっ！」

　ミラベルは思わず高い声を漏らしてしまう。

　口づけですっかり熱くなった口腔に乳首を含まれるのが、信じられないほど気持ちよかったのだ。

「痛むか？」

「い、いいえ……、あんっ、でも……ひゃぁう……っ」

　痛む代わりに、舌先で乳首をコロコロ転がされるのにすっかり感じ入ってしまう。

　右の乳首を吸われながら、左の乳首を指先でくにくにと擦られるのがたまらなくて、ミラベルは両手を口で押さえて必死に喘ぎ声を抑えた。

　だがその両手はあっさり取り払われる。

「声を……聞かせてくれ」

　ミラベルの乳首に口づけながらガストンがくぐもった声でつぶやく。

　その声がとても色っぽく聞こえて、ミラベルの心臓はきゅんっと高鳴った。

「あ、ガスト……さま……、あぁあんっ」

　今度は左の乳首にちゅっと口づけられる。そのまま伸ばした舌先で、ぷっくりと勃ち上がった乳首をぬるぬると舐められた。

　うっかりその光景を目にしてしまったミラベルは、視覚の面でも恥ずかしくなる。

「は、はぁう……あんっ……」

　乳首を舐められるたび身体の奥がうずうずと熱くなって、つい腰をよじってしまう。

「はぁ、はぁ、ミラベル……っ」

　ガストンも興奮しているのか、口から漏れる吐息はなんとも忙しない。

　彼のその余裕のなさが、よりミラベルをドキドキさせるのだ。

（ガストン様も、わたしで感じてくださっている……？）

　……いや、ガストンはミラベルを高めるばかりで、自身の身体はすっかり放置している状態だ。

　自分だけでなく、ガストンもまた気持ちよくなって欲しいのに……。

（……そうだわ！）

　ミラベルはハッと思いついた。

「ガストン様……一度お退きになって？」

「ん？　す、すまない、痛かったか？」

「いいえ、とっても気持ちよくて……天国に上りそうな気持ちでした」

　うっとりと頬を赤らめてつぶやくミラベルに、ガストンもまた真っ赤になった。

「そ、そそそれはよかった」

「ええ。でも、このままではわたしばかりが気持ちよくなってしまうでしょう？　だから」

　膝立ちになったミラベルは、ガストンの肩をえいっと押す。ガストンはミラベルに体重をかけられるままパタンと仰向けになったが、彼女が自分のガウンを脱がせにかかったのを見るや、ぼんっと耳まで赤くしてあわてふためいた。

「ミ、ミラベル！　なにをするつもりだ？」

「わたし、ガストン様にも気持ちよくなっていただきたいんです」

　彼のガウンの帯をほどき、あわせを開いて、ミラベルはほぅっとため息をついた。

「ああ、惚れ惚れするような胸筋、腹筋……あら、男性の乳首は女性より小さいのですね」

「おうっ！」

　露わになった彼の乳首にそっとふれると、ガストンが文字通り全身を跳ね上げた。

「ミミミ、ミラベルぅ……！」

「もしや男性もここは感じるところなのですか？」

　ミラベルはハッと目を見開いて、ガストンの大きな身体を両足でまたいで、その腹筋あたりに腰を落ち着かせる。ガストンがまた「ひぃ！」と声を上げていた。

「なんだか可愛い……」

　分厚い胸筋に反し、慎ましい乳首に愛おしさを感じて、ミラベルはガストンがしてくれたように、彼の乳首をぺろっと舐めてみた。

「ひゃあああ！」

　ガストンが雷にでも打たれたような声を上げる。

　おかげでミラベルは楽しくなって、一方の乳首は指でいじりながら、もう一方の乳首をねっとりと舐め回した。

「くぅぅ……っ」

　ガストンがこらえるような声を漏らす。

「ああ、ガストン様の乳首はなんだかしょっぱいです」

　おそらく汗の味だろう。

　ミラベルに攻められて汗をかいてしまうガストン……そう思った途端に下腹の奥がきゅんとうずいて、ミラベルの中に少し意地悪な気持ちが出てきてしまう。

　ゴツゴツとした見事な腹筋に手を這わしながら、乳首を交互に攻めて、ガストンがどんな反応をするかついつい楽しんでしまったが……。

「ミラベル……！　そんな悪いことをする子には仕置きだぞ！」

　限界に達したガストンがうわーんと吠えて、再びミラベルを仰向けに倒す。

　そして先ほどとは比べものにならない勢いで、勃ち上がったままだった乳首を口に含んできた。

「きゃ！　あ、あぁあんっ、……あ、ひゃあ！」

　ぬるぬると舐め回され、ついでにきつく吸い上げられて、ミラベルは突然の攻めに激しく感じて身悶えてしまう。

「は、ひっ！　んぅ、んあっ……！」

　ガストンはミラベルの大きな乳房を両手でぐっと中央に寄せると、二つの乳首をいっぺんに舐め回してきた。

　唾液を纏った舌に舐め回され、ちゅうっと吸い上げられると、気持ちよさが肌の内側に募って、腰奥がたちまち熱くなってくる。

「はっ、ああん！　ガストン、さま……ぁ、やああぁ……！」

　決していやではないが、ぬちゅ、ぶちゅっと音を立てて乳首を吸い上げられるのは耳にも恥ずかしく、ミラベルは甘い声を上げていやいやと首を振った。

　同時に、まったくふれられていない下肢が熱を持てあましてきて、ミラベルはつい秘所を彼のあそこに擦りつけてしまう。

　ミラベルのいたずらも相まって、ガストンのそこはギンギンに張り詰めていた。

「はぁ、そんないたずらをするな……出てしまう！」

「あ、あん……出して……？」

「……っ！　また風呂場に連れ込んで、気絶するくらいしてしまうぞ？」

（むしろ、そうして欲しいかも）

　はしたないことだと思うが、ガストンにあれこれされる気持ちよさを考えると、「ぜひお願いします！」と言いたくなるミラベルだ。

「はぁ、はぁ……こちらも」

「ひゃあん！」

「うずいているなら……さわらせろ」

（いやん、命令口調！）

　獰猛な獣を思わせる目にもぞくぞくして、ミラベルはついうなずいた。

　ガストンは我が意を得たりとばかりに、ミラベルの下肢に手を伸ばしてきた。

「はぁあん……！」

　陰唇のあたりを指先でなでられただけでぞくぞくしてしまう。

　いつの間にかそこはしとどに濡れそぼり、蜜口は物欲しげにひくひくと震えていた。

「む……ど、どこが入り口だ？」

　閨ごとに慣れていないガストンは、そこへきてハッと女性器の作りに詳しくないことを思い出したらしい。

　そうしてあろうことか、ミラベルの両膝の裏に手を入れると、ほっそりとした足を左右に大きく開かせてしまった。

「やぁん……！」

　恥ずかしいところがすっかり丸見えの体勢を取らされ、さしものミラベルも恥じらいに目を潤ませる。

　が、ガストンは「きちんと確認しないと君を傷つけてしまう」と妙なところで律儀さを発揮し、文字通りミラベルの秘所をしっかりのぞき込んできた。

「あ、あ、そんなふうに見ないで……っ」

　ガストンのまなざしは恐ろしいほど真剣で、集中するその表情には、いつにも増して凶悪な雰囲気が漂っている。

　それだけ真面目に自分に向き合ってくれていると思うと、ミラベルは性懲りもなく興奮して、背筋をぞくぞくと震わせてしまった。

（す、すごく見られてる。わたしのあそこが……ガストン様に……！）

　そう思うだけで蜜口がヒクついて、最奥から温かな蜜がとろりとこぼれ落ちていった。

「む？　こ、これが……いわゆる蜜というやつか」

「ひゃん！」

　ガストンの指が蜜口にふれる。それだけで腰がびくんっとなるほど感じて、ミラベルは熱いため息を漏らした。

　一方のガストンはそこをくすぐるようになでると、さらなる蜜があふれるのが興味深かったらしい。

　何度か陰唇のあわいを指でたどられて、ミラベルは「ひゃぁぁ……っ」と腰を震わせた。

「ああ、蜜が……髪と同じ色の下生えに絡んで、目に毒になるほどだ」

　ガストンがまたごくりと喉を鳴らして、熱に浮かされたような声でつぶやいた。

「はぁ、あ、あ、そんなところまでさわらないで……っ」

　蜜で濡れた下生えをくすぐられて、ミラベルはいやいやと首を振る。

　そのとき、ガストンの指先が、小さく存在を主張していた粒をぬるっとかすめた。

「ひゃああん！」

　ミラベルは思わず甘やかな悲鳴を上げてしまう。

「むっ……？」

「あ、あ、そこ……すごく、感じるところです……っ」

　確か昼間読んだ教本に書いてあった。そこには女性がもっとも感じる粒があると。

　普段は薄い包皮に包まれ隠れているが、身体が興奮するにつれ充血してふくらみ、はじめて顔を出すのだと……。

「なるほど……これか？」

　ガストンが慎重に包皮を剥いて、当該の粒を露わにする。再び優しくふれられ、ミラベルは「ひゃん！」と腰を跳ね上げてしまった。

「確かに……乳首よりよほど感じるらしい」

「……あ、あぁっ！　だめ、そんなこと……あぁあああんッ！」

　ガストンが身をかがめたのを見て、なにをされるか察したミラベルはお尻で後ずさろうとしたが──それより早く、ガストンは露わになった小さな粒に、くちびるでちゅっと吸いついてきたのだ。

「はあ！　ああぁあん……ッ」

　吸われた部分からぶわっと快感の熱が広がって、ミラベルは大きくのけぞる。同時に尿意に似た感覚が広がったことには怖くなった。

　しかしガストンはミラベルのそこを夢中になって舐め回す。

「あ、あ！　だ、駄目です、なにか……あぁああんっ！　きちゃうからぁ……！」

　腰の奥がどんどん熱くなって、ヒクつく下肢からなにかがあふれそうになる。無意識に上へ逃げようとするが、ガストンにがっちりと腰を抑えられて動けない。

　それでもぬるぬると舐め回されると自然と腰は跳ねて、ミラベルはなすすべもなく喘いでしまった。

「はぁ、はぁ……甘い……甘いぞ、ミラベル。あふれる蜜も……君から漂う香りも……！」

「そ、そこでしゃべったらだめぇ、ん……っ、ひあぁあ……！」

　声をこらえようとしても、舐められるたびに快感が走ってどうしようもない。とっさにガストンの頭を押しやろうとするが、彼の汗ばんだ髪を感じるだけでどきっとして、力がまったく入らなくなった。

「ひあっ、あぁあん、……はぁ、あぁっ……！」

　思わずすがるようにガストンの髪を掴むと、なんだか彼の頭をむしろみずからの秘所に引き寄せるような状態になってしまった。恥ずかしいことこの上ない。

（でも……気持ちいい……っ）

　喉はカラカラに乾いているのに、口の中にはどんどん唾液があふれてくる。それをこくんと飲み干すたびに頭がぼうっとして、目の焦点が合わなくなってきた。

「はぁ、はぁっ……いい……あぁあん、いいのぉ……っ」

　ぬるぬると舐め回されるのが気持ちよくて、ついそんな声まで出てしまう。

　だがそれを聞いたガストンは無心ではいられなかったのか、思わずと言った様子でミラベルの粒をじゅっと吸い上げてきた。

　途端に熱い愉悦があふれ、頭の中までぎゅっと引き絞られるよう快感が襲ってくる。

「んあぁぁああ……ッ!!」

　ミラベルは白い喉を震わせ、全身を弓なりにしならせて大きく喘いだ。腰の奥から生じた熱さが全身をビクビクッと跳ねさせ、指先をこまかく震わせる。

「……っ、はぁ、はぁ、はぁ……っ」

　一瞬だけとはいえ、息が止まるような快感に見舞われて、波が引いたあとのミラベルはただただぐったりと喘ぐことしかできなくなった。

「すごいな、ここがヒクついているのがはっきりわかる」

　ガストンが感心したようにつぶやき、そっと蜜口に指を這わせてきた。

「ひぅん！」

　まだ絶頂から抜けきらぬミラベルは過剰なほどびくんっと反応してしまう。

「はぁ、はぁ……っ、ガスト……さまぁ……」

　思わずすがるような目でガストンを見つめるが、彼のほうは劣情を高められただけのようだ。

「指も、入れていいか？」

「あぅうんっ」

　ガストンの中指がするりと蜜口の中に入ってくる。

　濡れに濡れたそこは、ガストンの太い指もするりと呑み込んでしまった。あまりに抵抗なく第二関節まで含んだことに、ミラベルのほうが恥ずかしくなる。

「いやぁああん……だめぇ……っ」

「なにが駄目なものか。こんなに濡れて……」

「ひぃぃん！」

「……中がうねるほどなのに」

　ガストンはごくりと唾を呑み込んで、再びミラベルの秘所に顔を伏せる。

　同時に中に埋めた指をゆるゆると抜き差しされ、ミラベルは再び湧き上がった尿意に似たうずきに「あ、あっ！」と声を漏らした。

「はぁ、あ、あぁああん……！」

「ああ、すごい、締めつけられる……っ」

　ガストンもたまらなくなったようで、ミラベルの粒を舐め回しながら、指をぬちゅぬちゅと抜き差ししはじめた。

「あぁぁああ……！」

　内側と外側から、同時にゆるゆると攻め立てられて、ミラベルは大きく身体をよじって喘ぎ声を上げる。

　腰の奥が熱くて、でも……指だとまだ届かない位置が苦しくうずいていて、ミラベルは「ひ、ひぅ……っ」と切なくすすり泣いた。

「やぁあん、ガストンさま……っ、熱いの、ぉ……っ」

「おれも熱い……熱くてたまらない……！」

　彼のほうも限界が近かったのだろう。ミラベルからは見えなかったが、ガストンはミラベルの中を探りながら、もう一方の手で己の肉竿を掴んで、すばやく擦り立てはじめる。

「あ、あ、あっ……！」

　ガストンが蜜壺を探るぐちゅぐちゅという水音と、粒を舐め回すぴちゃぴちゃという水音が一緒くたになって、ミラベルをどんどん追い詰めていく。

　己をしごくガストンも息を荒らげながら、ミラベルの蜜口からあふれる蜜を音を立ててすすり上げた。

「はぁああん……！」

　湧き上がる愉悦に耐えきれず、ミラベルは首を振りたくって大きく背をしならせる。

　身悶えるたびに大きな乳房がふるふる弾んで、上目遣いにそれを見たガストンは大きくうめいた。

「ああ、もう……ミラベル……！」

「は、はぁ、あああぅ……っ！　──んぁぁああああ……ッ!!」

　ミラベルの四肢が突っ張って、ビクビクッと激しく震える。頭の中が真っ白になって、意識までふぅっと遠のいた。

　ガストンもまた大きくうめき、身体を起こして己をしごく手の動きを加速させる。

　やがて彼も果てて、熱く白い欲望の液がミラベルの肌にびゅくっと浴びせられた。

「ひぃ、ぃん……っ」

　太腿を濡らしてくる彼の熱さにぶるっと震えて、ミラベルはすっかり感じ切って、ぐったりと脱力してしまう。

　ガストンも肩を激しく揺らして「はあ、はあっ……！」と大きく喘いだ。

　だがまだ足りないとばかりに、横たわるミラベルに覆いかぶさってくちびるを重ねてくる。

「んんっ……！」

　口づけに覚えのない味を感じたが、すぐにそれがなにか思い当たって、ミラベルは真っ赤になった。

（この味、わたしの……）

　恥ずかしくて、でも興奮して、ミラベルは力の入らない腕をなんとか持ち上げガストンの首筋にきゅっと抱きつく。

　おかげでガストンが再び興奮し、あそこをたぎらせてしまい──。

　ミラベルはその日も遅い時間まで、ガストンに激しく喘がされてしまったのだった。







第四章 ほほ笑ましい婚約式








「それでは、我がオーガンディル侯爵家のガストンと、クインシティ伯爵家のミラベル嬢の婚約が整ったことを祝して──乾杯！」

　ガストンの養父であり、騎士団長であるオーガンディル侯爵がグラスを掲げると、集まった人々も笑顔で乾杯し、爽やかな口当たりのシャンパンを飲み干す。

　楽団が楽しげな音楽を奏ではじめ、二人の婚約披露となるガーデンパーティーは華やかに幕を開けた。

「お客様がたくさん集まってくださって嬉しいですね、ガストン様」

　オーガンディル侯爵家の庭の中でも、一番広く華やかな中庭に集まった人々を見回し、ミラベルはにこにこと声をかける。

「む？　ん、まぁ……。おれはあいにく、こういう華やかな席は苦手なものでな……」

　笑顔のミラベルの横で、ガストンは言葉通り苦虫を噛み潰した顔をしていた。

　それがよけいに彼の顔を恐ろしく演出してしまって、ご婦人方など、彼の視界に入らない場所へこそこそ逃げ出す始末だ。それを目の端に捉えたガストンは少し憂鬱そうにため息をついた。

「別に取って食いやしないのだが……」

「うふふ。それを皆様に知っていただくためにも、今日は最低限、挨拶だけがんばりましょう。大丈夫ですよ、わたしがおりますから」

「──これはなんと頼もしい！　ガストン、本当によい婚約者に恵まれたな！」

　がっはっはっと笑いながらやってきたのは、先ほど乾杯の音頭を取ったオーガンディル侯爵だ。

　ミラベルは今日のためにあつらえたサーモンピンクのドレスの裾を持ち、丁寧に挨拶した。

「オーガンディル侯爵様、乾杯を務めていただきありがとうございました」

「なんの、なんの。可愛い息子とその婚約者の晴れの日だ。わたしが盛り上げるのが筋であろう。しかし、本当に素敵なご令嬢が嫁いでくれることになってよかったなぁ、ガストン！　おまえにはもったいないくらいのいい子じゃないか！」

「それは全面的に同意します」

　ガストンは養父相手にも大真面目にうなずく。おかげでオーガンディル侯爵の隣にいた婦人がくすくすとほほ笑んでいた。

「緊張しているのね、ガストンったら。……ガストンの義妹のテレーズです。一昨年にガッドゥル侯爵家に嫁いだの」

「お目にかかれて光栄です、テレーズ様。ご懐妊中なのですね。そろそろ産み月ですか？」

「ええ、順調にいけば来月の予定よ」

　大きくせり出したお腹をなでながらテレーズがにっこりほほ笑む。

　妊娠中の女性特有の柔らかくも強いほほ笑みに、ミラベルはぱぁっと顔を輝かせた。

（わたしも早くガストン様の御子を身ごもりたい……！　きっと可愛いのでしょうねぇ）

　まだ婚約した段階だというのに、幸せな未来に向けての想像がどんどんふくらんでいるから困ったものだ。

　ガストンも「お身体を大事にしてください」と、養父の娘に対し丁寧に声をかけていた。

「ミラベル、婚約おめでとう」

「あ、お兄様、お義姉様！」

　ミラベルはぱっと笑顔になって、ガストンに兄夫婦を紹介した。

「わたしの兄カールと、奥様のシンディーです」

「お初にお目にかかります、ガストン隊長。第一隊所属のカール・クインシティです」

　兄カールが緊張の面持ちで右手を差し出す。ガストンはあわててその手を握った。

「や、これはどうも」

「妹がそちらに押しかけてしまって申し訳ない……。妹が居着いてから、そろそろ二週間くらい経ちましたか。愚妹がご迷惑をおかけしていないでしょうか？」

　内心でガストンにおびえているのか、兄の声は少しうわずっている。

　ガストンもまたミラベルの身内相手に緊張しているのだろう。顔がこわばってよけいに恐ろしくなっていた。

「いえっ、そんなことはまったくなく……！　むしろ我が家の執事もメイドも、料理長も、ミラベルさんにはすっかり心酔しています。もはや我が家はミラベルさんの存在なしには語れないほどで……！　本当にありがたいことと思っております」

　大真面目なガストンの言葉に、兄は虚を突かれたようだ。ミラベルが上手くやっていること以上に、ガストンが真摯に答えてくれたことが意外だったようで「それはそれは」と目をまたたかせていた。

　そこへ、団長の娘テレーズがやってくる。

「お久しぶりね、シンディー。ミラベルってあなたの義妹だったのね」

「あらテレーズ！　本当にお久しぶりね。お腹がずいぶん大きくなって」

　親しげに会話する二人をミラベルは目を丸くして見つめた。

「お二人はお友達なのですか？」

「ええ。ほら、前に言っていた騎士妻グループのこと、覚えてる？　テレーズもその一員なのよ」

　シンディーの言葉にテレーズも嬉しそうにうなずいた。

「わたしの夫も第一隊の所属だから、シンディーとは仲良くしているのよ。お腹が大きくなってからはあまり出歩かなくなってしまったけど……。ミラベルもガストンと結婚したら、わたしたち騎士妻グループの一員になれるわね」

「まぁ、本当ですか？　嬉しいです、騎士の奥様たちとご一緒できるなんて」

「わたしたちも、あのガストンをこんなに従順な子犬みたいにしたあなたから、たくさんお話を伺いたいわ」

　テレーズがガストンの腕あたりを扇でちょんちょん差しながらほほ笑む。

　従順な子犬という言葉には、シンディーも兄カールも「そうなの？」と驚いていたが。

「ええ、そう。今日、招待されている騎士妻グループの皆さんも、あなたたちのなれそめには興味津々だと思うわ」

「うふふ、嬉しいです。それなら今から皆様のところを回って、ガストン様がいかにすばらしい方かを語ってきたいと思います！」

　テレーズのいたずらっぽい言葉を真に受けたミラベルはすっかり意気込んで、パーティーのあいだ一人でも多くの招待客に声をかけようと、積極的に動き回った。

　ガストンのことは恐ろしくても、小柄なミラベルのことは誰も恐ろしいとは思わない。

　そんな彼女が「ガストン様は本当に素敵な方なのです！」と熱心に語るから、招待客も徐々に「そ、そうなの？」という感じで、ガストンに興味を抱きはじめた。

　またパーティーの中盤でダンスがはじまり、ミラベルがそこへガストンを引っぱっていったことも、いい方向へ働いたようだ。

「ミラベル、おれはダンスはちょっと……！」

「大丈夫ですわ、ガストン様。わたしの言う通りにステップを踏めば大丈夫！」

　さぁさぁとガストンを引っぱっていったミラベルは、踊りながら「右、左、くり返して、ターン」とステップを口頭で教えた。

　音楽的感性は壊滅的なガストンだったが、言われた通りに動くことには天才的な才能を発揮して、なんとかステップをこなしていく。

　本来なら女性側がステップを教え、男性側がその通りに動くなどあり得ない話だ。

　しかし、大柄なガストンが明らかにギクシャクしながらも、小柄なミラベルの教えを熱心に聞いて動く様が、見物人にはおもしろくもほほ笑ましくも見えたらしい。

　黙って立っていたら鬼もかくやという巨漢のガストンが、婚約者の令嬢に言われるままに踊り、頬を染めて一生懸命がんばっている。

　それが結果的に大いにウケて、招待客たちは「こういうのもアリだな」と楽しげにうなずき、二人が似合いのカップルであることを自然と広めていったのであった。





＊　　　　　　＊






「──そのせいか、騎士妻グループからのお誘いが、毎日どころか毎時間届く事態になっているというわけ！　婚約パーティーのあなたたちの仲睦まじさを聞きつけて、誰も彼もあなたから真相を聞きたがっているのよ、ミラベル」

　婚約パーティーから三日後。ふらりとオーガンディル侯爵家を訪れた兄嫁シンディーは「これがその招待状よ」と、たくさんの封筒をテーブルの上に載せた。

「これ全部が、わたしを誘ってお茶会にきてくださいという催促のお手紙なの？」

「そうよ。というか、こちらにもこの手の招待状が届いているのではなくて？」

「グレルさん、どうかしら」

　お茶を淹れていた執事に問いかけると、彼は「届いておりますよ」と簡潔に答えた。

「ガストン様とミラベル様の連名で、ざっと二十通ほどでしょうか」

「まぁ、いつの間に」

「ガストン様はこの手の手紙に目を通すのが苦手なものですから、文箱に溜まる一方です」

　だからこそ早くミラベル様に嫁いでいただきたい……とグレルはぼそっとつけ足した。

　今のミラベルは客人のような状態だから、当主宛に届く手紙を開ける権利はないのだ。

　結婚した暁にはガストンが苦手なその手のことを積極的にやっていこうと、ミラベルは新たに誓った。

「とにかく、今やあなたとガストン隊長はすっかり時のひととなっているのよ。これからもあちこちから声がかけられると思うわ」

「婚約パーティーが大成功だったからこその反応でしょうから、嬉しいとは思うけど……肝心のガストン様が昨日も一昨日もお戻りではないから、相談しようもないわ」

　困惑するミラベルに対し「カールもよ」とシンディーは答えた。

「あなたたちが結婚したら、カールとガストン隊長は義兄弟になるわけでしょう？　それをおもしろがった周囲が、せっかくだから第一隊と第三隊で、交流試合やら合同訓練をしてみたらどうかって提案をしたのよ」

「まぁ、交流試合に合同訓練」

　ミラベルは目をぱちくりさせた。

「隊を越えてそういうことをするのは前代未聞だから、カールも調整やら許可やらに駆り出されているらしいわ。一騎士のカールでさえそんな状態だから、隊長のガストン様はもっとお忙しいでしょうね」

「確かに……」

　ここ最近、ガストンから「忙しいので宿舎に泊まる」と連絡がきていたのはそういうわけなのか。さみしく思っていたが、そういう理由ならしかたない。

「第二隊も一緒にどうかって掛け合っている最中らしいけどね。まぁ騎士たちがなにをしようと別にいいけれど、これだけ話題になると気をつけなきゃいけないことが増えるから注意しなさい」

「気をつけなきゃいけないことって？」

　きょとんとするミラベルに、シンディーは真面目な面持ちで口を開いた。

「話題の人物に対して周囲が盛り上がるほど、根も葉もない悪いうわさとか、やっかみとか嫌味とかも大きくなってくるの。ひどい場合は悪質ないやがらせをされたりとかね」

「まぁ……」

　ミラベルは複雑な気持ちで眉をひそめた。

「ガストン様だけでなく、あなたも気をつけないと駄目なのよ、ミラベル。婚約パーティーに参加していた招待客は、社交界に出入りする貴族の中でもほんの一部だけ。だからこそ、パーティーのことを又聞きしかしていない連中が、あなたのことを目も当てられない大女とかって、すでに好き勝手にうわさしているのよ」

「まぁ！　大女ですって？」

　一度でもミラベルを見たことのある人間ならまず言わないであろう悪口だ。ミラベルは思わず噴き出してしまった。

「笑い事じゃないからね。とにかく、そういううわさって歯止めが利かないものだし、勝手に一人歩きするものだから、気をつけなさいって言いにきたのよ」

　義妹の危機感のなさにシンディーが眉をつり上げる。ミラベルは笑いを引っ込めて「ごめんなさい」と素直に謝った。

「心配してくださってありがとう、お義姉様。肝に銘じておくわ」

「そうしなさい」

　シンディーは重々しくうなずき、お茶を飲み終えると「買い物ついでに寄っただけだから」と言って、侯爵家の屋敷を辞していった。







「むぅん！」

　最後に飛びかかってきた第一隊の騎士を、ガストンは渾身の力で投げ飛ばす。

　騎士は文字通り大きく吹っ飛び、怪我の防止のために引いてあるマットに背中からどうっと落ちた。

「勝者、ガストン隊長！」

　審判が手を上げると、見守っていた騎士たちは大きく湧いた。

「すげぇ、ガストン隊長、第一隊の騎士二十人を一人で倒しちまった」

「やっぱり化け物じみているな」

　拍手しながら、第三隊の騎士たちが怖々とつぶやいた。

　第一隊の騎士たちも「どうなっているんだ、あの強さ……」とガストンの腕っ節に呆然となっている。

　ガストン一人が平然とした顔をして、額の汗をぐいっと拭っていた。

「──いやぁ、思いつきで行った合同訓練でしたが、ガストン隊長の強さがひたすら際立つ結果でしたな！　なんという強さ！　団長の折り紙付きというのも納得です」

「恐れ入ります」

　第一隊の隊長の言葉にガストンは生真面目に頭を下げた。

　三日の準備期間を経て開催された第一隊と第三隊の交流は、どうなることやらという当初の心配を吹き飛ばすほど盛況だった。

　ガストンが常人離れした強さを誇っていることを改めて知らしめる場になったほか、第一隊は「荒くれ者の集まり」とあなどっていた第三隊の面々が、意外と基本に忠実な型で戦ってくることに驚き、第三隊は「お坊ちゃま育ちの弱腰野郎ども」と馬鹿にしていた第一隊の面々が、意外と果敢に打ち込んでくることに驚いていた。

　こうして丸一日かかった交流試合と演習が終わる頃には、第一隊と第三隊の騎士たちは「おまえたち、意外と話がわかるじゃないか」とばかりに、すっかり打ち解けてしまったのである。

　これはガストンも想像していなかったことだけに、収まるところに収まってよかったとほっとしたところだ。

「せっかくなら第二隊も参加すればよかったのになぁ」

　第一隊の隊長も、今日という日を思いがけず楽しめたおかげか、そんなことをぼやきはじめる。

　同じ第一師団の騎士同士、第二隊も一緒に訓練しないかと呼びかけていたが、彼らは頑として合同訓練を拒んだ。

　もともと第二隊の隊長は家柄主義で、実力主義のガストンとはそりが合わなかったから、参加しなくてよかったとガストン自身は思っていた。

　──しかし、こうして第一隊と第三隊が訓練した上で仲良くなったことは、第二隊の連中にとっては気に食わないことだったようだ。

　第一隊との解散後、ガストンが「食事の前に書類仕事を片付けてくる」と一人宿舎のほうへ足を運んだときには、第二隊の連中がこちらを忌々しく見つめてきた。

　第二隊の隊長ですらゴミを見るような目を向けてきて、ガストンは思わず眉をひそめる。

「ふんっ、第一隊の騎士の妹を嫁にもらうらしいが、その程度で自分の価値が上がると思うなよ」

　第二隊の隊長の嫌味に、ガストンは思わずカッと目を見開いた。

「わたしのことを罵るのはかまわないが、我が婚約者のことをけなすことを口にするなら、決闘もやぶさかではないぞ」

　腰の剣にこれ見よがしに手をかけて言うと、第二隊の隊長は目に見えてうろたえた。

「じょ、冗談ではないか。……なんだ？　そんなふうに激するほどに、婚約者に入れあげているのか？」

　ガストンは無言で剣を抜いて、隊長の喉元に突きつけた。

「ひっ！」

「我が婚約者をけなすなと言ったはずだ。次は本当に切るぞ」

「ひっ……ひぃいい！」

　第二隊の隊長は、本当に隊長の地位にある者かと疑いたくなるような弱々しい悲鳴を上げて、さっさと逃げてしまった。

「……まったく、弱い者ほどよく吠える」

　圧倒的な体格差におののきながらも果敢に飛び込んできた第一隊の騎士たちのほうが、よっぽど勇敢で優秀だ。

（隊長があんな状態で、第二隊の士気や風紀はどうなっているのだか）

　──現にその後も、第二隊の連中からはチクチク嫌味を言われたり、必要な書類を回されなかったりという地味ないやがらせを加えられた。

　そのせいで終業が遅くなりイライラが募ると同時に、ミラベルに会いたい会いたい会いたい……という欲求不満も、とんでもないほどにふくれ上がった。

「……ミラベルに会いたい！」

　四日後、ガストンはとうとう執務中にそう叫んでしまって、恐れを成した隊員たちに「あとはやっておきますから帰ってください！」と言われる始末だった。

　隊長としてふがいないばかりだが、今日ばかりは大目に見てくれという気持ちで、ガストンは大急ぎで愛馬を屋敷へ走らせるのだった。







「──ガストン様！　一週間ぶりですね。会いたかったです……！」

　ガストンから「今から帰宅する」と早馬での連絡を受けて、ミラベルはうきうきした気持ちで玄関前で待っていた。

　いつもは厩舎に向かうガストンも、玄関前にミラベルがいることに気づいて、愛馬を執事に任せてミラベルをぎゅっと抱きしめてしまう。

「おれも会いたかった……！　ああ、ミラベルぅぅ……！」

「きゃっ、ガストン様ったら。ふふ、くすぐったいです」

　鼻先をミラベルの髪に埋めてすーはーと息をするガストンに、ミラベルはコロコロと笑ってしまった。

「お食事は済ませましたか？」

「ああ、向こうで軽く食べてきた。今は……ミラベルを食べたい」

「うふふ、食べちゃ駄目です。まずはお風呂に入ってさっぱりしてきてくださいませ」

「そうする！」

　ガストンは従順にうなずき、自室へ向かって大股で階段を駆け上がっていった。ご褒美を期待する大型犬のような有様だ。

「ほほ笑ましいですが、騎士隊長としての威厳がガタ落ちですね」

　馬を馬丁に預けてきた執事グレルがあきれた声を出すが、ミラベルは「家にいるときくらい、いいではないの」と取りなした。

「それに、こうしてはいられないわ。──ナナ！　わたしもお風呂に入ります」

「すでに準備万端整えております！　さぁどうぞ！」

　そうしてミラベルも急いで入浴して、主寝室へと入っていった。

　ガストンは超特急で身体を清めたらしく、すでにそわそわしながら寝室で待っていた。

「お待たせしました、ガストン様」

「いや、待ってなどいない。ああ、ミラベル……」

　ガストンは感慨深いと言いたげな面持ちで再びひしっとミラベルを抱き寄せる。そして彼女の頭頂に、なんとチュッとキスをしてきたではないか！

（──ああ！　ガストン様がどんどん甘く優しくなってきているわ……！）

　頭の上にキスなんて！　はじめて閨の鍛錬をしたときは、こんな仕草をスマートにこなすことなど、夢のまた夢という感じだったのに！

（やはりすべての障害は鍛錬という努力で乗り越えるべきものだったのね）

　抱擁しかり、キスしかり、だ。鍛錬とはなににも勝る解決法だと、ミラベルはしみじみとうなずいた。

「ガストン様、本当に大好き……っ」

　感激のあまりミラベルもぎゅっと抱きついてしまう。

　するとお腹のあたりでガストンの一物がむきゅっと勃起するのがわかって、まぁ、とミラベルはくすくす笑ってしまった。

「ま、毎度、節操がなくてすまない……っ」

「いいえ、そんなところも大好きですから」

　ミラベルは少し背伸びして、ガストンの心臓あたりにちゅっとキスする。お互い立ったままだと、かろうじてミラベルのくちびるが届くのがこのあたりなのだ。

　そしてこれは、ガストンの胸の高鳴りをよけいに早める行為だったようだ。彼は低いうなり声を上げると、もう待てないとばかりにミラベルを横向きに抱え上げた。

　いつものようにミラベルを寝台にそっと降ろすと、ガストンははやる気持ちそのまま口づけてくる。

　鍛錬のおかげで彼はキスがとんでもなく上手になっていた。感じやすい舌の付け根をくすぐられて、ミラベルは「んっ……」と鼻にかかった吐息を漏らしてしまう。

「ガストンさまぁ……」

　思わず甘えた声を出すと、ガストンはたまらないとばかりにミラベルのガウンを剥ぎ取った。

　だが今日はガウンの下にあるものを仕込んでいた。

　てっきりミラベルの全裸が現れると思っていたであろうガストンは、目を見開いてミラベルの姿を凝視してくる。

　焼きつくような視線を恥ずかしく思いながら、ミラベルはわずかに身体を起こして、できる限りしなを作ってみせた。

「ナナにお勧めされて着てみたのですが……いかがでしょうか？」

　ミラベルが身につけているのは、フリルいっぱいのベビードールだった。

　真っ白な生地は透けるほどに薄く、胸元を覆う布を押し上げるように乳首が勃っているのが見える。

　胸の下からお尻までを隠す丈の布地もひらひらしていて、前は大きく開けるようになっていた。

　腰回りを隠しているのは、小さな三角の布がついただけの、両脇を紐で留めるタイプのものだ。紐をほどけばあっという間に秘所が露わになってしまう。

　なんともきわどい一式だが、あちこちに施されたフリルのおかげで可愛らしさも確保されていた。小柄で瞳が大きく、人形のように愛らしいミラベルが着ると、より愛らしさが際立ってくる。

「……ああ、ミラベル……こ、こんなきわどい格好をして」

「はしたないですか？」

「はしたない！　だが……それがいい!!」

　ガストンは実に正直にうわーんと叫んだ。

「くそ、なんて愛らしく、いやらしいんだミラベル……！　ナナも、なんてものを君に勧めるんだっ」

「ガストン様との閨がより深く熱いものとなるよう考えてくれたのですわ。もちろん、この一着だけではなく、もっと色っぽい形のものや、黒や紺といった大人っぽい色も取りそろえておりまして」

「黒や紺！」

　おそらく頭の中でそれを身につけたミラベルを想像したのだろう。ガストンがとっさに鼻を押さえたところを見ると、危うく鼻血を噴きそうになったことが容易に考えられた。

「それに、この下着、おもしろい仕掛けがあるんです」

　膝立ちになったミラベルは、ガストンにわかるようにそっと胸元に手を持っていく。

　ガストンがごくりと喉を鳴らして凝視してくるのに身体を熱くしながら、彼女はそっと乳首のあたりに手を入れた。

「……っ！　なんと、そこが開くのか？」

　ミラベルが指先で胸元を隠す布を掻き分け、乳首を露わにしたのを見て、ガストンが大きくうなった。

「下も……同じようになりましてよ？」

　秘所を隠す小さな布に指先をかけて、真ん中が左右に開くことをちらっと見せながら、ミラベルはつい期待を込めて婚約者を見つめてしまう。

「ですから、これを着たまま、その……最後までできてしまいますの。いかがでしょう？」

「いかがもなにも……！」

　いいに決まっている！　と口にこそしなかったものの、ガストンの真っ赤になった顔と、熱っぽい視線を見れば丸わかりである。

「ああ、ミラベル！　こんなサプライズをして……おれがケダモノになっても知らないぞ!?」

「あんっ」

　さっそく押し倒されて、ミラベルは期待と興奮でドキドキが最高潮に達するのを感じた。

「だって、ガストン様に喜んでもらいたくて……きゃん！」

「喜ぶを通り越して、もう我慢できない……！」

　布地からぷっくり顔を出したミラベルの乳首にむしゃぶりつき、ガストンが低い声を漏らす。

　獲物に食らいつく獣のような獰猛さがかいま見えて、ミラベルはよりぞくぞくと背筋を震わせてしまった。

「は、ぁんっ、そんな……強い、あぁんっ！」

　乳首をじゅっ、ぷちゅっと音を立てて舐められ、吸い上げられ、ミラベルの腰がびくんっと跳ねる。

　どこをどう攻めたらミラベルが感じるか、この数日ですっかり知り尽くしたガストンは、今度は首筋にくちびるを這わせながら、両方の手で乳房をゆったり揉みしだいた。

「はぁぁん……！」

　首筋を上がってきたガストンのくちびるはやがて耳に行き着き、ミラベルの耳朶を柔らかく食んでくる。

　さらには尖らせた舌先で耳孔をぴちゃぴちゃと舐められて、ミラベルは頭の奥まで掻き回されるような快感に、どうしようもなく感じてしまった。

「や、ぁあ、あぁあん……っ、んきゅう……！」

「はぁ、はぁ、なんて色っぽいんだミラベル……真っ白な肌が赤く色づいて……ああ！」

　ガストンはガバッと身を起こすと、自身のガウンをさっさと脱ぎ捨てた。

　露わになった筋肉質の身体は何度見ても垂涎もので、ミラベルは今日も（やっぱり素敵すぎる胸筋！）とときめいていた。

「下も舐めさせてくれ」

　おまけにかすれた声で懇願されて胸中で（きゃ──っ！）と黄色い悲鳴を上げてしまう。

「あ……ガストン様、お待ちになって」

　だがミラベルはガストンが身をかがめるすんでのところでハッと我に返った。

「どうした？」

「今日は、わたしに舐めさせていただけませんか？」

「舐める？　君が？　どこを？」

「ガストン様のあそこを……」

　頬を赤らめてミラベルが告げると、ガストンは一度ビキッと固まった。

「……なんだって？」

「二度は言わせないでください、これでも恥ずかしいのです……！」

「いや、しかし……おれの聞き間違えでなければ、君はおれの……コレを、舐めると言ったのか？」

　コレ、と言いながら反り返った男根を指すガストンに、ミラベルは両手で顔を覆っていやいやと首を横に振った。

「もう、ガストン様ったら！　恥ずかしい……！」

「いや、だが……そんな……」

　ミラベルがそこを舐める姿を想像したのか、ガストンの首から顔までじわじわと熱が上っていった。

「……だ、駄目だミラベル！　そんな、娼婦がするようなことを君がやってはいけない！」

「でも！　わたしもガストン様を気持ちよくして差し上げたいんです！」

　顔から手を放して、ミラベルはきっぱり告げた。

「相手に心地よくなって欲しいという気持ちに立場は関係ありませんわ。わたし……いつもガストン様にあそこを舐めていただいて……本当に気持ちいいので、同じようにガストン様にも気持ちよくなって欲しくて……」

「うぅっ……！」

「それとも……こんなことを言い出す女性はおきらいですか？」

　だとしたら立ち直れないと思って、ミラベルは思わずうるっとしてしまう。

　だがそれを見たガストンは「……っ！」と声にならないうめき声を漏らして、ぶんぶんと首を横に振りたくった。

「……いや！　きらいになるわけがない！　だが……っ」

「それならばぜひ挑戦させてくださいませ！」

「わあっ！」

　えいっとガストンを押し倒したミラベルは、彼が身を起こす前にその男根の前に顔を寄せた。

「わ……改めて見ても大きいですね」

　思わずそうつぶやいてしまうほど、眼前にそびえ立つ彼のそこは太くて長くて立派だった。おかげでガストンはかわいそうなほど真っ赤になってうろたえてしまう。

「そ、そんなまじまじと見るものではないっ。汚いだろう……！」

「ガストン様のお身体に汚いところなどございませんわ。どこも筋肉質でムキムキで……こうしてなでているだけで惚れ惚れします」

「はう！」

　思わずうっとりと彼の太腿をなでたら、ガストンがうめき声ともつかない声を上げた。男根もビクーッと過剰に震えて、なんとも愛おしいばかりだ。

「上手くいくかわかりませんけど……」

　ミラベルはおずおずと竿部の根元に両手を添えて、ピクピク震える先端の孔に、ちゅっとキスをした。

　その瞬間だ。

「くぅぅ……っ！」

　ガストンが切ない声を上げて、先端から白濁をビュクッと吐き出してしまった。

「まぁ！　なんだか噴水のよう……」

「……ミ、ミラベル、待て、ああぁっ！」

　ミラベルが興味を引かれるまま竿部を擦れば、肉棒はおもしろいほどビクビクッと震えて、また白濁をビュ、ビュッと飛沫を上げる。

　手にかかるそれは体温よりも熱くて、ミラベルはこくりと喉を鳴らした。

「なんだかもったいないわ……」

　ふとそんな気持ちに駆られて、ミラベルは再び先端に口づけ、たらりと垂れたそれに舌を這わせる。ガストンが大きくうめいて、思わずと言った様子でがくっと肘を突いた。

「あ、あ、ミラベルぅ……」

「なんだか塩辛い感じ……。ガストン様、このまま口に含んでも？」

「い、いや、頼むからそれ以上は……、……っ！」

　ガストンの懇願むなしく、ミラベルはふくらんだ先端部をぱくりと小さな口に含んだ。

（確か、グレルさんからいただいた教本には、このあたりを舌でくすぐるといいって……）

　勉強熱心なミラベルは、書かれていた内容を愚直に再現すべく、舌先でちろちろと先端部と竿部のあいだあたりを舐めていく。

　一度口を離して、竿部の裏筋をつぅっと舐め上げ、再びぱくりと先端を含んだ。

　そのたびにガストンが「あっ」とか「うぅ」とか、苦しげでいて艶を帯びたうめき声を漏らす。

　それにたまらなくぞくぞくして、ミラベルは唾液が湧き上がるまま、それを塗りつけるようにしてガストンの一物を舐め続けた。

「んんっ……」

　舐めるだけでなく、ガストンがミラベルの粒をそうしたように、先端をじゅっと吸い上げてみる。

　ガストンの腰がびくんっと大きく跳ね上がり、塩辛い味が口の中にかすかに広がった。

「ガストン様、気持ちいいですか……？」

　先端にくちびるを這わせながら尋ねると、無言になっていたガストンは、恐ろしいほどのすばやさで再びミラベルを仰向けにした。

「きゃう！」

「気持ちよすぎて理性が飛ぶ……！　ああ、ミラベル！」

「はっ、ああぁあん……！　やっ、ガストンさま、だめ……わたしの番なの……っ、あぁああん……ッ！」

　だがミラベルの口淫ですっかり火がついたらしいガストンは、ミラベルの足を大きく開かせるなり、小さな布地の上から秘所を舐め回しはじめる。

　唾液とあふれる蜜で布地がすっかり濡れそぼった頃、ガストンは舌先で器用に布地を掻き分け、ヒクつく蜜口に舌をねじ入れてきた。

「ひやぁあああんッ！」

　狭い蜜口をこじ開けるように舌でぐちゅぐちゅと暴かれて、ミラベルは腰を何度も跳ね上げるほど感じてしまう。

　太い指先で包皮を剥かれて、ぷっくりと充血した粒をカリカリといじられるのもたまらない。ミラベルは腰の奥が熱くなるまま、何度も身をよじって身悶えてしまった。

「は、あぁあん、だめぇえ……！　また……わたしだけ、気持ちいいの、やぁあ……っ」

　感じすぎて舌っ足らずになりながらも訴えると、ガストンは再びうめいて、ミラベルの身体を片腕だけで引き起こす。

　その力強さにどきんと胸を高鳴らせながら、ミラベルはガストンが望むままに、あぐらを掻いて座る彼の膝の上に腰を下ろした。

「ひゃあぁあん！」

　ガストンの胴に足を回すと、反り返った一物が秘所に擦れて、たまらない気持ちよさが湧き上がる。思わず腰を揺らして刺激を求めると、ガストンもそれ以上の強さで腰を振ってきた。

「んンぁぁああっ……！」

　秘所のくぼみに肉竿がぴたりと押し当てられ、ぐじゅぐじゅと音を立てながら擦り上げられる。

　粒から湧き上がる気持ちよさにうめく一方、なにも入れられていない蜜壺の奥がひくひくと切なくなるようで、ミラベルはたまらずすすり泣いた。

「あ、あぁあん……ガストンさまぁ……！」

　ミラベルの懇願に答えるように、ガストンは彼女の顔を上向かせて、深く口づけてきた。

「ふぅぅ……っ！」

　身長差があるために、ミラベルは真上を向くよりもっとのけぞって、ガストンの口づけを受ける形になる。

　唾液を呑み込むのが大変で、舌を擦り合わせ激しく喘ぐうちに、呑み込みきれないぶんがくちびるの端からつぅっと垂れ落ちていった。

「あふっ、ん……んぅぅぅ……！」

　上からも下からもぐちゅぐちゅという激しい水音が響き渡る。激しく舌を絡ませ合うと意識すらぼうっとするほど気持ちよくて、ミラベルは必死にガストンの腕にしがみつき、その愛撫を受け入れた。

「は、はぁっ、ああん、あぁぁあ……！」

　やがて募りに募った快感がはじけて、ミラベルの細い身体がビクビクッと痙攣したように激しく震える。

　ガストンも「うっ！」と息を詰まらせ、二人の身体のあいだでそそり立つものの先端から、ビュクッと激しい飛沫をほとばしらせた。

「ああ、ミラベル……！　なんていやらしく可愛いんだ……！」

　ガストンのその言葉にも、肌にかかる熱さと鼻先をかすめる独特の香りにも、ミラベルは感じすぎるあまりくらくらとめまいを覚えてしまう。

「はぁ、あ、はぁ……っ、あぁ、あぁあんっ……！」

　再び激しく揺さぶられて、絶頂から抜けきらないミラベルはただただ喘ぐばかりだ。

　気づけば身体をうつ伏せに返され、お尻を高く上げる体勢を取らされる。細い紐だけで下着を支えていたため、お尻はほとんど丸出しの状態だ。

　その下着も、蜜と唾液と白濁が混ざって、どろどろと卑猥に濡れそぼっている。

　それを見たガストンは再び大きくうめき、背後からそこにむしゃぶりついた。

「きゃぁああん！　はっ、あぁ、あひぃぃい……ッ！」

　じゅうっと音を立てて強く吸いつかれて、ミラベルは腰を高く掲げたままがくがくと膝を震わせた。

「はぁ、ミラベル、ミラベルぅ……！」

「ひあ、はあぁん、あんっ……！」

　無意識のうちに逃げようとするが、腰をしっかりガストンに掴まれているため動けない。

　代わりに上半身が敷布に擦れて、ピンと尖ったままの乳首から熱い快感がふくれ上がった。

「はあぁあっ、あぁ、あぁああん……！」

　あまりに気持ちよくて、ミラベルはみずから上半身を揺すって胸を敷布に擦りつけてしまう。

　それを見たガストンが、ミラベルの腕をぐいっと背後へ引っぱった。

「やん！　あぁ、ああぁああ……！」

　急に引かれる痛みにびくっとしたミラベルだが、背後から大きな胸をむにむにと揉まれて、すぐに甘い声を上げる。

「ああ、ミラベル、大好きだ……！　愛している！」

　ガストンが大声で叫ぶように告げる。

　わたしも、と答えようとしたミラベルだが、乳首をきゅっとつままれて「ひぃん！」という喘ぎ声しか返せなかった。

　ミラベルの背に自身の身体をぴたりと押し当てたガストンは、彼女の足をそろえて膝立ちさせると、いつかのように背後から、秘所と太腿の隙間に肉棒をねじ入れてくる。

「あぁあぁああア……！」

　彼の肉竿が前後するだけで頭が真っ白になるほど感じてしまって、ミラベルはがくがくと全身を震わせる。

　胸を揉まれ、耳朶を食まれ、背後から素股で擦り上げられて……。

　めくるめく快感に揉まれて、ミラベルは結局ガストンに気持ちよくさせられるまま、いつしか意識を失ってこてんと眠りに就いてしまった。







第五章 あなたはわたしが守る








「では、行ってくる」

「はい、行ってらっしゃいませ」

　翌朝、玄関前でガストンに挨拶したミラベルは、彼にかがんでもらって頬にチュッとキスを送る。

　おかげでガストンは「仕事に行きたくない……」とぼやきながら、愛馬にまたがり騎士団の宿舎へ出勤していった。

「……はぁ、かつてないほど熱い夜を過ごしてしまったわ」

　朝だというのに、ミラベルは昨夜のことを思い出してうっとりと頬を染めてしまう。

　ベビードールを用意したナナも「よろしゅうございました」と楽しげにほほ笑んでいた。

「でも、そのせいでお疲れでしょう、ミラベル様？　もう一眠りなさっては？」

「そうねぇ。でも興奮で目が冴えているから、ひとまずサロンでのんびりしようかしら」

　ナナと話しながら私室へ戻ったミラベルだが、ほどなく執事グレルが困った様子で訪ねてきた。

「ガストン様が隊長印をお忘れになったのです。書類の最後にサインとともに捺す大切なものだけに、いつもは忘れることなどないのですが……おそらく久々の熱い夜に、すっかり浮き足立っていたのでしょう」

　やれやれと言いたげにグレルは首を横に振った。

「大切なものなのでわたしが届けてこようと思います。しばらく屋敷を開けることになりますが、よろしいでしょうか？」

　ミラベルは少し考えて申し出た。

「それなら、わたしがガストン様にそれを届けるのはどうかしら？　執事が長い時間、家を空けるのはあまりよくないし」

「よろしいのですか？　そうしていただけると助かりますが」

「ガストン様の訓練以外の姿も見られるかもしれないもの」

　ミラベルはいたずらっぽくほほ笑んで、グレルから隊長印を預かった。

　ナナが用意してくれた訪問着に着替えて、ミラベルは馬車に乗り込む。

　ナナをお供に騎士団の宿舎に着く頃には、もう昼近くになっていた。

「──申し訳ありません、隊長以下、第三隊は繁華街近くに出動中なんです」

　第三隊の隊長室を訪問した二人に、部屋付きの小姓が申し訳なさそうに頭を下げた。

「まぁ、そうだったの。なにか事件でもあったのかしら」

「はい。わりとさわがしい喧嘩が起こったみたいで。それを抑えるために、あわただしく向かったところなんです」

「ちょうどすれ違いだったのね。でもお仕事ならしかたないわ」

　執務室で書類仕事に励むガストンが見られなかったことを残念に思いつつも、ミラベルは小姓に隊長印を渡した。

　まだ幼い小姓は、あのガストンの婚約者がミラベルのような小柄な令嬢であることに驚いた様子で「お見送りします」とわざわざついてきた。

「まぁ、ありがとう。あなたも将来は騎士になるの？」

「はい、そのつもりです。いずれはガストン様みたいに大きくなって、ものすごい強い騎士になるんです！」

　そのために毎日牛乳を飲んでいるという小姓をほほ笑ましく思っていたミラベルだが、ふと、曲がり角の向こうで誰かがこそこそ話しているのに気づき、足を止めた。

「どうかしましたか？」

「しっ。静かに」

　ミラベルが人差し指を口元に当てる合間も、話し声はどんどん近づいてくる。

「──なんでも婚約者に骨抜きらしいぜ？　屋敷に連れ込んで毎夜しっぽりやってるとか」

「マジかよ？　女ぎらいかと思っていたら、その逆？」

「ああ。だからさ、このあと奴のところに……」

　話し込んでいた三人の騎士が、角を曲がってミラベルたちの前に姿を現した。彼らは小柄な令嬢がたたずんでいることにぎょっとした様子で、すぐに口をつぐむ。

　ミラベルはあえてにっこりほほ笑み「こんにちは」と挨拶した。

「あ、こ……こんにちは」

「お仕事、お疲れ様です。ごきげんよう」

　軽く膝を折って挨拶して、ミラベルは小姓に先立ちすたすたと歩きはじめた。

　そうして騎士たちと離れたところで、ミラベルはそっと口を開く。

「……先ほどの方々、もしかしてガストン様の話をしていたのかしら？」

　婚約者に骨抜き、屋敷に連れ込んでしっぽり……という単語からそう思ったミラベルだが、小姓は困った様子で「僕にはわかりかねます」と答えた。

「そうよね、ごめんなさい。でも、なんだかいやな会話だったわね」

「彼らは第二隊の騎士たちです。数日前から、うちの隊にすごく突っかかってくるようになって……。ガストン隊長もいやがらせをされたり、結構面倒なことになっているんです」

「まぁ、本当に？」

　ミラベルの脳裏に兄嫁シンディーの忠告がよぎる。

　ミラベル自身は屋敷でのんびりしているから実害はなかったが、ガストンのほうは矢面に立たされていたようだ。

（うーん、なんだかいやな予感）

　そんなことを思いつつ屋敷に戻ったミラベルだが、一仕事を終えた安心感のせいか、帰るなり眠気がやってきて、つい昼寝をしてしまった。

　目覚めたときはもう夕方で、我ながらよく寝たなと感心したものだが……兄嫁シンディーがあわただしくやってきたことで、のんびりした空気は打ち破られた。

「ミラベル、大変！　ガストン様は帰宅していて？」

　挨拶もそこそこに切り出した兄嫁に驚きながら、ミラベルは「いいえ」と答えた。

「なにかあったの、お義姉様？」

「あったというか、これから起こる可能性が高いというか……。騎士妻グループからの情報だけど、もしそれが本当なら、ガストン隊長の危機なのよ」

「ガストン様の危機！」

　ミラベルは驚きのあまりぴょこんと跳び上がった。

「いったいどういうことなの、お義姉様」

「なんでも第二隊の馬鹿が何人かが、ガストン様のところに娼婦を送って、色仕掛けで彼を落とそうと考えているらしいの！」

「い、色仕掛け……？」

　どうしてそんなことに？　と首をかしげるミラベルに「馬鹿の考えることなんて、わかりゃしないわ」とシンディーはバッサリ言ってのけた。

「でも、どうしてそんな情報が騎士妻グループに」

「ほかでもない、それを計画している騎士の奥様が、わたしに泣きついてきたのよ。夫が馬鹿なことをしでかそうとしているから、未遂のうちに止めてくれって」

　──どうやら第二隊の騎士たちの態度は目に見えて悪くなっていたようで、団長が近々なんらかの処分を下すのではないかとうわさされていたそうだ。

　それに反発してなのかなんなのか、第二隊の何人かが、いっそガストンのことも道連れにしてやろうと今回の計画を練ったらしい。

「それが色仕掛けなの？」

「効果のほどはわからないけど……とにかく、娼婦に色っぽい状況に持ち込んでもらって、ことをいたしている場面を目撃させるか通報させるか、みたいな筋書きらしいの」

「まぁ、なんとも低俗な」

　だが実際にそれが起こったら醜聞になるのは間違いない。婚約したばかりのガストンにとって、女絡みの事件を起こされるのは大ダメージにつながるだろう。

　なにより……。

「ガストン様はわたしと出会うまで女性に縁がないどころか、ふれたこともない清らかさを保っておられたのに……。それを妙な策略のせいで、わたし以外の女性にふれることになるなんて。そちらのほうが絶対に許せないわ！」

「──えっ、あの隊長、実は童貞だったの？」

　シンディーがぎょっと目を見開いて腰を引かせる。ミラベルは「そうよ」と堂々とうなずいた。

「ガストン様を妙な策略からお助けしないと。今は騎士団の宿舎においでかしら──？」

　そのとき、ガストンからの使いの小姓が屋敷にやってきて、今日も彼の帰りは遅いということを伝えてきた。

「連絡ありがとう。ガストン様は宿舎でお仕事かしら？」

　はやる気持ちを抑えてミラベルは小姓に尋ねる。

　小姓は「いいえ」と首を横で振った。

「繁華街近くで起こった乱闘の処理が長引きそうなので、今日は宿を取ると仰せでした」

　ミラベルとシンディーは思わず顔を見合わせてしまった。

「──その乱闘が第二隊の騎士たちによって引き起こされたものだったら……」

「繁華街近くっていうのがまた、ね。その可能性は高いと見て間違いないわ」

「……間違いが起きる前に、早く行かなくては！」

　ミラベルは矢も楯もたまらず飛び出そうとする。シンディーがあわてて「待って待って！」と止めた。

「女一人で行ってなにができるのよ！　今話した内容は今頃はカールにも伝わっているから、きっと第一隊がなんとかしてくれるわよ。だからあなたはここで待機！　わかった？」

「……っ」

　シンディーの言うことはもっともだ。しかしミラベルは素直にうなずくことはしなかった。

「……あいにくと、ガストン様がほかの女性にさわられるかもと考えるだけで、じっとなんてしていられないわ！」

「はぁ!?　ちょ、なにを考えているのよ、ミラベル！」

　止めようとする兄嫁を振り切り、ミラベルは屋敷の裏手の厩舎に向かう。

　そしてみずから馬を引っぱり出すと、すばやく鞍を取りつけてひらりとまたがった。

「きっとガストン様は乱闘が起きた近くに宿を取っているはず。──ハイッ！」

　手にした乗馬鞭を振るって、ミラベルはドレス姿のまま、恐ろしい勢いで屋敷を飛び出していったのだった。
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「──よし、報告書はこれでいいだろう」

　すっかり日が暮れた時間。宿の一室で書き物を終えたガストンは、ふぅっと息を吐き出した。

　──まったく、よくわからない面倒な乱闘事件だった。

　繁華街の近くで集団の殴り合いが発生していると聞き、部下を引きつれ駆けつけたガストンだが、彼の顔を見るなり恐れを成したのか、喧嘩していた連中はあわてた様子で方々に逃げて行った。

　追いかけて捕まえたところで、また別のところで似たような事件が起きた。それも立て続けに二件も、だ。

　全員を捕縛し取り調べをして、無関係の者を帰す頃には、もうすっかり遅い時間になってしまった。

　部下の中には宿舎ではなく王都に家を構えている者も多い。ガストンは対応に当たった部下全員にその場での解散を命じた。

　ちょうど近くに全室空きがある宿があったので、宿舎に寝泊まりしている部下と自分は、今晩はここで休むことに決めたのだ。

　そしてガストンは報告書をしたためたわけだが……改めて紙面に起こすと、本当に不可解な事件だったなと首をかしげるばかりだ。

（『金をやるから喧嘩をしているフリをしろ』と命じられてやった、と供述する者が跡を絶たなかった。そのほかは止めようとして巻き込まれた者、酔ったノリで入っていって被害に遭った者ばかり……）

　つまり、本当に捕らえるべきは金を渡した奴ということになるのだが……。

（誰に聞いても『顔は隠していてわからなかった』と答えるばかりで、てんで話にならなかったな）

　調査は明日、引き続き行うとして……いったん宿舎に帰るべきか、昼まで町中で聞き込みをしてから戻るべきかとガストンは考えを巡らせる。

　──と、そのとき廊下へ通じる扉が軽くノックされた。

「む？　誰だ？」

　部下の誰かがやってきたのかと思ったが……。

「あのぅ……すみません、第三隊の隊長さんがここにいると聞いて、ちょっと相談にきたのですけどぉ……」

　姿を見せたのは、なんと、フードを目深に被った女性だった。

　まったく考えていなかった訪問者に、ガストンは危うく椅子から転げ落ちそうになる。

「なっ……!?　ど、どどなたかは存ぜぬが、こんな時間に男の部屋に入るなど……！」

　あわてふためくガストンに対し、女性はフードをそっとうしろに払う。

　彼女の顔を見たガストンは大きく息を呑んだ。彼女が美しかったからではなく、目の周りと口元に大きな痣を見つけたからだ。

　蝋燭の明かりしかない中でもはっきりわかる痣に、ガストンは「どうしたのですか？」と真面目な面持ちになった。

「夫に……ぐす……き、騎士の夫に、殴られたんです。わたしの作る食事が気に入らないって、全部皿ごと床にうち捨てられて……」

　さめざめと泣き出した女性に、ガストンはたちまち義憤に駆られる。

「なんと。騎士としても男としても見下げ果てた行いだ」

「ええ……でも、わたしは夫に逆らえず……だから、同じ騎士で、隊長でもあるあなた様に、なんとか助けていただきたくて……」

　ガストンは「そういうことならば」とうなずいた。

「ご主人は王国騎士なのですね？　所属は？　すぐに宿舎に早馬を飛ばして連絡します」

「ありがとうございます……で、でも夫はすぐカッとなるひとで……そんな連絡が行ったら逆上して、よけいに暴力を振るうだけだわ。わたし、わたし、隊長さんに助けていただきたいの……！」

　感情が高ぶったのか、女性はわっと泣き出しながらガストンの胸に飛び込んできた。

　鼻先をかすめる香水の香りと、むにゅっと押しつけられた乳房の感触に、ガストンは全身の毛穴がぶわっと開くのを感じる。

　それは決して、抱きついてくる女性に欲情したわけではなく──ミラベル以外の臭いがする女に抱きつかれたことで、拒絶反応が出たせいだ。

「うわぁああああ！」

　ガストンは思わず女を突き飛ばしていた。

「きゃっ！　なに……？」

　床にひっくり返った女は目を白黒させる。

　ガストンはすぐにハッとして「す、すいません」と謝ったが、心臓はドキドキといやな鼓動を立てているし、女性に手を上げたことにも自己嫌悪を抱いてしまった。

「申し訳ない、その……女性慣れしていないもので。驚いてしまって」

「まぁ、初心でいらっしゃるのね」

　女性はくすりと儚げにほほ笑み「わたしこそ失礼しました」と頭を下げる。

　と、彼女が「こほこほ」と軽く咳き込んだ。

「も、申し訳ない、当たり所が悪かっただろうか？」

　あわてて助け起こしに向かったときだ。

　ガストンが膝をついたのを見るなり、女はローブの下から手を差し出す。その手にはなぜか香水の瓶が握られていた。

　ガストンがハッとしたときには、女は瓶の蓋を開けて、中身をガストンの顔に思い切りぶちまけていた。

「ぐっ……!?」

　突然の不意打ちにガストンは思わずあとずさる。机にガンッと腰がぶつかってしまい、弾みでひっくり返った。

　すぐに起き上がろうとしたが、どうしたことか、指先が痺れて動けない。

「……う、が……？」

　ろれつも回らず、なにが起きたかと問うこともできなかった。

「──まったく、手間をかけさせて。女好きと聞いていたから、しなだれかかればすぐに落ちると思ったのに」

　女は香水瓶をローブの内ポケットにしまうと、さっさと前ボタンを外してローブを脱ぎ捨てる。

　恐ろしいことに、ローブの下に着ていたのは薄くひらひらした黒い下着一枚だった。

「……!?」

「悪く思わないでね。こういう依頼なの。あんたに強姦されているようにして欲しいっていうね」

　女は長い髪を掻きあげながら、仰向けに倒れたガストンの上によいしょと乗り上げる。そして彼の衣服を手早く乱していった。

「もうすぐ騎士たちが駆けつける算段になっているわ。わたしを助けるという名目でね。ふふ、大丈夫よ、ちゃあんと気持ちよくしてあげるから──」

　──そのとき、廊下のほうが、なにやらざわざわとさわがしくなった。

　どったんばったんと扉が連続で開け閉めされるような音とともに、騎士たちの声と、それとは別に女性の声が響いてくる。

「待て、そっちは……ぎゃあああ」

「……きなさい……！　道をあけ……」

　物音はどんどん大きくなり、こちらに近づいてくるようだ。

　ガストンの下穿きに手をかけようとしていた女は「はぁ？」と言いながら振り返った。

「なんでこんなにうるさいわけ？　ムードが台無し──」

　だが女が言い終える前に、ガストンたちがいる部屋の扉がバーン！　と開いて、小柄な令嬢が姿を現した。

「ガストン様──！　ここにいらしたのですね!?」

「あ、が……!?」

　ガストンは大きく目を見開いて驚愕を示す。

　現れたのは誰であろう、彼の婚約者ミラベルである。

　彼女はガストンに馬乗りになる女の存在に気づくと、ハッと息を呑み、即座に部屋に押し入ってきた。

「どきなさい！　わたしのガストン様になにをするの──!!」

「はっ？　えっ!?　なによこの小娘……きゃあああ！」

　女が悲痛な悲鳴を上げる。

　なんとミラベルは右手に持った乗馬鞭で、女のことを容赦なく叩きまくったのだ。

「ひとの婚約者に馬乗りになって、あなたのほうがなにをしてくれるのよ!!　──みんな起きて！　この痴女を早く連行して──ッ!!」

（痴女……）

　健全に育ったはずの令嬢がよくそんな言葉を知っているなと、あさってのことを考えるほど、ガストンはミラベルの登場に驚いてしまっていた。

　だが騒ぎを聞きつけ騎士がやってきたことにより、そんなのんきなことを言っている場合ではないと気づく。

　顔を出したのはガストンの部下ではない、見慣れぬ騎士たちだ。彼らは部屋の様子を見て「ど、どうしてこうなってるんだ!?」と目を剥いていた。

「……ええいっ、こうなったら！　第三隊の隊長を袋だたきにしてやれ！」

「そっちの令嬢は、もしやこいつの婚約者か？　……はっ！　ならばちょうどいい。おれたちで可愛がってやろうぜ！」

　どうやら当初の計画が狂って破れかぶれになったらしい騎士たちは、そんなことを口々に言いながら部屋になだれ込んでくる。

　騎士の一人に背後から髪を掴まれたミラベルが「きゃあ！」と悲鳴を上げた。

　──その瞬間、ガストンの堪忍袋の緒がブチッと切れる。

　一瞬にして血が沸騰した彼は、しびれ薬の効果などなかったかのごとく、驚くべき勢いで身体を起こすと、騎士たちを拳で迎え撃った。

「──この卑怯者どもがッ!!　おれのミラベルになにをする──!!」

　こうなったらもうガストンの独壇場だ。

　彼は及び腰になる騎士たちを容赦なく殴り飛ばし、蹴り倒し、壁に叩きつける。

　まさにちぎっては投げ、ちぎっては投げという状態だ。十人ほどいた騎士たちはあっという間に伸されてしまった。

　かろうじて逃げ出した者も何人かいたが、騒ぎを聞きつけて起き出した第三隊の騎士たちに即座に取り押さえられた。

「──あっ！　こいつら第二隊の奴らだ！　最近おれたちにもよく喧嘩をふっかけてきていたが……！」

「この野郎ども！　こんな夜中になにをしにやってきた!?」

　そうして残りの無礼な騎士たちも、ガストンの部下たちにボコボコにされ──。

　化粧で痣を作っていた女もうしろ手に縛り上げられ、騒動は無事に終結した。

　夜中だというのに、またまた大捕物になってしまったガストンと第三隊の面々であった。
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　それから一週間後。オーガンディル侯爵家のサロンにて、ミラベルは買い物ついでに立ち寄った兄嫁シンディーとお茶を楽しんでいた。

「はぁ、そんな感じだったわけね……。あなたが馬に乗って飛び出していったときはどうしたものかと血の気が引いたけど、とりあえず無事でよかったわ」

　ミラベルから一週間前の事の次第を聞いたシンディーは、しみじみとした面持ちでそうつぶやいた。

　すでにガストンからも兄からも「無茶なことをして！」と怒られていたミラベルは、曖昧なほほ笑みで「心配かけてごめんなさい」と謝る。

「でも、お義姉様だから言うけど、やっぱり家でじっと待っているなんてできなかったわ。飛び出した結果、ガストン様の貞操の危機に飛び込めたのだから、結果的によかったのよ」

「鬼隊長の貞操より、あなたの身の安全のほうがよほど大切なのだけど……」

「わたしにとってはガストン様の清らかさのほうが大事なの」

　ミラベルはきっぱり言い切った。シンディーはあきれ返った面持ちで首を横に振る。

「しかし、よく第三隊の連中が泊まっていた宿に気づけたわねぇ」

　野生の勘で探し当てたの？　と尋ねるシンディーにミラベルは「まさか」とコロコロ笑った。

「地道に一軒一軒回ったわ。騎士たちが分散して泊まっている可能性もあったから。結果的に、四軒目に訪ねた宿屋に全員が泊まっているとわかったけれど……。いかにも、あやしかったのよ。なにせ宿の主人が、昼間に全室買い占めた騎士がいて、その騎士に『夜に騎士がきたら泊めてやれ』と言われたから、ガストン様たちを泊めた──と答えたのよ？　乱闘も含めて仕込まれたことだとピンときたわ」

　だからこそ、ミラベルは『ことが起きるならここだ』と直感し、「みんな起きて──！」「襲撃があるわよ！」などと叫びながら、一室一室、扉を開けてまわったのだ。

　そのおかげで、こっそりガストンの泊まる部屋に入ろうとしていた第二隊の騎士たちも、すっかり寝入っていた第三隊の騎士たちも仰天して、双方が入り交じる大騒ぎになり、大捕物に発展したというわけである。

「なるほどねぇ。いずれにせよ、もはや動物並みの嗅覚を感じるわ」

　義妹の恐るべき行動力に、シンディーはあきれを通り越して恐れを成したらしい。敵に回したくないわね、とぼそっとつぶやいていた。

「とにかく、第二隊の奴らを一網打尽にできてよかったわね」

「ええ、本当に」

　ミラベルはにっこりほほ笑み、ナナが入れてくれた美味しい紅茶をゆったり飲み干した。

　──第二隊が引き起こしたこの愚かな事件は、団長どころか王宮の人々の耳にも届いたらしい。第二隊の隊長は国王に直々に呼び出され、謹慎処分を受けたということだ。

　第二隊も一度解体されることになり、事件に関わってた騎士たちは問答無用で即解雇。

　そうでなかった騎士はガストンが率いる第三隊に配属になり、彼のもとで日々ビシバシと鍛えられているらしい。……ある意味、謹慎処分より重い罰かもしれないな、と兄カールが身震いしていた。

　そして王宮も巻き込む醜聞となったからには、社交界中がこの話題で持ちきりになり、今ではすっかり尾ひれのついた話として出回っているらしい。

　なんでも、第二隊の騎士に乱暴されそうになったミラベルを見て、婚約者を溺愛するガストンが激怒し、騎士たちを全員ボコボコにしたとか。

　ミラベルはミラベルで、婚約者の危機に間一髪で駆けつけ、罠に嵌められそうになったガストンに命がけの警告を放ったとかなんとか……。

「あながち間違いとも言い切れないうわさよね」

　ほほ笑むミラベルに対し、シンディーは悩みが深いと言わんばかりに頭を抱える。

「本当に、それがよけいにタチが悪いのよ。今や城下町にも拡散されて、あちこちで物語としておもしろおかしく語られている始末らしいわ」

「わぁ、それは聞きにいきたいわ。どんなふうに語られているのかしらね？」

　興味津々と言わんばかりに目を輝かせるミラベルに、シンディーは大きくため息をついた。

「まったく、前向きなんだから。落ち込むよりはいいけどね」

　そのとき、執事グレルが扉をノックして入ってきた。

「ご歓談中に失礼いたします、ミラベル様。仕立屋が到着いたしました」

「まぁ、そんな時間なのね」

　おしゃべりに夢中ですっかり忘れていたわ、とミラベルは時計を見やって目を丸くした。

「仕立屋ということは、ウエディングドレスの打ち合わせかなにか？」

「ええ！　もう仮縫いが済んだところなの。お義姉様もぜひ見ていって」

「あら、いいの？　じゃあ、お言葉に甘えて」

　そうして移動した客室では、仕立屋の針子たちが忙しそうに動き回っていた。

「や、ミラベル様。ああ、クインシティ伯爵家のシンディー様も。ごきげんよう」

「こんにちは。まぁ、これがウエディングドレスね」

　トルソーに飾られた真っ白なドレスに、シンディーは感慨深げに目を細めた。

「結婚式が楽しみね。本来ならまだ先だったはずなのに、ガストン様に任務が下ったから」

「ええ」

　ミラベルも笑顔でうなずいた。

　──ガストンが第二隊の騎士を叩きのめしたことを一連の報告で知った国王は、ガストンを直々に呼び出し、各所への出向を命じたのだ。

　ここ数十年、この国は平和な時代が続いたために、騎士や兵士たちの士気や膂力がずいぶんと落ちているらしい。

　今こそガストンのような猛者が稽古をつけることが肝心だということで、ガストンは一年ほど、国内の騎士の駐在所を回る出稽古のような仕事を請け負うことになったのだ。

　そうなると結婚式は延期か……と周囲はがっかりしたが、あいにくガストンとミラベルは延期などとても耐えられないという思いで一致していた。

　そのため、

『延期になるくらいなら、いっそのこと今すぐに結婚したい！　そして……おれについてきてくれないか、ミラベル！』

『もちろんです！　結婚していなくてもしていても、ついていく気満々でしたが！』

　ということになり、半年後に予定されていた結婚式は大きく前倒しにして──なんと今日から五日後に行われることになったのだ。

　そのためミラベルもガストンも大忙しで、ガストンに至っては結婚後に休暇を取るため、連日宿舎に泊まり込んで、恐ろしい勢いで働いているとのことだった。

「隊長さんと会えなくてさみしいのではなくて、ミラベル？」

「そうね。でも、結婚後の休暇のためにがんばってくれていると思うと、愛おしさが募るわ。ああ、早く結婚式の日にならないかしら……」

「ハイハイ、あいかわらずね。ごちそうさま」

　夢見る面持ちで甘いため息をつく義妹に、シンディーはあきれた顔で手をひらひら振っていた。

　そんなわけで、ミラベルもガストンも急ピッチでいろいろと用意を調え──五日後、無事に結婚式の日を迎えることができた。
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「ガストン・オーガンディルよ。なんじ、健やかなるときも病めるときも、ミラベル・クインシティを愛し、慈しんでいくと誓いますか？」

「……ち、ちちち、ちかっ、誓います!!」

　緊張のあまり盛大に噛みまくったガストンは、最後はうわーんとうなるように宣言した。

「……ミラベル・クインシティよ。なんじ……」

　ガストンの大声に耳がキーンとなった様子ながらも、初老の司祭は表向き平静を保ったまま問いかけを続ける。

　ガストンと同じ問いかけをされたミラベルは、笑顔で「誓います」とうなずいた。

「では、誓いの口づけを──」

　司祭に促され、祭壇の前でガストンと向かい合ったミラベルは、彼が緊張のあまり首筋まで真っ赤になっているのに（可愛い……！）とときめいてしまう。

（閨の鍛錬をはじめた最初のときは、ガストン様はいつもこんな様子でいらしたものね）

　一ヶ月経った今でもあまり変わらないが……と思いつつ、ミラベルはガストンの口づけを嬉しく受け止める。

　目を閉じ、顔を上向かせて待っていたミラベルと違い（ミラベルのくちびるに確実に口づけしなければならない……！）と思い詰めていたらしいガストンは、ちゅっと口づけを終えた瞬間にどっと汗を噴き出して、へたり込みそうになっていた。

（──そうやって真面目に構えすぎてしまうところも好き！）

　司祭と参列客の心配そうなまなざしなどつゆ知らず、ミラベルは一人胸中できゃあきゃあとはしゃいでいた。

　とにかく、神聖なる口づけのもと、二人は神に夫婦として認められた。司祭がそれを宣言すると、参列客はわっと沸き立って拍手を送る。

　温かな祝福の嵐にはミラベルのみならず、ガストンも感動した様子で、二人は目を合わせてほほ笑み合うのだった。







　その後はオーガンディル侯爵邸に移動しての祝宴だった。

　オーガンディル侯爵をはじめ多くのひとが浴びるように祝い酒を飲み、歌えや踊れやの大宴会で、終始さわがしく賑やかな祝宴だった。

　そして日が暮れてある程度の時間が経つと、執事グレルがナナを伴い近寄ってくる。

「そろそろ無礼講のお時間ですので、ミラベル様は退席なさって大丈夫です」

「いよいよ初夜ですね、ミラベル様！　この日のためにあれこれ用意済みですよ」

　親指をぐっと立てるナナを頼もしく見つめつつ、ミラベルはうなずいて祝宴の場からそっと抜け出した。

　祝宴のドレスを脱ぎ、全身を石けんでしっかり洗う。髪にも肌にも贅沢に香油を使って、初夜のためだけにあつらえた夜着に身を包んだ。

「なんだか感慨深いですね。この一ヶ月、この日のために過ごしてきたと言っても過言ではないですし」

　感極まったのか、支度を終えたナナがなんと涙ぐんでしまった。

「ナナのおかげよ。そしてグレルさんの。二人が協力してくれたおかげで、わたしは自信を持って初夜に臨めるわ……！」

　体格差やらガストンのあそこの大きさやら、見合いが決まったときは不安ばかりだったが、鍛錬を重ねてきた今ならきっと乗り越えられる……！

　ぐっと拳を握るミラベルを、ナナは「健闘をお祈りしております！」と言って、寝室に送り出してくれた。

　慣れた寝室、慣れた寝台のはずだが、やはり初夜という特別な夜のためか少し緊張してしまう。

　ガストンも同じなのだろうか。やってきた彼はどこかこわばった顔をしていた。

「ガストン様、今日はお疲れ様でした」

　ひとまず気持ちをほぐすために世間話でも、と思ったミラベルだが、彼女の姿を見たガストンが鼻を押さえてのけぞったので目を丸くしてしまった。

「まぁ、どうしました？」

「……そ、そそそ、その夜着姿……！」

「ああ」

　ミラベルはワンピースタイプの夜着の裾をちょっと持ち上げた。

「フリルがたっぷりで可愛いでしょう？」

「確かに、可愛い……可愛いが……ほとんど透けているではないか！」

　ガストンが吠えたように、夜着はごくごく薄い生地でできているため、その下の肌がしっかり透けてしまっていた。乳房の形どころか乳輪も乳首もはっきり浮き出ているし、下着をつけていないので秘所の茂みもしっかり見える。

「お気に召しませんでしたか……？」

「逆だ！　おれはその手のいやらしい衣装に弱いんだ！」

　ベビードールで盛大に盛ったことを思い出してか、ガストンがうわーんと吠えた。

「うふふ、気に入っていただけたならなによりです」

　ミラベルはあえてガストンにぴたっと抱きついた。

「あああああ、ミラベル、そんなにひっついたら……！」

「ムラムラッとしませんか？」

「……する！」

　耐えられなくなった様子で、ガストンはミラベルをすぐさま抱き上げ、寝台に運び込んだ。

「んんっ……！」

　たちまち覆いかぶさられ、口づけられる。いつも通りの情熱的な口づけに、ミラベルの胸もたまらずキュンキュンした。

「はぁ……ガストンさま……」

「う……そんな声を出さないでくれ。腰にくるんだ」

　ガストンが今にも爆発しそうな面持ちでくちびるを噛みしめた。

「下手したらもう出してしまいそうだ」

「まぁ、そんなに……？」

　ガストンは真っ赤になりながらうなずく。

「ほ、本当は……聖堂で君のウエディングドレス姿を見た瞬間に……あそこが勃ちまくってしかたなかった……！」

「まぁ……！」

　そんな様子にはちっとも見えなかっただけに、ミラベルは目を丸くして驚いてしまった。

「祝宴の赤いドレスも恐ろしく似合っていて……可愛らしいのに胸元はがっつり開いていて扇情的で……！」

「うふふ、お気に入りですの」

「ああ、すばらしく似合っていた。だが！　そんなあなたに部下どもが鼻の下を伸ばして見惚れているのが腹立たしかった……！」

「まぁ！」

「おれのミラベルを舐め回すように見るなと……！」

　震える拳を握り込んで奥歯をギリギリ噛みしめるガストンを見て、ミラベルは（きゃあああ！）と興奮で鼻息を荒くしてしまう。

　──ガストンのこの反応、これはまぎれもなく部下たちに嫉妬を抱いている証拠だ！

　それはガストンがミラベルに対し、少なからず独占欲を抱いている証でもある。彼女はますますときめいてしまった。

「嬉しいです、そんなふうに思っていただけるなんて！」

「うむっ!?」

　思わずミラベルからくちびるを重ねると、ガストンはびくっと一度震えてから、猛然と舌を差し入れて口内を舐め回しにかかってきた。

「んふぅ……っ、ん、んぅ……！」

　感じやすい舌の根をくすぐられて、ミラベルはびくびくっと全身を震わせる。身体の奥がたちまち熱くなって、蜜口がひくっと震えるのがはっきりわかった。

「はぁ、ミラベル……っ」

　ガストンもたまらない様子でミラベルの乳房を揉んでくる。それだけでなく、彼は一度身体を起こすと、ツンと尖って布地を押し上げる乳首に吸いついた。

「んんっ……！」

　強めにじゅっと吸われて、肌の内側に熱い愉悦が走って行く。もう一方の乳首も吸われ、舐め回されて、薄い生地はあっという間に唾液で濡れて、肌にぺたりと張りついた。

　おかげで乳首がより強調されて、視覚にも恥ずかしい状態になってしまう。

「ああ、きゃっ、ぁぁあう……！」

　胸をしゃぶられながら背筋のくぼみを指でつぅっとたどられて、ミラベルはたまらず背をのけぞらせた。

「はぁ、はぁ、ミラベル……っ」

「あっ、あぁぁあんっ……耳、だめ……弱いのぉ……っ」

　ガストンのくちびるが耳に移って、耳朶をやんわりと食まれる。小さな孔に舌先を入れられくちくちと動かされるだけで、頭の中まで茹だってしまうほどの気持ちよさに包まれた。

「はぁ、あぁああん……、あんっ」

　首筋を舌でたどられ、汗ばんだ肌を吸い上げられる。ミラベルはそのたびにびくっと身体を跳ね上げ、蜜口をひくひく震わせていた。

「あ、はぁ……はぁあん……っ」

　上半身ばかり攻められることに耐えられずに、腰が勝手に動き出してしまう。

「ミラベル……腰が揺れているぞ」

「だって……んっ……欲しいんですもの」

　思わずくちびるを尖らせると、ガストンが「可愛い……！」と叫んで思い切りのけぞる。間一髪のところで鼻を押さえたからか、鼻血はなんとか免れたらしい。

　だが下肢のほうは抑えが効かないようで、すでにガウンを押し上げるほど勃起していた彼の先端からは、それなりの液が滲んで布地を汚していた。

「ガストン様だって、こんなにしているくせに」

「あうっ！」

　ミラベルはついいたずら心から、ガストンのそれに指を這わせる。おかげでガストンがびくっと震えて、より布地に染みが広がった。

「ミ、ミラベル……！」

「ふふ、ガストン様、ここが弱いですもんね？」

「……ああっ！」

　ミラベルが小さな手で男根をきゅっと握ると、ガストンはたちまち大きくのけぞる。

　ミラベルはしてやったりという気分になって、座り込んだ彼の股ぐらに顔を近づけた。

「ちょっ、ミラベル、やめ……！」

　ガストンの言葉が終わるより先に、ミラベルは彼の先端をぱくっと口に含んだ。

「……っ!!」

　その瞬間、ガストンがびくっと全身をこわばらせ、熱い飛沫をミラベルの口内にぶちまけてくる。

「んん……！」

　これにはミラベルもびっくりして、思わず口の中のそれを呑み込んでしまった。

　が、いかんせん量が多くてすべては無理で、半分ほどこぼしてしまう。器官にも少し入って、ミラベルは軽く咳き込んでしまった。

「けほっ、けほ」

「ああああああああ！　ミラベル、すまなっ、……すまない!!　大丈夫か!?」

　ガストンはかわいそうなほどあわてふためいて、ミラベルの背をさすってくれた。

「すごいです……ガストン様の子種、こんなにいっぱい」

　顔を上げたミラベルは口元を拭いつつ、舌に残る味に少し顔をしかめてしまう。

　一方で、しっかり勃起したままのガストンの男根には目を丸くしてしまった。

「一度くらいでは落ち着かないのですね。大丈夫です、もう一回……！」

「いや！　やめっ……ぅあああ！」

　再び先端をパクリと咥えられて、ガストンが悲鳴を上げた。

「ま、待て待てミラベル、本当に待て！　またすぐに出てしまうから……！」

「んっ……大丈夫です、今度はちゃんと、上手に呑み込みますから」

「そういう問題じゃ……おうっ！」

　伸ばした舌でねっとりと肉棒の裏筋を舐めると、ガストンがびくっと腰を跳ね上げた。

「だ、めだ、ミラベル……！　これではまたすぐ爆発する！」

「きゃんっ」

　うわーんと吠えたガストンに腰を掴まれ、ぐいっと引き起こされる。

　そうして気づけば、ミラベルは仰向けになった彼の上に、四つん這いで乗っかるような形になった。

　だがミラベルの眼前にあるのはガストンの顔ではなく、天を向いたままそそり立つ男根で……。

「これなら……まだ、両方気持ちよくなれるだろう！」

「きゃぁあっ、ああん！」

　そして、仰向けになったガストンはわずかに上体を起こして、ミラベルの秘所を舌で舐め回しはじめる。

　感じやすいところをざらつく舌で舐められて、ミラベルはびくんっと全身を跳ね上げた。

「はっ、あぁああん！　やぁああ……ッ！」

　濡れそぼった秘裂を舌でたどられ、顔を出した粒を音を立ててじゅるっと舐められ、ミラベルは下肢から湧き上がる快感にいやいやと首を振る。

　同時に彼の一物がピクピクと震えているのには、胸をキュンとさせずにはいられない。

　ミラベルは腰が崩れ落ちそうになるのをこらえながら、ガストンの男根に手を添え、先端をぱくっと口に含んだ。

「ふぐぅっ……！」

　下肢のあたりからガストンのうめき声が聞こえる。いっそう粒をしゃぶられるのに身体を熱くさせながら、ミラベルもまた反り返る竿部にねっとりと舌を這わせた。

「はぁ、はぁっ……あぁあん！　ガストン様、そこ、だめぇぇ……！　んぅぅ……！」

「くっ、うぅ……！　ミラベルこそ、そんなところを舐めるなど……っ！　うっ！」

　ガストンもたまに腰をびくっと突き上げ、感じている様子を見せる。

　彼が感じると嬉しくなって、ミラベルもつい男根を口に含み、じゅぷっと音を立ててしゃぶってしまう。

　ガストンはそのたびに甘く苦しげにうめいて、ミラベルの蜜壺に指を差し入れてきた。

「ふうぅぅぅ……ッ！」

　ガストンの男根を吸い上げながら、蜜壺のざらついたところを擦られる快感にミラベルもうめく。

　ガストンが腰をしっかり支えてくれるから崩れ落ちる心配はないものの、あふれる蜜をじゅるっと吸われる音が響くと、頭の中まで真っ赤になるほど恥ずかしい思いが湧き上がった。

（あぁ、でも……すごく気持ちいいわ……！）

　お互いの感じやすいところを攻め合うのが、こんなに気持ちよく興奮するなんて……！

「ん、んあっ、んん……！」

「はあ、はぁ、ああ、ミラベル……こんなに濡れて」

「んんン……！」

　蜜壺を二本の指でほぐされながら、粒をじゅっと吸い上げられて、ミラベルの腰がびくんっと大きく揺れる。

　もはや先に達したほうが負けのような雰囲気もあって、ミラベルも負けじと、男根のくびれた部分を舌先でチロチロと刺激した。

「ぐぅぅ……！」

　ガストンも苦しげにうめいて腰をかすかに上げる。

　お互いに、相手に先に根を上げさせるため、いっそう熱心に舐めたりしゃぶったりをくり返し──。

「──ん、んぁっ、んきゃぁぁあう……！」

「うぐぅうう……！」

　ほぼ同時に大きくうめいて、ミラベルはたまらずガストンの男根から口を離して甘い悲鳴を上げる。

　ガストンもまたがくがく震えながらうめき声を上げて、腰をぐっと突き出した。同時に先端からビュクッと大量の子種が噴き出して、ミラベルの胸あたりを汚していく。

「ふぁぁあああ……ッ！」

　ミラベルも大きくのけぞって、全身をがくがくと震わせる。蜜壁がきゅうっとうねってガストンの指を締めつけた。

　驚いたガストンが指を引き抜くと、動きに合わせて大量の蜜がぷしゅっと噴き出してしまう。

「はあ、あぁ、はぁ……っ！」

　息も絶え絶えになりながら、ミラベルはぐったりとガストンの腹筋あたりに崩れ落ちる。

　硬く熱いガストンの肌にうっとりするのもつかの間、仰向けに転がされて、ミラベルはうっすらと目を開いた。

「あ、ガスト、さま……、きゃぁああう！」

　まだ絶頂が抜けきらないうちに、再び秘所に顔を埋められて、ミラベルは大きく身をよじって悶えてしまう。

　ガストンはふくらんだ粒をぬるぬると舐め回しながら、再びミラベルの蜜壺に指を入れて抜き差しをはじめた。

「はっ、あぁあ……、あぁああぁ──ッ!!」

　感じやすい中のざらついたところを的確に擦り上げられて、ミラベルは腰をがくがくと震わせる。

「いやぁ……あぁああん……！」

　そのまま二度、三度と絶頂に押し上げられて、ミラベルは我を忘れて甘く叫んだ。

　秘所からも、ぷしっ、ぷしゅっと音を立てて何度も潮があふれて、寝台はすっかり蜜まみれになっている。

　夜着も濡れて肌に纏わりつき、より卑猥な有様になってしまっていた。

「はぁ、はぁ、ミラベル……！」

　顔を上げ、手の甲で口元を荒く拭ったガストンは、うなり声を漏らしてミラベルの夜着をぐいっと引っぱる。

　薄い夜着はピリッと裂けて、あっという間にただの濡れた布と化した。

　そして露わになったミラベルの乳房に、ガストンは我慢できないとばかりにむしゃぶりついていく──。

「あぁ、あああ、ガストンさま……ひぅうッ！」

「ミラベル……ああ、ミラベル……！」

　ガストンも荒い息をついて、ミラベルの足を大きく開かせてきた。

「もう、我慢できない……！　入れてもいいか？」

　ミラベルははぁはぁと荒い息をつきながらも、とうとうこのときがきたとばかりに胸をどきんっと高鳴らせた。

「ええ、もう……入れてください」

　ガストンの、あの大きな肉竿が自分の中に……想像しただけで蜜壺の奥がきゅうんと切なくなって、新たな蜜がとろりと垂れた。

　ミラベルの細い身体に丸太のような両腕を回して、彼女にチュッと口づけたガストンは、彼女の蜜壺に己の切っ先をあてがうと、ぐっと腰を進めてくる。

「ひぅっ！　……う、うぁああ……ッ！」

　予想していたとは言え、太く長大なそれを呑み込むのは大仕事だった。処女壁が引き攣る感じにミラベルは眉をひそめ、ガストンも申し訳なさそうに眉を垂れる。

　だが先端のふくらんだところさえ入ってしまえば、あとは奥までぬぷっと呑み込むことができた。

「う……、はぁ、はぁ……」

「ミ、ミラベル……大丈夫か？」

「……」

　ガストンは心配そうな顔をしていたが、ミラベルは……思ったより痛くないことにびっくりして、逆に言葉を失ってしまった。

　いや、痛くないというより……むしろ……。

「う、動いて……」

「む？」

「お、奥が……むずむずして、もっと欲しいんです……！」

「……！」

　これにはガストンも驚いた顔をしていたが、何度も絶頂させられてすっかり味を占めたのか、蜜壺の奥がとにかくうずいてどうしようもないのだ。

　息をするだけで身体はどんどん熱くなるし、彼の先端が押し上げるところが、もっと激しく突いて欲しいとばかりにうずうずする。

　たまらず、ミラベルは自分で腰を動かして刺激を求めようとした。

「あ、ん、んぅ……！」

「く、ぅ……！　ミ、ミラベル、駄目だ、そんなふうに動いては……!!」

　耐えられないのはガストンも同じだったのだろう。

　彼は腹をくくった様子でミラベルの腰をしっかり掴むと、一度腰を引いて、今度は奥までずんっ！　と大きく突いてきた。

「あんっ!!」

　ミラベルもたまらず大きな声を上げる。彼に奥を突かれた瞬間、頭まで突き抜けるような快感に見舞われ、一瞬息が止まってしまった。

「あ、あ……っ」

「ぐぅ、締まる……！　ミラベル、そんなに締めつけてくれるな……！」

　ガストンが苦しげな声を出すが、ミラベルはただ気持ちいいと感じるだけで、締めるなと言われてもわからない。

　だが困惑を告げるより早く、再び腰を引かれ、また突き上げられ、ミラベルは「あぁん！」と甘い声を上げた。

「む……確かに、痛くはなさそうだな……っ」

「あ、あ……っ」

「それならおれも……っ」

　ミラベルの腰をぐっと自分のそばに抱え直して、ガストン自身は座り込むような形になる。

　お尻が浮き上がるような体勢になったミラベルは、蜜壺の奥をずんっと押し上げられるほどの抽送にたまらず嬌声を上げた。

「ひあっ、あ、あぁ、う、あ、あぁ……っ！」

　じゅぷじゅぷと音が鳴るほど激しく抜き差しされて、そのたびにミラベルの身体が前後に揺さぶられる。

「ぐぅ……ミラベルぅ……！」

　歯を食いしばったガストンはたまらない様子で、ミラベルの奥をずんずんっと激しく突き上げた。

「あぁぁ！　ひ、あ、あうっ、う……ああぁああう!!」

　反り返った肉竿が蜜壁を擦り上げるたびに、目の前がちかちかするほどの気持ちよさが湧き上がる。

　煮え立つような快感が蜜壺の奥から湧き上がって、頭の奥まで痺れるようだ。

「ん、あぁ、あああぁ、ひあぁ、あぁう……！」

　喉はカラカラに渇くのに口の中には唾液があふれ返って、呑み込めないぶんがくちびるの端からこぼれていく。

　身をかがめたガストンは、それを吸い上げるようにくちびるを寄せて、ついでにミラベルのくちびるにもむしゃぶりついてきた。

「んんう──……ッ!!」

　口をふさがれ呼吸しづらくなると、なぜか気持ちよさが増して、ミラベルは蕩けたまなざしでため息交じりの声を上げる。

　ぴちゃぴちゃと音を立てながら舌を絡ませ合う中、蜜壺をじゅぷじゅぷと突き上げられて、もうなにも考えられなくなった。

（ああ、もう、気持ちよすぎる……っ）

　思わず足を彼の腰に絡ませると、ガストンはさらに遠慮容赦なく抽送を激しくしていく。

　出し入れのたびに肉竿に大量の蜜が絡んで、臀部どころか背中にまで垂れてきた。

　身体が揺さぶられると大きな乳房もゆさゆさ揺れて、ガストンがうめき声を上げて乳首を深くくわえ込んでくる。

「ひぃいいん……！」

　胸をしゃぶられるのも恐ろしく気持ちよくて、ミラベルはがくがく震えてしまった。

「も、もう、だめ……っ、あぁ、あぁ、きちゃ……きちゃうからぁぁ……！」

　再び湧き上がる絶頂の予感にミラベルはいやいやと首を振って涙ぐむ。

　だがガストンはより興奮を煽られたようで、大きくうめくとそれまで以上に腰を大きく動かしてきた。

「はぁぁあああ──ッ……!!」

　全身が突っ張るほどの激しい快感の波がやってきて、ミラベルは指先までびくびくと震わせ、のけぞってしまう。

　ガストンもまた大きくうめいて、ひときわ強く腰を奥へ打ちつけてきた。

　その途端に先端からビュクッと大量の精があふれて、ミラベルの中に熱く広がっていく。

「あ、あ……」

　じわじわ広がっていく子種の熱さに、ミラベルはこれ以上ない幸せを感じて涙ぐむ。

　腰を小刻みに動かし、最後の一滴まで絞り出したガストンは、ミラベルがはらはら泣き出したのを見て、ぎょっと身体を起こした。

「ミラベル!?　す、すまない、やはり痛かったか……!?」

「いいえ……いいえ、違うの。すごく、嬉しかったの」

　ミラベルは涙を拭いつつ、興奮を隠せぬ口調で告げた。

「ようやくガストン様と一つになれたと思って……。鍛錬のときはつながるまでは行かなかったから、嬉しくて」

「ああ……おれも、つながりたくてたまらなかったが、結婚前に妊娠する事態は避けなければと思っていて」

　おそらくそうだろうと思っていたから、ミラベルはよけいに嬉しくなる。

　ガストンがミラベルのことを考えて自重してくれたことがわかるから、いっそう愛情の深さを感じて幸せだと思ったのだ。

「でも、結婚したからにはもう気にしなくて大丈夫ですし、わたし、早くガストン様との赤ちゃんが欲しいです」

「赤ちゃん……!?」

　その言葉をはじめて聞いたとばかりに、ガストンはぼんっと音が出るほど真っ赤になって驚いていた。

「いやですか？」

「……い、いやいやいや！　ミラベルの産む子なら絶対的に可愛いはずだから、おれも望むところだが！　だが……自分がひとの子の親になることを考えたことがなかったから」

　だがミラベルの言葉でその想像がふくらんだのだろう。困惑気味だったガストンの顔は、すぐに未来への期待にわくわくと輝いていった。

「うむ、そうだな。おれも、おれと君との子を抱いてみたい」

「わたしもです！　だから、ガストン様──」

　彼の腰に再び足を回して、ミラベルはぎゅっとガストンの首筋に抱きついた。

「もう少し、こうして気持ちよくなっていたいです」

「っ！」

　その言葉で、ガストンのあそこがミラベルの中でむくっと硬さを取り戻したのがはっきりわかった。

「まぁ、もうこんなに……」

「あああああ！　ミラベル、君は可愛すぎるんだ──！」

「きゃっ！　……あ、あんっ、ガストンさま、いきなり激し……あぁあぁん！」

　じゅぷじゅぷと音が鳴るほど再び抜き差しされて、ミラベルは甘い悲鳴を上げる。

「はぁ、はぁ、可愛いミラベル……！　愛してる、愛しているんだ。うぅっ……！」

「わ、わたしも好き……愛していま、すっ、あぁぁあん……!!」

　再びぶわっと浮き上がるような絶頂の熱が襲ってきて、ミラベルは大きくのけぞる。

　ガストンも大きくうめいて、思いの丈を愛妻の蜜壺にこれでもかと注ぎ込んできた。

　──夜が更けてもガストンの精力は衰えを知らず、ミラベルは何度も絶頂に押し上げられて、めくるめくような初夜を過ごすことになったのだった。







　初夜だけでなく、それから五日間の新婚休暇も、たっぷりと甘い時間を過ごした二人は……一年後には長男を授かり、また一年後には長女を授かることになる。

　そんな先のことはつゆ知らず、二人はようやくつながり合えた喜びのもと、まだまだ甘い夜を過ごしていくのだった。







あとがき








　本作をお手にとっていただき本当にありがとうございます。

　濃蜜ラブルージュ様でははじめまして、佐さ倉くら紫ゆかりと申します。




　長いことＴＬジャンルで執筆してきておりますが、わたしは西洋系ヒストリカル・ファンタジーばかりを書いている作家です。

　そのため、現代ロマンスが主流の濃蜜ラブルージュの編集様からご連絡いただいたときは「はて、なぜわたしに？」と首をかしげたのですが──なんと、今後はファンタジー系のＴＬの配信もはじめていくとおっしゃるではありませんか。

　それに当たってわたしに声をかけてくださったとのことで……こりゃあ、もう書くしかないでしょう、濃蜜ラブルージュ様にふさわしい『ド』がつくほどのエロスをよぅ。




　ということで、書かせていただきました本作を少しご紹介。

　兄が持ってきたお見合いの話に興味を持ったヒロイン・ミラベルは、鬼神とも恐れられる騎士隊長ガストンに、なんと一目惚れしてしまいます。しかし二人が結ばれるためには少々問題がありまして……。

　そのため、ミラベルはそれを乗り越えるために、ガストンと鍛錬することを思いつくわけです。

　その鍛錬というのが……いわゆる濃蜜ラブルージュ様にふさわしい、密で蜜な仕様になっておりますので、そこはぜひ楽しんでいただければと思っております（笑）




　表紙イラストは三廼みつや先生に担当していただきました。野獣のごときヒーローが先生の手にかかるとこんなにすばらしいイケメンに……！　と惚れ惚れするばかりです。ヒロインも可愛らしい＆色っぽくて本当に素敵ですよね。

　このたびは素敵なイラストをありがとうございました！




　そして編集部の皆様、出版関係の皆様にもこの場を借りて御礼を申し上げます。

　特に執筆のお声がけをくださった担当編集者様には、感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。




　最後は本作をお手にとってくださった読者様に最大の感謝を。本当にありがとうございます。またお目にかかれる日まで、どうぞお元気でお過ごしください。






佐倉紫
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